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このような次めであるから、 (1)と (3)- (5)は有効期聞が切れたものとさせて頂く。著者の議論を引
川あるいは批判される際には、本舎を対象として頂きたい。
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[1987]，152・3.m。単に 18年 1j 1 日より満洲における日本の凶雌~J):務が朝鮮銀行に移管され、正金銀行は


































て大速における紗烈を究賞するのである。このjti~島 I~現物のみで、上海殉の貸手1~ J1PU 紗東を引き続さねばならないが、 ~p11ヨ~8 上高
で上海筒を引き渡せばよいという仕組みになっている。


















朝鮮銀行の満洲進出iシ抑制との国境付近から開始された。 1909~ 11月、朝鮮銀行の前身たる篠田銀行 (11
年に胡鋭銀行に改称)が第一銀行より安東出張所を継承したのがそれである。その後、 13年に奉天支庖を設
け、つづいて大連・長容に進出した。同時に朝鮮銀行券も安東とJ経天を結ぶ満鉄安泰線に沿って満洲に流入




































































































Jtmは34if.~現在で日本側行政区嫌における日本人質度数 239 戸で貸出内海1.2 百万聞であった。(満洲事情業内所 [1936J ，204 ・9
J'i. ) 



















































































































































































































7勿B言、 」二 の閃 I!IIH主化され11式{ヒさ 11.1.ょ一位の}1!1念Mであって、 E買~ははるかに~~量かつ不安定である. 1純化と安定化の録作I!
J'I.Mのためには不可欠であ司て、 ょの凶に含まれない要素があるとしてもそ1t.1!欠点とはいえない。もっとも単純化き九ているといって
も、この凶1随分術後であるが。




回(196.1).576買). すなわち、画合大洋先行銀行が金製と交~の略大洋発行を宥利と判断する結果としてのみ町合大作1;1発行される. (18) 
の金規による間合大作のF収も、 r.J織の判断の結集と.lfえるべきである。
10 尚、関l下・2 にはも‘ひとつ、 I亜~の般向E をa!l.q耳するそデJレが含まれている。ここにいうi(!'tと 1:、治~の子会社で北満における特定
物吸収4 口的として長fj'緩!日市紛i!の'Jill. 倉雌・金総司色務を行った図際.i!紛の免Hする~.fl<手形のことである。このモデルの起点~1;1. 
{α 1 先れ地万t5rlïにおいてゆ火fI伎の出張庖が国際運愉に約束手彩を釜し入れて.金原廷で培爾il払の~{子l' ~ <l1!'t)を入手すると
ころであるo (b) 1 r.l l! これを'姶創i買に~貨仕入代金のi基金をなさんとしている地方問m.二袷文洋で売却する. (c)地方問震l!iUlを
虫色鰯iUUr.の仕入出張Rにi!り、 (d) 国防運織f喰鱒E童文ItIニ呈示して金~の文Jムを受ける. この資金1: 1) 9) 峨入高からの~貨仕入に先
当される.
序章 n締洲由J成立以前 13 





























1214 ~宇 2 月に中国総人と安田財閥系の正俺銀行の代表者・が関東都管)(.fの認可を得て紋$L した大速銭幾公所が、大連銭紗取引所の前身で
















































け、 (d)紛入姥貨を札入れるために大迫の 「奥地筋給入商Jに送付する。 (e)大速の「奥地筋鎗入荷J:;t 
13 {且し、lIt明のお合上、多少女犯した。
序章 n泊洲国j成立以前 15 
この送金1..~件手形を籾血1銀行大述文応に呈示して合出資金を人下し、 (f)銭紗取引所で51:~~'~:に幅換する。






価として発行され、上海両を対価として回収される。それゆえ日本と il~洲の循環を媒介 j る俊能を本来持っ
















































































































































備の保管を行い、現大洋票のW!viiì は七割を現釧とし、 二三 ;~qJ を・ ;{j価証券とすると脱定された。この制j立は通貨
発行権を一元化し、日本側銀行や中国・交通銀行などの紙燃の排除を目指すものとされた。。こもかかわらず
発足の段階で、訟家の機関銀行と称された溢業銀行の単独の現大洋発行n'を認めるという例外規定が設けら












































































































































人の制l&取ヲりあるいは f対日送金問UJ という形態に変化するわけである。この陶者の関係U:、l!に~野[1983) が術指している.
1・.+:墳のut~l!lêtt (1991a) による.1f細1;1そちらを~照していただきたい.
序章 n湾出国」成立以前 23 
しかし閉じような2為替投織が28年には逆の結瓜をもたらした。上海支出は 8月-6}1の満洲における銀
需要の旺盛さによって銀価滋賀を見縫し、 7 丹後半以降大規伎な現銀買いを I，~日始した。その金額li 10 )~ ，まで
に9百万両へと膨接した。しかし思惑とは逆に銀がド必したため、この投機的行動を本f.Iiは容認せず、 10月




















































































日本聞は満洲事変のほほ三ヶ月後の31If"12月13日に金本位を縫脱を決定した。その結果、 32If" 1 Jには
上海事変の勃発もあって日本聞は 49i の公定レートをはるかに下廻り 34~ ド Jレまで下偽していた。その後も







































































































2本寧の叙述の"となるのは関 1・ 八 ー 0 であるが、これは割~2 銀以下のtl鈴を基礎に'"成したものである。 ζ hらの図'i-~の司1怖を
r後としつつ省略‘s.t'"をれて錨かf ている。 その務舗を記入すると膨大なものとなるが、そのようなI!を付しても .~主であるばかりで
税者の利益にならないと判断したので省時し介。この図1:イメージを箔いたものであって、矢印にfずさhた主悠b;さ考程度と理解してJJt
dl.よい.
第 1:章 i締洲国金融史の全体像 29 
開業であった <rH:r.第7節参照) 0 i前洲中銀の設立当初の主要日的は、中国系の諸通貨を国幣によって回収・
統一し、日本側の金融支配を砿立することにあった。この旧紙幣の制収は相当の困艇を予却されていたが、



























































































満洲中銀が第一次幣制統一を行っていた 1931 1ドから 33~の間に、 iE金銀行抄裂の先行額は 14 百万聞から 3















































大を意味するものでもあった(大竹 [19761，95-6.m0 :; 
この時期jの日本からの資金導入に大きく貢献したのが満鉄である。 i~郁夫は 32 年 4 月から 34 年 3 月の二年
間に、株金徴収によって 125百万郎、社債によって 62百万聞の資金を減速している(衣IV・3・b)0 33年の
日本の対満将l投資額は 292百万国であるが(表I・20)、満鉄は 33年に 125百万四の社債を発行しており(日






S しかし序常節 7 筋郷 2 tJtで見たように、j;白洲の金策資金のJj狼が上海，Ii~品における日本即売織を!ï起したことにも注をすべきであ
る.












































































日本圃暴搭 (亡国M.Q;!f) ・ アメリカ銀質上司銀価~!I→窃然湾高齢・上海同リンクMIl-8本田リンク





























資金を政府に貸し上げる形にしていたT。表 II・20 によれば、 34 年から 37 1'r~ までの満洲(k)への [3本の粗投資
は総額で1，628百万四になるが、満鉄はこの聞に 586百万聞の社債を先行し(日本興業銀h[19861各年版よ
り算出)、 34年4月-38年3月までの聞に株金を 164百万掴徴収している。この合計は750百万四であり、





























総集が作成され、 37 年 3JJ の対渦事務局の決定を経て実行に移された。このtll・画は一般に「当初計画J と u.~
jthている。(/J;([1972)0 ) 
この計画の脱艇は五ヶ年で30億聞に述するものであり(疋田 11986)，ぷ 10・16)、36年 12月時点での
満洲中銀の総資庇智1558百万聞の約五倍、紙幣発行額254百万聞の約十一1:";に速する腕棋であった。表II-
8・b (イ)の節 4 年度の「総百十Jを凡ると、予定舗が419百万四で実績が514百万四となっており、 (ロ)
によればこのうちB本で247百万問、満洲で 267百万聞が謂述されている。このような大計画が実行された
のであれば、 i向洲中銀にも大きな負担が鉛かり、相当の資金fJlH却を余儀なくされたと予知される。ところが
37 ~rの満洲中銀の総資産JW矧は 111 百万四であり、この金額はそれ以前の三年間のm額 77 百万園、 43 百万
町、 146百万聞と比べてさほど異常な増額ではない(去I・2・a)。これは満鉄にも言えることであって、 37






第1~ i筒洲国企倣史の全体i訟 37 
合わせを経て 38SJ:. 5月に発足している。修正計画による五年間の予定資金総額は 6，587U万闘であり(:&
1・8・b(イ))、当初計画比でおよそて惜に膨れ上がっている。このJH尚拡張の影響は甚大であって、 i椅洲
中~Rの総資産のj('l額も 38:if. 245百万町、 39年596百万回、 40年343百万聞と拡大した。吏に、 i拘洲中銀
の紙併発行準備の内容を見ると、国ブロック以外への支払手段たりうる懲俗の紙幣発行飢に対する比率は、















































































においても強化することとした(森崎 11940) ，225 瓦)。また経済部は t~百五社に対して強j止の減額圧縮を



















































興銀の控:資芹仰を見ても、 38年193百万四、 39年381百万四、 40年526百万四と推移した後に、 41年l;t:
246百万問、 42~ 308百万聞となっており、やはり 40年がどークとなっている (去I・3・a)。満業の総資





















これを表 I・4 で見てみると、 411~上j切に口銀等から 209 百万四もの俳人を行ったのち、 41 年下j切には260
百万聞の返済を行い、更に f預託金及地金銀J を 90 百万四硝み~し、 「小川 2Jは3491'i)JUUもI甘えている。
これは39年下期の94百万四や40年下期の26百万四と比べではるかに大きい額であり、この資金が良RI物
愉出代金のみではないことを示している。この日本間資金による阿幣熔発任)Jを削減するために、 「その他j







































224百万四、 39年度374百万問、 40年度 367百万固と推移したのち、第4)明には41年度 410百万四、42
年度429百万聞となっている(表IV・3・b}。満鉄は第4期に第 3J聞と滑らかに連続する形で資金調達胤棋を・
拡大している。資金の凋述投入のパターンはこれまでとほぼ同級で、日本から社債と抹金徴収によって凋逃





投資特別会計 1，210百万凶 45% 
一般会計 899百万創l 33% 
開拓事業特別会計 240百万個 9% 
水力電気建設事業特別会計 160百万個 6% 
官会特別会計 131百万個 5% 


























1.5 資金再膨張期 ・・・・・第 5期 1943年~満洲国の崩壊
1.5.1 資金の流れ
満洲中銀の国内資金供給は 43if-になって再度急l刊する。表I・5に見られるように、 41~下 20 百万問、 42











































































































投資特別会計 2，114百万間 57% 
一般会計 870百万個 24% 
開拓事業特別会計 440百万即 12% 
-g舎特別会計 207百万四 7% 




国幣公債iYlJ日新 (A) 国幣I旬発額 (B) 比司自 (AjB)
賀~2 WI 147百万四 179百万個 0.82 
~3 W1 793百万冊 693百万個 1.14 
明~4J籾 766百万閣 723百万国 1.06 



























































(~4 -5 .Mに 1; 満室長の二空手銀容がìltJ・したが、この原因 1;1)基本的に 11インフレーションの浸透により 、縄入社会に貨
F時が滞留し.その銀行回数をt曽加せしめたためである.あるい1MtJ資の買9り絞行もまた一役を買っていたことであろ
う. (;筒史会[19641，上巻269・70賞、 ( )内1;1安110








































特殊階級 23.4% 13.3% 13.4% 

































本務においては第 1~ と 同じ時期区分を探用する。すなわち、
第 l期 1932年7月1日-1933年 12月318 
第 2期 1934年 1月1日-1937年 12月31日























































改正されて決算期が従来の JJl-6刀・ 7月-12月から、 4月-9 J. 10月-311に改定されたのにt世ぃ、資金計画.1I1，t;st舗の・年
度に 致させるためであったoU過指t!として45~ 1 Jから始まる年度113Jまでの三ヵ月で-Mと看徹すこととなった (8本銀行・金
























































4 日本銀行との~約の内容11、政資限度を般けず、手形期間 lま 3 カ月ながらも嘗換可能であり、 r縄洲中級が正金銀行昔、ら徴求した似通
手形をm~とし、利息1;1片i6ち後弘い、というものであった.この契約による貸付はこれ以外の対満洲中銀貸付と区別して「別口手形i置
付Jと呼l:!tLていた{日本銀行百年史編纂袋只会1984J，406.8Jn。
S 日本国公債 .~洲回会償.j.t疋金銀行貸付金の正貨@傭組込の経過は正徳なところがわかっていない.まず f東北経演小a聖書f . 金I政
JjJによると、





~ (1944年) 1':li iE金銀行に貸出を行い、-tll.を正貨幣備金に充当した(当~に 33 ，500 万側、現1l' 6 月末に 135 ，500 万
聞}。この貸出1特JlI:な佐賀を持っており、日本政府への倫放と.Ti倣しうるもので、これを鐙係に日本銀行借入をなすこ
とができた.かくて偽貨鯵法第十条 I~際11~九条!の鉱大筋釈により、これもまた準備金に組み込みうる ものとされた。










管見の限りでは、このこつのIc!迩と :&11・ l.a が満洲中銀の正貨~備に関する資将の全てである.












































関係資料「金融月報J44.7.31及び州31)0 44 iF 7月20日に経済部の指令に従って満洲中銀は柵の f拍



















満洲国は 33 年 11 月に銀行法を制定し、従来の銀行・銭~f .銭舗・儲岳会等の編成替えを行った。既存の
在満金融業者のなかで満洲同に営業許可を申請したものは 169行であったが、そのうち 88行のみが存続を認
められた。その後も政府は行政措置の強化 (35年10月)や新銀行法の制定 (38年 12月)によって整理統
合を継続し、普通銀行の数は 39年末で 45行に、 45年8月15日時点では 16行にまで減少する。普通銀行
は最終段階において相当初の民間資金を吸収し、満洲中銀に供給する役割をねう。(満洲中央銀行[1942]，115，・
7 貞，148・9 .a，182・4 頁、*~ヒ物資調節香J.l会研究組 [1948]，金融篇，88・9 頁。)
i梢洲中似に次いで.1T!jIfな合融機関が満洲興業銀行である。同行は36'ÍI~ 12月公布の満洲興業銀行法に基づ
いて設立され、 37年1月1l:llこ開業した。同行は、国燃の日本間とのパーリンク移行 (35年 11月)と治外


















両に伴って 37~Fに位置が始まり、 39 年末には 153 社まで拡人した。両社は業務上m桜する部分があり、 þ'(;_




興良金庫はi締洲困勅令 203 号~良金庫法に基づき 43 年 8 月に満洲中銀のu通銀行業務を継*'して設立され
た。その目的は「農業金融ノ田清ヲ図リ農産開発ニ必要ナJレ資金ヲ供給スJレJ (興民金目IW.第 l条)ことで

















































































第1)聞は朝鮮銀行の満洲における活動が膨張した n，~)ijJ でもあった。そもそも似j鮮銀行は 11首洲凶J~ひのi燃に
金本位制即時移行を主張し、朝鮮と満洲を通貨的に統合してその中央銀行たらんとした。この目掠は実現き
れなかったが、 31年6月末-36年末の聞に満洲において8派出所を開設してイ封筒支町教を 22h占とし、在
満破口数も 215名から 329名にj甘やした。金認の満洲流通量も急i刊し、図1・1の以資料によると 32:ir 7 nに
22百万四であったものが、 35年12月には69百万四となった。この推計は金謀総発行額のうちほほ三分の
ーを満洲流通額と推定している。この他に金票発行額2itl: 2 千万四のうち六割lの 1 倍、 2 -3 千万聞がll~洲で
流通していたという見方もある(満洲帝国政府 [1969] ，503-4 頁、~:~-は石田)Äl'Jl)。預金貸出残高で凡ても






























本聞にもたらす臼l!Iを拒否したものと~えられる。(朝鮮銀行史研究会 [1987J ，466・72 頁害問。)















この経純をまとめると、日本聞が32年 10月から..¥i;落したことが円元パー の前提となり、 34年度からの鋭
暴股がその~1金をひいたことになる。，lÎr.{j'の日本闘の暴滞は、満洲'Jf.変以降に満洲で膨張した金21資金を大

























は困難J (満洲中央銀行 [1942]，147頁)と認識している以上10、 「今回の事jが f紙幣、通貨の統一jに儲
まらない「金融系統の統一整備jに発脱しかねないことは白明であった。朝鮮銀行もそのことはよく分かっ
ていたのである。












10 この文寧li朝鮮銀行1I1~についてではなく、正I'l . i錦洲銀行とまEべてのお鮮である.しかし、調桝銀行I! rQ.1l~銀行の子会社のよ
うな形の・・ .ye理銀行Jであり、 「安図系の疋険銀行・・・のごときは非常に患いデ yド・ローンをもってjねり(色e(1979)，150 
rn 、前行'iJ~にその内容不芳がむしろ問題であった。日本の金政行政織との骨廃合があるものの‘その処分をさほどmaと考えるべきで



























































中銀名義の国幣口座に振り込む、という振惨操作を行っていた。この金田口座の残高1;1:36 ~ 12月γピー ク





第1節第 l項で論むたように日本銀行融資の裏付である。正貨幣備F容は第2期に 33年A、の 52%から 37年
末の 68%へ上昇しているが、間ブロック外への決済下段たりうる 1-12の小剖を、総iiI!備で削った f準備



































五ヶ年計画JVの43~度に逆転するまでおおむね継続している(表 II・8・a の(ハ)参照) 0 38年から 40年







































への資金供給を見る140 40 年末の満洲中銀の対同業貸出金は 345 百万聞であるが(表 II・2・a) 、満洲~似の
貸借対J!({ぷ(去I・3・a)の借入金の側を凡ると、満洲!:TfRからの伯ユ入が326百万個である。この時点での満
洲中銀の金融機関への資金供給はほぼ満洲興銀向けに限られていたことになる。
































表I・22の faけの列を見れば、 I椅洲中銀・ i締洲興銀・貯金部・投資特別会計の相互の資金供給を相殺した
上での資金の運用品1速を知ることができる。 これら四機関の資金調速は、紙幣及び内国公債 1，050百万問、
日貨償365百万閥、資本等の対内負債238百万四、外国銀行への償務161行万四と続き、 一般からの資金調
達は 155百万聞にすぎない。これら資金は特殊・準特殊会社に 1，447百万問、政府に 539百万四投下されて
いる。








月に満洲tl章生 ・満洲終K.~fI公社・満洲費支粉会社を統合してIlt立される. (満洲中央銀行[19421，317ft.) 
~2 京消洲中央銀行と主要金融機関 Gi 
































対し、 t縄世~IþSJl 120 百万3目、満洲興銀 50 百万鋼、正金銀行 50 苔万四、国内包必銀行共同級資 50 百万圏、大連各行 100'(j万閣をそれぞ
れ滋資することとなっていた{満刻中央銀行[19421，317頁).しかし表"・9・cだけでなく友1・9・dを見ても綱対中鎮の農産会社への貸
出はほとんど消滅している。 r十年~J の妃迩がなされた時点以除に配分の変更があったようである.満炉!中鎮の貸出がよれほどにも減



































貸付金は 448 百万聞のm加ということになる。 42 年 12 月時点の満洲~鎮の対満業貸出は 159 百万四(日本
銀行金融関係資料 f金融}]，絞J43.2.20.)なので、社債520百万聞をあわせて残高679百万国となる。 40年
12月末時点では 489百万別であったからこの期間に 190百万闘が満洲興銀から満業に供給されたこ とにな
る。 42年12月末の貸付金残高1.223百万個+有価証券 720百万四 =1，943百万四に占める対満業資金供給
17納鮮人を~むがその比呼II!小さいであろう.
第2f，ii筒洲中央銀行と主要金融償問 69 













































































































20その占星旨1%、 1)線式会役組織を政府ω資の特殊法人とする、 2) i鋪洲ゆ銀の8 がJ を f通貨ノ安定j から「ィ~m統制ノ保持J に改め
る、 3)~政権限の強化、 4) ..11に公務貝的色彩を与える、 5)ì~洲中級の集積に函t貨の引受・資金の借入及び頒It.他銀行業務の代
理・図画官金取怨を加えて現状を追認する、 6)!貧洲中銀の業務から普通銀行業務を切り厳す、 7)予算を政府If可を要するものとし剃





























































出を含むものと見られる。それ以外では「その他資金Jが 12%と873百万四に述している。 451f. 1月末時
点の貸出先を見ると、後述の対特殊財産資金部貸出 420百万四と対経済平衡資金部貸出 229百万四が含まれ
(表I・9-d)、また政府貸上金が44年12月も 45月6月共に 244百万四計上されており(衣II・2-a)、 fそ
の他資金Jはこれらによって構成されていると考えられる。
ここで発券準備内容の変化(衣II-1-a，b)を確認しておかねばならない。注目すべきは正金銀行への貸付
成徳9王手J!f !Ila 10年度 E長徳9年度 成徳10年度
公社依
国債 70，000 30，000 満洲悌緑江水カ発電 30，000 。
代{立国債 35，000 。 満昔H屯線 3，500 。
満洲拓殖公社 92，000 80，000 満洲化学工来 5，0∞ 。
満洲重工業開発 125，000 30，000 F街満洲鉄道 260，000 200，∞o 
満洲炭品質 。 。 満洲電信電~~ 21，500 10，000 
本渓湖煤欽 20，000 。
昭和製鋼所 25，000 。 dt- 782，000 400，000 
満洲電耳障 50，000 20，000 雑口投資 518，000 400，0∞ 
満洲興業銀行 45，000 30，000 
合計 1，300，000 800，000 
この表によれば鴻棄の圧縮額が.ft大で、 431!"lfの予定額に対する調鉄の占有明治'50%となっている.
23満洲中銀の内tII減~663 百万回(表 II・2・b) と公債保イiSl滅~273百万四(表1・13・c)が大きく食い途っているのは、後.lfのみが











































普通銀行などに光却しているので尖際はこれより少なくなるであろ う ~.\ i前業関連会社i立尚~から 1，932Ii 
万聞の投資を受け、 2，535百万聞の借入をおこなっており、満来の総資金供給は 4、46i百万四である。 これ
以外に満洲~銀は、 i締業関連会社にW:接 26ì 百万掴を貸付けている。
2.7.4 奥泉金庫
興~金hlI は 43 1手 8 月の設立以隊、 i拘洲中銀をはじめとする各金融機関から業務の移設を受けた. その う
ち最も電要なものは満洲中銀・貯金部・共同融資特別勘定から移訴されたn~農合作社資金供給 266 百万回
である (附録B参照)。これ以外にi的洲中銀から 65百万四、満洲lJt!鋭から 83百万聞の移協を受ける予定に


























もうひとつの理由1、45.iJo3 月に持獲公社が級争本X111二航空然科として使mされた主~* i由・ 自信t曹の絞制緩"となっ たよとである。
その主妥粂厳11各省・燥の決定した生産者に!tR'に必要なättを供給し、所要資金を貸手し、1þ:然科を~l重 して生K.f. : : 配給する よと で
あった.生産さh.た瓜治1:'公社が買い付けてfU:lエ渇に交付した.ζの活動I之さしたる尿処をあげていないが、資金を食い携した可能性
はある. (東~t~資調節~良会研究組(1948)，林~Ii ， 115・8 貰，146 頁) . 































































































持ツガ~IIキ印象観取セラ Jレ Jレアリ(日本銀行調査局 [1970] ，28 巻，471 頁。)
と正金銀行は不満を洩らしているからである。
2.7.6 正金銀行と軍貸現地調達











































第2WJが29百万四、第3Jmが 169 百万四、~ 4 JUJが260百万四、第5JVIが1，121百万聞である。第5JUlのfj(
金のや1ぴはi絹洲国内全体の預金地加額5，618百万困の20%を占める。第5JVJには普通銀行の航金品はj無視し
えない大きさとなった。これに対して貸出残高のi哲加は 1百万四、 53百万四、 111百万刷、 220百fJ倒、
146百万四と推移する。政金・貸出の残高で見ると、 38年までは-J'tして貸出超過であったものが、 3911・
から預金超過に転じ、 43年から急激に趨過額が伸ひ'ている。断金・貸出の仰ぴで見ると各期の推移l.t、 0百
万問、 0624百万四、 58百万四、 40百万凶、 975百万四となる。すなわち普通銀行は第5WJに預金舶を大
きく伸ばしながら貸出額は停滞し、大幅な預金趨過状態となった(ぷI・18，19)。このような預金起過の原
因は、第 3 朋以降のi持洲中銀の資金散指によって預金が膨張したのに対して、資金・ l~衿統制によって運用
先が削減されたことにある。
1F通銀行がこのようなアンバランスな状態のままで頭金を膨張させることができたのは、共同融資制度の
28 こ 11. ら事費現地Ri童の~災については、岩武 [1990}.715-7 Jiを~照のこと.
29この債務の他に 1945年911308 の時点で日銀IÌfI筒洲中級にj.fして、 596 百万関の a般{貰絡を~1干していたから(日本銀行百年史
w.~貝会 !I984)，404 頁}、貴土曜E時戸でのi尚治i中鎮の{貿易1:約 32{t閣となる.表1・9・fでI:i情洲中鎮のB鋭に対するfJf俗756苔万閣が
計上されているが、こ11.がどのようにして生じたかは不明である。










祐rtを保った。この制度は順次拡張され、運用金額は40年69百万四、 41~手 87 百万四、 42 年 102 百万圏、




























から際色を示し、またf持集もはHtが1\';間に散布されることを~ばなかったというが、表 I ト 17 にえられるように 45 年に 250 百万四が共













44 年の 6 月 -9 月にかけて「政府並軍当};Jに於て満開浮動物資の民価に依る~・猪口上のおめに満洲 rfJ iR内に
設けられたる特殊財産資金部よりの買付資金J (日本銀行金融関係資料「金融月報J44.10.31)が断続的に
480百万四肢出され、この時期の宥力なインフレ要肉のひとつとなった。(衣I・9・d)
また日満支の物価格差を利用した物資の移動を防ぐための機構の 4 部である経箭平衡資金部には431J: 11 

































































表 II・231ま主要企倣機関の財務諸去をもとにしてb・:lì î失調査ff~ によるぷ n・22 と同じ手紙でm占・が作成した




らの資金調述 1 ，491 百万四、対内j~債 913 百万四であり、迎用は特殊i.V!特殊会社へ 8，503 百Jj聞、政府に 1 ，387
百万、外国銀行に軍費立答で 2，660 百万臨である。おおまかに言えば、 [~J 1J'{でA達した資金は政府に、Elj{
償(日本銀行借入)は外国銀行(正金銀行)に、紙然発行と一般からの資金吸収による資金が特殊.W!特殊
会社に集中されたという形である。この特殊・準特殊会社には農業関係企業が含まれており、それらに対す




































































第三て条朝鮮銀行ハ銀行券発行日ニ対シ同智1ノ金貨、地金銀又ハfl本銀行免換券[1942 'II: 2 J
23日日4(銀行券に改正 iヲ世キ其ノ仕払地備ニ光ツヘシ但シ銀地金ハイt払準備総額ノ 1'4分ノー
ヲ超過スJレコトヲ得ス
前J1iノ仕払準備ニ依Jレノ外側鮮銀行ハ特ニ三千万円(1918年 4)j 1日 f五千万円 J; 1937年8
月110 f一億円jに改正; また 1939年3月31日、法律第[i)t.りにより「当分ノ内之ヲ一億
六千万円トスJとされた。尚、!司法附則により f本法ハ支郎事変終f後一年以内ニ之ヲ廃止スJレ















































































































































































































3)正金銀行 150百万四. . . r本件貸出ハ同行ノ業務分野jであり、実績に徴して満洲興銀と
['iJ額に脊定。(fEl_し特定的)
4)大辿IJ本側銀行八行 200百万別・・・資金凶内自給化以UIJに外れるが、実*Jiにより 200J'i Jj 




42年度はi締洲OOiRが朝鮮銀行から、正金銀行が日本から資金を日歩 10鹿 5.7で導入し 11鹿 5で供給した











満洲林業・ I前洲畜疏・満洲紫煙阜・ i緒洲枠冠 .i前洲羊もに対する貸出について次のように取り極められた。
第 27;ti絹洲中火銀行と七~金融償問
1) 1:記会社の資金のうち型ill:JJII 工資金及び紛出資金は渦洲 !X!~J!が取り扱う。
2)伐保資金及びJ;(産物の収民資金は9tl良金f，jt.が取り扱う。
3)以上は1fW期限の到米したものから順次移aを尖行する。





















































































万日目、 39年上期の 105百万個と推移した後、 39年下期から 41:年上期まで連続して 2依田台のiVl1JIを見せ
ている。そのあと 41'If:・下JUJからの三期は 74百万園、 168百万問、 123百万四と抑制的であり、特に 42年
I'.JUJは払込未済資本金の地加 169 百万聞を控除するとマイナスとなっている。ところが 43 上期以降は ~145




設立JUJil締業の設立 (1937年 11月25日)- 1938年 5J1 25日
第1JUJ 1938 イI~5 )26 U -1939 ~j'. 5 ) I25日
第2期 1939年5月26B -1941 ~ 5月25日
第3期 1941年5月初日-1942年 11月25日

















































4満洲図の五ヶ年計画がアメリ:カの資本と伐衡のiJ入に期待するものであったのにH し、ヰl/f.民間の国民政府が 36 1トに開始した五ヶ~
U~I!ナチス・ドイツの資本と筏衡に'Jr.{f. している。この四者の組合せばわずか三~四年のめいだに入れ寄ってしまい、 γジア太平洋眼
争段階では、 t禽桝図=ナチス・ドイ Jと<1>4署長田=アメ Jカに変化する。中事長問がドイ 1からもアメ，)カからも尖質的なjfNJをf量得


















タ Jレ綜合純益カ満洲[~l内経営 ・J~業ノ為援向ケラレタ Jレ資金総額 (満洲国内経営事業ニ関シ主主シタ
ル持金ヨリ成ル資金ヲ除ク)ニ対シ年六分ノ割合ニ逮セサJレ場合ニ於テハ本法施行後十年以内ニ
終了スJレ営業作成ヲ限リ其ノ不足額二相当スル金額ヲ補給ス補給シタJレ金額ハ爾後ノ営業年度ノ
あj;合純益カ年六分ノ ilJIJ什ヲ組過シタ Jレ場合ニ於テ Jl: ノ組j品金fJi ヲ以テ年二分ノ í'~J合ニ依リ al算シ
タ Jレ利息ヲ附シ之ヲ償還ス Jレコトヲ~ス
































と推定される。日本興業銀行 [19891 には、 38 年に合~I・ 150 百万四発行された満洲国幣ll!同僚の!Î I受先が明
記されていない。しかし表I・13・cからこの年の満洲"1銀の国債引受額が150百万聞であったことがわかるの
で、この国債の引受は満洲中鋭によって行われたものと与えられる九設立後半年の株式の;賞受を除く満業の
投資活動は、揃炭に 16百万四、昭和製鋼所に 6百万四、満洲軽金紙製造(以下満洲経金以)に 12百万聞の











5.f1..込金の行Jjであるが、 38王手5月の貸借対照表の銀行勘定が78，892千四に遣して必り、この勘定の残高が 11月時点で 14，126手
置に減少していることから、政府によるu.込金71，ω5千四はこの銀行筋金残高の形でしばらく場f脅していたと考えられる.
98 満洲国の金融
3.3 修正五ヶ年計画の実行 ・ -第1期 1938年 5月26日_._， 1939年 5月25日
3.3.1 資金の調達




れたことを示している。渦~は設立当初、政府持株・ 一般持株それぞれ 450 万株 (=225 百万国)のうち、
双方ともに 26，625千四の払込が未済だったが、その払込が第 1Wlに行われた。また資産側の「その他Jの減
少ム37-(j万聞は、 38~手下JPJに銀行預金が 65 百万四引き出されていることの反映である(表 III-l・d) 。こ
れは上述の股立時の株式払込金が暫く銀行断金として滞留した後、引き凶されて投資資金となったことを示
している。














係が127(i )j IID j~、日本関係が 9 百万四I首であり、投資会社勘定は 4 百万国増に過 ぎず、 満洲関係が 7 百万





















動きを見るならば、有価証券は昭和製鋼所に 50百万四、*辺道開発(以下、 ボー辺道)に 1・1百万回、 i持洲民
割高(以下、満'炭)に 62百万四、 i締洲鉱山に25百万町、 i持洲飛行機製造(以・f，il掩洲飛行槻)に 10百万側、
渦洲自動車製造(以下、満洲n動車)に25百万聞の投資が行われた。日本関係では臼ノド鉱業に 12百万側、
目立製作所に7百万四、目立屯jJにl百万聞の投資である(炎III-2-c)。貸付金は381・1-J明・下期の常・来
報告舎に槽滅の掲載がまだ行われていないために 39年上JQJしか数字が把併できない。 39~I 上期は満洲鋭敏
に7百万四の貸付がなされ、日本から 3百万仰の回収がなされただけである(みIII-3・b)。
ではこの投資を受けた各社の収支状況はどうだったのであろうか。表 III8 は営業報isfJi に~g~されている
主要傘下企業の各期の当期利益の系列である。第 1JQIは*辺辺、 i拷洲鉱11J 、満洲飛行機、渦洲低金属がjh~:{:
を出している以外は、一応黒1;を計上している。ただ、満洲の企来・の中では、昭和製鋼所がかなりの川?を

















































1崎洲帝 l司政府保';IEニテ社債総智i けみ:[k];品i'í: Jlt位四也以内ヲ数[!_IJ ニ分チ非~ス Jレコト (第5国営業
報告谷、 40年上JUJ) 0。































































WJ利益の合併は、 39年下j腕12.76百万四、 40年上JU117.06百万凶、 40年下期13.58百万固と日本関係企業























るまで総統する (s( [1976].257-64 Ti) 
13 日本関係~.lについては 14Jlllと lilI向じで、 41 年 5 月期も、
日本凶内ニ鈴ケル投資司E業ハ~ネM網ニ終始シ予期ノ成績ヲ収ムルヲ f~ タ リ






3.5 資金難と日本関係資産の売却 ・ ・・・・第 3 期 1941 年 5 月 26 日 ~ 1942年 11月
25日
3.5.1 資金の調達
第 3 期に満洲中銀lま「関米軍特別演習j 以降の jl[ ・Jf;基金臨~1!{による凶資金過剰に対応するため [illÁJ資金供
給をほぼ完全に停止した(第1，2衆参照) 0 41 {I~に入ってからの満洲中銀の国内向け資金供給の抑制は徹底
的であり、 41 年 1 月からのこ~r:ij に満洲同内から6. 125 1万凶もの資金合同収している(みn・2・h)0 1他業
の総資産の~加は、 41 年 5 月か ら 42 年 llJJ ま での一年、れで 366 百万四に留まっており、これはこのi在住Îl
の39年 11月から 41年5月の一年半のj税額667百万凶の約半分である(みIII-1-a，b)。
第3期は42年上期に治資が行われたために資本金が225百万四m加しているが、同時に米Jム込資本金169

















1 4 11荷量f: 1 !治決との車L標以外に、自治再jj1Jl との鳩係網flに ~ll していた. 臼渦1fti1Jl 1:.36年10月にl1i鉄己主むの一環として漏it証El'JJFi宮、横











また第 3J聞から保証債務と同見返が生じ、同項目に 42年 11月時点で202百万聞が計上されていることも
目をひく。これは子会社が金融機関等から資金を借り入れる際の保証の提供を意味している。 16
第3Mには社債が626百万固と急糊しているが、この数値にも注意が必要である。何故なら第 2章の表I・















ここで満業と満洲興銀との関係に触れておこう。 42年 12月時点の満洲興銀の対満業貸出は 159百万四(日
本銀行金融関係資料「金融月報J43.2.20.)であり、同時点の満業社(U520百万聞とあわせて資金供給額679
百万四となる(荻II・10・c) 0 40年 12月末の貸出残高が489百万四であるから、この二年で 190百万聞が






とすれば、満洲~銀の占有権は 28% に留まる。直前の二年間 (38 年 12 月から 40 年 12 月)の満洲興銀の満
















































が各j聞とも 2億四台で推移しているのに対して、第3期は 140百万問、 111百万問、 172百万国と l億個台
に悦まっており(誕III-l・b)、資金調達困殺を明確に反映している。さらに、布価証券投資と貸付金投資の



















別会~I.カラ出Jレト忠ハレ Jレカ其財政 l二ノ 影轡ハ大キイ。(張公権文書 R6・38.31 .m 。
421(下j聞の時点の補給金の謀計は 144百万闘であるが、 42年ぷの投資特別会計の総資産 1.368百万四の10%
を占めるに至っているのであり、影響の大きさが知られよう(ぷIII-10及び表I・6) 0 20 













第3窄 i高来の資金調達と資金投入 10i 
各企業ごとに投資を見てみると(衣III-4・c)、まず日を引くのは1崎氏がわす'か6百万別しかm加していな
いことと、密山などの炭般会社に大きな投資が行われていることであるが、 ζhは鮎川が・10'ÍI ~ 9 Jにi締炭J1Jl
事長河本大作の~迭に成功し、 JI:効率経営によってLLMの赤字を出し続けていた i持政を大幅に改組して、地



























新を手掛け、吏に 41 年 3 月に[，IlJ総欽としてi筒業にffl~~ された。
高碕はj持業の役割を限定することで、その存在意義を低保しようとした。 43年5月の改組は、満業の任務
を金融と人事の調整の掌握に限定する方針の下に行われ、高碕はそれを、 「政府ハ脚本lFキ」、 「子会社ハ










努ム Jレ ~U ク話埠スルJ ことであり、また人的動只として事務系u.u を現業只に f自発的」に転出させること










た I."}i.:I 2・a)。この貸付金の庖も主要な投下先はi締洲91!銀であり、満洲興銀への貸付金残高は 42年 12月




対渦~倣資残高は+上位と合算で 824 百万聞であるが、 45 年 3 月には 3，868 百万聞と 4.7 倍に膨らんでいる c.
このように第4JUは満洲中銀が大量の紙幣I特発による資金創出を行い、その資金が満洲中銀→満洲興銀→満
業という Jレートを急激に流れて行った時期である。






























































































3.7 満洲重工業開発の終駕 ・・・・・ 最終期 1944年 11月26日~満洲国の解体まで
3.7.1 資金の調達と運用
この時期の最大の特徴はその総資産の明大眠りに現われている。わずか半年のI抑制が985百万聞に述して


















































































































以下、主ず第 1 節で満鉄設立後満洲~J~交までの動向を、第 2 節以降の記述に必要な限りで概観する。第 2
節以降では 19301-45 1"1~ を五 JUJ に分割し各1m ごと一節を.IílJ り当て、満鉄の活動を特に資金面に注意を集中
して偶成する。本('(の時期区分iよ以下のようにu定する。
め1)例 19301.4月1[J 33年3Jl 31日
第2J明1933.1ト4月1日 36年3Jl 31日
第3Jm 1936 1~ ・1 月 1 日 - 38 年 3 月 31 日
m 4JPJ 1938 11 ~ 4月1日-43 {ド3)J 31 8 
第;)Jm 19-13 1'4 Jl1 U-終戦
これらは第1，2f.'iとも、また第3f，'.とも典なっている。各j閉がそれぞれ4月1日から始まり、 3月31日で終っ














13 [1に(1本政府が設立委Jlを(1命し、 9Jl 10 Bから 10月5日の期間で株式を募集し、 11月初日に創立
総会を I~I くというものであり、 1907 年 4 )J に営業を I~I始している。(古屋 11966]，224-6 頁。)
4.1.2 資金の調達投入
設立以II~i伯洲‘J~変以，iírの資金問述・投入の概要はj，(IV・1に示されている。このまは 1907年3月末、 1915 
年3J求、 19201'3 J).，Jミ、 1931年3月ぷの各時点の貸借対照表をもとに作成されている。たとえば07年
~凶作という欄は、 1915ij:のum-対照火の数値から 1907sf-の致他を引算したものである。こうすること
本資本'，lil晶に月唱する研究の-1哩として泌1\の資金問ìfl二 11& し、金子[1 991]1:' 自信幅~7>から i錆洲lß変に~る日本のm晶洲投資のftt 1ft}'.1
なルートとして満鉄の資金約分rr を fiぃ.高!l 119~6] ・.!ì:縄民1Jl:;:以降の話t;を鉄道事業を中心として資金iIiを含め11:~かつ評錫に分訴し
ている.これら先行研究の問に位'1t付けるならば、 4正，，:1、 G立からt縄洲事変までの賞金問逮・資金役入を明らかにした金子の研究を受
けてi縄洲lJl!rから解体主でについて f"J 憾の研究を行うものであり.また 30 年代の日本の資本m~品と f締鉄の関係を取り級った怠村の研究を
-10 年代にまで延長すもものであり、きらに1\iJI:会社としての満洲同期のiðib を鱗明した~~量の研究を、資金的側面からI!Iiftするもの、と
いうことになる.
第4京 i持鉄の資金持述と資金投入 117 































































4.2 満洲事変前後・ ・ ・ ・ ・第 1 期 1930 年 4 月 1 日 ~ 1933年3月31日
4.2.1 満鉄の f危織J
仁述の如く 1920年代のi尚s，._は他の在渦1]本企業の不撮を抗口に好調を維持し、大きく発展した。しかし、
1930 年に入ってその業組は急激に悪化する。 r市i筒洲鉄道株式会社第三次 t~年史J (以下第三次十年史)は
この時期の営業情況を次のように述べている。






であったが、 30年度・ 31'IJ J.nではそれぞれ83.7%と87.9%になっている。 32年度以降に再度 70%代に復





































万円を残した。(rtJi筒洲鉄道(1976J，2699-700 賞。下線li~者。 I J内1.1U{刻版のe込。}


































4ド2月9日に満洲国が縦承した際には 133.7百万四と 79.8百万岡地加している。この噌加分のうち 42.8百
万聞がこの滞納利息の元本繰り入れである。この 42.8百万四を損益71.9百万聞から差し引くと、この年度




達から見ると、 32年度では社償金73百万四、 「その他資本J~ 47百万回、株金骸収25百万四が主たると
部4f，'ti締鉄の資金調述と資金投入 121 





















る。 600千株のうち 400千株を株主に 4株に 1株の割合で、また 100千株を社員にそれぞれ額面で割り当て、
残りの 100千株をプレミアム付で公募した。この公募は 8月20日-25日に行われたが、 119，240株の申込














































いう結みに到達した。そこで 32 年 11 月のíf(役会議で 220 百万凶の!~資を行って資本総額を 660 百万聞にす
4<<辺 {1986) の指婦によれば、満洲凶・閲Jl(1Iiの受託~約が32~8 月 781ずであるのに、関東軍司満量生のtl~寄託契約がそ九より早い



















満鉄はこうして株主・社只割当分と併せて、 36百万聞の資金をこの節 -[n)払込で調速した。以降、 37年
度まで毎年l株当たり 10由、総新36(Ï万聞の-11.込が行われる。尚、この11~J.ß.の t~金徴収は 100 (I)J (却であ






































と未収金で 221I'i H問と 13%も占めている(ぷrV-3・a)。しかもこれは一時的現象ではなく、むしろこの
後に地大するのであり、例えば38年3月末で 15%、41年3月末で 17%、43:i手3月末で 17%、45年3月
末で20%と常に高い比1棋を占め統けており、年々の資金投下額では事業費に匹敵し時にはそれを凌駕しさえ
する。











































































































































































































4.4 鉄道会社への改組 ・ -・第3期 1936年 4月1日-1938年 3月31日
4.4.1 満鉄改組問題の経緯






























7 .c;~庫 [1995]11、俊雄のt寓怨以外の繍i);自身や在i前日本人商工条訴の満鉄改まJl~院のlIí~1企を術情した。前者lま 1筒鉄の経営i!t:~と回線経
営への対応として~:1Bされた。経営"のこのような経営般略が満鉄改組を受け入れる治理となる.後名・1120 年代に日本人商工業省が経営
不器量にあえぐなかでその脱出口を求めて副首鉄絞営方針の変革を要求したものであった.その般終形態1132王手3Mに事夫会服所の提案した














JJ~邸業務のうちj坂光業務を分継し、 11 月 1 lH二日満商事(妹) を設置しているが、それ以上の分維を情怨
していたとはJ3-え費量い。この分野の分際はむしろ外生的な袈因によっている。決定的な影響を与えたのは37
年11月25f1の口産の満洲移駐=満洲市工業開発(株)の設立であった。満鉄はこのI前提設立に際して、 38


























つづく 37 年度の社11~調達がわずか 21 百万別に終ったことは、この:íf:股:に mJ始された尚洲版~I~J発五ヵ年


















































平i価1正義は両年度を今わせると 48百万四の減少となり(表IV-3・c)、36年度は 1百万四のt旬、 37年度
は49百万IUの減少となる(みIV・3・b)。この有価証券の減少が第 3J明と第2期との最も重要な差異である。
しかし渦欽が満洲国政府にう，'c1~J した株式の簿価 ;8.4百万四を民すと、両年度で 30 百万間程度の投資が行わ
れたことになる。
3611~1.慌のイf価証券の 1 \人りは、次のとおりである。
9/l(1二よill!、I荷主えへの見返り I!!l'-li分、三O年償還の公債の交付という彩をとるという針窃になっていたという (1J[1976]，249 
w。しかし、上i阜の知<:17 1J~にイf価:.E~減少ふ 49 百万聞とH! lt金のJt!b日4.1百万聞がみられることと、公E慣が会<Jt1 J目していないこ
と (/<JV・12.b)から、公{耐交付I!行われず波金でiJ.I:摘されたと考えられる。
10 Iその他殺資JI:! 37 fJ支に63aJj冊減っており(火1V3b)、これが正しければ回線向け投資のベースが硲ちたことになる.し
かし、ょの年度1二 仮弘全ゆJとIその他役資jの動きド大事なiEがつく理由が見、たらないことと、 fその他役資jの36年度までの
滋組の御所(高~(19S6] ウ茨 9 ・ 4、瓜資将I! r~三次十字史J 1と3i年度以降の;i{J(の出所(満鉄会119861>が異なっているので、
f仮弘金等jの'じさをE優先レて与えたほうが安全と判断した.
第4童話満鉄の資金調達と資金投入 133 
満洲~U~股分イi限公言} 1 ;.6百万凶 ，~湖抗i矧(徐) 2 "t'iH別
満洲fl金属製造(株) 3.5 (J万00 n場洲休業股分布限公liJ 0.31 (jJj[周
i情洲W途股分布限公司 1行Ji側 満洲市庄工業股分イi限公li] 0.3汀Jj即
j前昔ij隆法(株) 0.25百万叩 (株)満洲弘報協会 0.08百万関
山東E~ (妹) 0.24百万側 満洲市場(徐)その他 0.1百万冊
復州鉱X-(株) 0.12百万別 同収.'i腎I主J1i分利付公Ui e:，. 2.51百万関
満洲石ilh(株) 0.25行万聞 回収・ 4転米mカ会社社依 e:，. 0.04百万回
日渦商事j投分布限公司 3.6 百万関 株式公開・満洲屯xl股分布限公司 ム15.13百万関
満洲電信電話(株) 0.88百万閲 燃順災販売(株)解放 ム2.33(~ljl周
(株)興中公司 2.58万四 満洲屯来抹式会社設立に{芋う
満洲拓地(株) 1百万聞 大巡鶴市交通株式会社減f e:，. 17.6百万個
満洲~M証協会設立により梢洲日報仕絃盛1支持報社外に祉財産の現物出資額 e:，. 0.08 (j万側
(1句湖洲鉄道[19761，2736目。)
大連都市交通(株)というのは、 I+it筒洲電気(株)から電気事業部門を切り縦し、電車・パス交通事業のみ






























































て日本政府資金の提供を受・7た。 i前鉄lよttI~民地機関としての機能と iR工業コンツェルンと しての俊能のJ.).万
を喪失して鉄道会社に変態すると向時に、資本市場の統制と政府系資金の導入というこつの経路で「由来資
本j的色彩を強めたのである。













ることとなった。吏に 38 年 1 月には，也可を躍する業務範囲が拡大された。 39 年下期以降、起債，!i助がイミ I~~












































本年度ノ起fleガ予定通リ泣妙セサJレ泌合ノ資金対策アリヤJという質問に対して準備された回答は、 r (~) 




社債にお'i< :刈込玖Ll:ま株企敵収410百万四であるが (;<1¥'・3・c)、第4}切には40年 1月20日に第三次相
資が実行されている a 規吸は増資額 12.000子保、 600百万凶であり、五回に分けて毎年均等の払込とされ
た。このうちす分は日本政府の引受であり、 40年7月1日に 30百万聞が払い込まれた。残り半分のうち
~.OOO 千株 200 汀万聞は!日株 2 株につき 1 株の割合で旧株主に、 400 千株 20 百万困が社民にそれぞれ額面で
割り当てられた。この時のi曽1-(で特君主的なのは残り1.600T.!tで、そのうち1.∞0千株50百万聞が満洲由政




定訟によれば日本政府株式にW\ じて取り扱うものとされている。この株式保不fによって満洲l~] は理事 1 名、
監 'J~ 1 名を派遣することになる。満洲固による満鉄株式の取tnlま満鉄の「満洲国化j の第一~であった.日
























































石炭iO:化は34~Iミから研究が開始され、技術上の111J姐によ って難航 し、 37 年より工場の設計建設に若手、











し、 39年4月に第1J閉工・J~ を、 41 年 6 月に第 2Jm工'Jを一応終 fした。更に 44年度までの三ヵ年継続事
I!~~ (1986Jの火9・32の位lに fl940年j支社内事業費のうち f鉄道J1少な過ぎるし、 「その他jが多過'1:る。鉄道11550，0∞
千円、 fその他J1 1億円程度が必当である。 Jという指備があるが、これはここで述べた附属地関係施政の処理に起因している。高織
ì<< 1~ 1!I 1 .するならば、 Iその他jが1iJ.J交に J3 rJ ljllil去ってねり、通常この羽[j11:1.とんどI入りがないことを.IJ息すれば.1年3
月の『鉱lIJ41"行万切に 133むJiO加えて577(j万匹、その例11時領事正らして71a万四E程度とするのが適当であろう。
第-11;'1: i絹欽の資金調述と資金投入 139 
業として特殊鋼1Jl f{;二万トン þntl\計画を:伝来し施設の拡光を行った。 叫年l止に は1:.~ If~ il40 -OJj二千 トンに
達したという。この工場への投資額は相対的に少ないが、 一定の成果を挙げていたよ うである {満鉄会1986ト
382・6頁)。
有価証券




満鉄は興中公司を 35年12月に来北進出の過程で設立したが、 381r・11月に品立された」ヒ文郎開発 (株)に
その全株式を譲渡した(満鉄会[1986]，529・30頁)0 i泊洲電業140 ir:に満洲[i)特殊法人となり、 i持鉄はその
持事長を徐々に手放すことになる。 41 年 6 月には i前洲屯業株式を、従~の持十本全てと期資新株式を!JIせて術
易保険局に売却しており、 i前洲電業iまj筒鉄との資本関係とがなくなった (総会制定問答 (41íl ~/.!() 二0 ) 0 37 
年に満洲電業副社長 (40年に副理事長)となったi荷5'-.出身の山崎元幹が42~:ド満鉄副総J&に転じ 45 iJ ~ に総
裁に升進する(満鉄会11973J，年譜)というような動きはあったが、それ以外には人事交流も停止した。13
これに対して鴻加した株式で最も重要なのは慈北交通株式である。日本jl(がJf!溝橋事作以降1Øi~tに位入す




して満鉄は資本金300百万四のうち 120百万闘を出資し、 150 ï'i万聞を北支JJ1S開発が、 30 百万四を小~民



















て遠距能給送貨物li大幅な jlKll引下とな ゥた。 第二の~点は品白日Iitt !与の新設である。この品目 運賃曜の主
眼;立、 まず石炭運賃・の値下げによって市 '定地帯からi主く縫れたJx織の開発を可能にすることにあった。こ
れは五ヵ年計i詞に対応した時前である。また大豆愉出を~加せ しめ国際収支を改善する目的で大豆運賃も引
き F げられた。しか し実際には 39 年度よ t" ~J始した民業統制機関を通じた農産物蒐子市政策が失敗に終ったこ
とによって、大豆始迭抵はイJI!ぴるどころ 匁洛し、満鉄はその収径源泉に大きな打牽をうけることになる。
(尚僑[1986]，730・3tio ) 
42 {[~ 1 月 1 日に今度は ー仮 して値上げ~{正が行われる。満鉄の愉送盈は工業生産の位、~，日本の支配の浸
透による 『治安jの改伴、 r~tl!海援興計 1"" Jによる奥i也の開発、市北からの労働力の移動、日本人移民、箪
ヰE愉送のm加、て字々のゆえに旅客と鉱工;bH，の鎗送批が急上告し、この結果、満鉄運賃体系のなかで運賃負担
βの大きい殻物1ftの比後が減少した。しから修正五ヵ年計画発動以降の積極的な資金散布によってインフ レー






賃 WI;' -~~:五銭、 て骨-三銭、 三等一銭1\' ~ なった。続いて 41 年 10 月 1 日に再度値上げされ、一等六銭、
ニ~開鋭、三~ :鋭 ・j屯となり、 il~洲回カ 111;税を設けたので、その取立を行うことになった(満鉄会 [1986J ，
202・3m。




2. ':ku'tì締洲 [~J々不f鉄迅喝の営業収文11 、満鉄同イfの営業収支と区分せざることとし、 i純鉄自体の
nt1).に於て之を行う。
3. 71純鉄は満洲f~l政府に対し毎年報11'i へ一 、 五00万闘を納付す。
4.別表記械のi崎洲国々 イ1S1-，.道関係部 ゴit等の元利償還は、 t的洲国政府の負担に於て之を行う。
5. !前洲国政府に付する有.3艇の納入ナ 1)，;一緒之を廃す。
と定められた。すなわち「新提約では ( 満鉄はII(JS失伯ユ設の之迄の延滞利息、ー依田を地策する、 (二)右
借款の利息は今後も取らない、 (三)同拡lラ経営はみより収支計算も満鉄が令責任を負ひ、満鉄よりーヵ年
ー・千五百万四の.1:納金を満洲I~I政府に文Jj i、ことを取他め、従来別れてゐた社線と国線の収支計算を一本に
しようといふのである 。 詰り ì.q鉄として ~~ 均洲国政府に対し延滞利息を棒引する代りに、 十五年度以降は年
に千五百万聞をよ納J(r !ift'.経済新報JI 初十五年二月二十四日、 62頁)することになったのである。
第4J聞の営業収支の推移においてまず hド起なことは、償却/収入比E容が社線回線一元化以前と以降で全く
liっていること である (次I¥'t・a)0 3'.1年度に 7.3o/cであったものが40年度にはわずか3.0%に2.浴して






年度の 421 百万聞から 42 年度の 864 百万聞に倍I哲しているが、以文/収入比，tqま 65.8~もから 77.5% に:8::化
している。これに先程の減価償却部分を勘裟すると、 il有鉄の収説)Jli深刻な低下を示していたことがわかる。 IS
4.5.5 小括







































4.6 満洲固化 ・・・ ・・第5期 1943年4月1日-1945年8月15日
4.6.1 1後の織禍改革



































43 -44年度の社債による調述は641百万別である(みlV・3・c) 先行I\~Iよ 770 百万凶でそのうち日本シ
団引受が480百万四、満洲中鋭引受が290百万四であり、簡易保険JAによる引受はなく、飢金邸による購入
もない。 i締洲中銀引受がこれら官庁筋資金を肩代りした修好であるが、その山手j容は第 .1JUIの簡易保険Mや
預金部よりも大きい。しかも lli]幣住社似には借換目的のものはなく伯遣も始まっていないので、発計智l と I~~
逮額の差額129百万四は日本四社債の借換・償還によるものであり、実質的な戸時速で凡ると U本シ1・11351百














の全てがi締洲中1.!H:¥'入であれば、 i締洲中鋭からの謂)iは80百万四 +313百万四 =393白万四程度ということ
になり、日本シ団からの社債i羽述額220百万四を大きく上廻る。この推定が成り立つためには満洲中鎮の引
受けた満鉄社債のうち 167百万別以上が光却されていなければならない。 42年ぷ-45 1r~ (i月末の満洲中銀
の fその他j 有価証券所有~は 130 百万聞に留まっており、満鉄位債の相当部分が転先されたことを示して
いる。














社債に続く資金調述ffQはこのJ~I も株金である。株金徴収は 43 -44年度で314百万四であり、社債に対す
る比率はかなり上芥している。このうち B本政府による払込が194百万四と多いが(表rv・6-b)、これは44




H体的には45~q J 208の臨時株主総会で20.000千株1、000百万国の募集決議を経て日本政府に 10，∞o
千株500百万削、 i締洲IkJ政府に 3，500千株175百万凶、一般公募6，500千株325百万国の割当が行われた。
第 4 回払込lま満洲国政府がi}] 1 8に43.75百万個、日本政府が7月308に125百万聞をそれぞれ行った。
般公~"は 6 JI 1日現立の林iに対して旧株4抹に l株の割合で割り当て、残りが社員割当と一般公募に撮
り向けられた。これらの第一例払込金は81.25百万別であり、日本興銀と満洲興銀で受け付けられた。日本
興銀は終戦まで，-iO.l 70、689Uを受け付けた。 i錆洲興銀分は不明である(i品鉄会[19861，551頁)。 表IV・3・
bの4;)"'1:1.庄の株金彼似は 250(j万臨となっているが、これは第一同払込予定額である。この憎資に関するi切
資報告総会1.19 !l20 [' 1~11l.h予定であったが終戦のために開慌されなかった(満鉄会 [19861 ，552 頁) 0 18 19 
その他の調達項目






'143 if・5月25fl-45 ~ Ii月25nの社債t骨1，583百万聞 (長llI-l-alから向期間の日本国.in社債発行額75百万叩 (-Ji.JII・7-b)を
z!し引いたもの.
18衣I、.2とh.1¥ .3 の終喰時のtH.(f I!決算を iEたものではなく、 lt後~f型の過程で伶.râされたものであって、そ tl.以外の-ð-期末の数値
と多少性絡を拠にしている点に注意すベ主である。
2・ニの1・貨の以前に、 i錆剥同貯金書rt!~三次1・資の併に賜入した鵠鉄捻it を i~紛i信]内向けに公開している.この先出 I! fi宇Ib~J電力吸
収・地治資金動員jを目的としたもので、大興公uHt.式の公開が公募額の f十倍余ニ上Jレcr;・募申込jという成功を収めたのを受1、 f貯
金館市骨折ノ浴室H¥六十万rt:/内 i万代 別十叩4]，込箭)守、横洲中iJlτ:i1!H民会社ヲシテ一般ニ公開セシムルコトトナリシカ成績仰向ニ












等が320 百万四と膨らんでいるにもかかわらず、工事中の回線ill~改良質を意味する fその他投資J がわず
か 70 百万聞の噌加となっていることは汁:窓を要する。 I~額の 250 百万聞は同級以外に投入されたことにな
る。(表rV-3-co) 
これを予算の方から見てみよう。表IV・16によると、 「新線及ぬHfH1!造1tJの「安イ官級」の欄が43年度











































ている(表 IV・4・a ，b) 。この経費~!m大の主要因 lま f物価労銀値上j と f給与改正見込j である(南満洲鉄




を ~JIJ し、旅客列 11f.も特急 fあじあj の停止、急行の大幅削減などによって述度低下が著しく、運転効率は
悪化していた。しかも戦争深化に伴った物資の不足、従業員の箪隊への応召あるいは苓北への派遣による経
験.fi-の不足によって事故が多発した。さらには満鉄鉄道体系を突きj鈴す陸送転嫁輸送の負担により、満鉄の

























刺益を鉄道輸送力の強化・撫Mi炭般の開発.{t自民地行政的事業に訟り向けた。 fJ本の資本 Ih~品と j両洲大tJ.の
成長につれて満鉄もその事業を発展させてゆく。
しかし 1930 年になると世界恐慌と銀の暴格の影智を受けて満鉄の営業は悲化し、また qlr~Jの民鉄J:識の発












































もrl~とする。 i椅玖の'Ff利意j彼は「大連イデオロギーJ と呼ばれ、利益より同策実現を重視する f新京イデオ
ロギーJと対比されていた。
m・1は日本の資本市場におけるシェアの高さである。資本市場の括箆j羽より満鉄株・満鉄債は最も重要な










i崎鉄の 19451J'-1月の運賃改定については、東北物資問節委Jl会研究誕1[19.t81 (述給街 189-202JDに簡
単な記述があり、 n[19911 (519 J'i)がこれを引Jllしているのがれ-比の限りで同1:ー のaf及であり、不IVJの部
分が多かった。本市作成のための凋査によって下記資料にこの改定に閲する記述のあることがわかり、概要
が明らかとなった。



















~短Z手 (5例) 300 a万閲
主要積殺 (3例) 103百万冊
繊維品 ( 5制) 140 a万聞




















1J~ 1 日に行われたが、これまでの迎n~llこげが 42 年度に貨物運賃を小幅引上げた以外、旅客運賃の引上げ
を中心としたものであったが、今回は全郎門に及ぶ大規様な改定であった。
遭賃改訂案
上記山崎文轡資料は 44 年 9 月 ~ll 月という他上げ案策定途中に作成されており、 「満鉄業Jと firL案j
が併記されている。満鉄業によれば旅客運賃について、現行キロ当り一等7銭、二等5鋭、三等3銭を、-
!~ 9銭、 '"字 6.5銭、三等4銭とし、 12.行料金をー等5園、二等4倒、三等3聞とする。貨物運賃lま発着手




















現行 7銭 5鈴 2銭
改定後 12銭 9銭 5.5銭
部 4 f，! i絹鉄の資金，~~述と資金投入 151 
とした。山崎文科の消鉄災よりもi]1 1ゾヂが向くなっている B おそう〈渦u築と紙袋のUIJをw災?iりに採った
ものであろう。尚、現行の::~;が 2 ~~と 43 年瓜のf~[上1I，~lf.よりも il~<ぷぷされているが、これは誤記であろ
う。急行科金は地fif別科金制をl売し、しかもぬ般.こかかわらず-~1~ 5 刷、 _~~.4 問、三~'，r3聞の均一価絡と
した。 12.行科金l;t1品鉄案のままである。貨物述wは:設~ì ・生音・木村・石炭・鉱石の品f.J 別 \';11引迎貨は据{げ





解消を目指して六~lな引上げが行われた。自動 IItの路線別の運賃を脱してーflt i!fW とし、キロあたり従米平
均 5.1銭であったものを 15銭とした。江連部門は遠距能逓減制を距雛比例制に改め、従決'll均キロあたり一





客運賃端数は 10ruまでは 50銭単位に、 10回以ヒは 1U 単位に切り1:げ、殺11~料金を -~~ 2刷、 -~1， 1 側、
















































































ff: 章で述べたように満洲 'J~変以前の流通俊博は、 B 本の紛/H i留に対して I.t.日本側銀行が資金を供給し、 i絹
洲内流通をHJ当する大小締役に対してはE合大ir.官帖・宵免券(後に現大inを発行する中国側金融機関、
特に官銀号が金融する、というものであった。中国系の械仙のなかでは京 t省恰・銀号・山林水衡官~fat~J' . 
J1純江省官級号の経営する官簡が1i力であり、官銀号のJM発通貨を背景に約m流通をl'制していた。
ところが満洲 'J~変の際に官iU 号は関東取によって閉鎖さh、それらを給水した泌洲 '1Iiltl.t.特定物果務を廃













































ある。金融合作引は33!J:に;.~天省で試験的に設位され、後に管特が中央に移されて 34 年 9 月の金融合作担:




























い。(張公純文 I~ R4-3，5・6t~'o ) 



































































38 !J: l1 月から強制約に倹玉置を行う ICJ1せ検査制度が実飽きれ、その~!tのためにi縄鉄1140 年 11 iJ 1 8に自民会保管制度を廃止して制度及
び人口を掃討骨農産物倹査所に移11(した. (陶i~洲鉄道 119761 ，530・ 1 賞、満鉄会 119861.227.8fi ) 








ている。 40年 12月上旬現在で、専管公社の直接口付はわずか3%で、 97%は特約収n人経由であるS。地
場消賞者に対しては地方行政官署の特践物需給at・凶iに従って、級住組合・拠提合作1が供給することになっ
た。油房に対する供給は~Il*公社が大地泌を、総民組合・合作付が/J、油JA を担当する。 袖aの生広物である


























~~事約収.rt人に 1:39年度1三井物産、三遣を潟明、 l{隆t孝行、瓜谷必mの四位が、 40年li:l' 11三井物産、三.fftfti帯、 l{~:i.r:Hの三位が






























判約収口人の資金調達l.t，1 1'1:度の最尚所要資金総額で見て 263百万四にのぼる (12月)。その調達は自
己資金 15百万凶 (4%)、関東州よりの借入金69百万回 (23%)、満洲国内よりの借入金 192百万四 (73%)
であった。関東州からの淵注が四分の aを占めるが、これでも特産関係の満洲国内金利の低下によって関東
州からの調述が減少した払来であるというので、それ以前は大辿側からの調達が更に多かったことになる。








正金銀行 332 {i}j関 .1!).6% 
内正金銀行(満洲同) 261 (j Jj側 39.J% 
内正金銀行 (1拘束州) 68 I~j 万四 10.1% 
銅色手銀行 (1瑚JI.[州) 986万叩 146% 
満洲興銀 92白万個 13.7% 
'Il通銀行 44 t:i万個 6.6% 
二三菱銀行(1拘束州) 40白万個 6.0% 
i淘洲中銀 35 ('j万四i 5.2% 
三井銀行(関米州) 19百万別 2.8% 
その他五行 {関東州) 9 (J万叩 1.3% 
満洲中銀・泌洲興銀(関東州) 0.7訂万関 0.1% 
商工金融合作性 0.4 I'i万関 0.1% 














































~のi鈍洲中銀の資金供給は、 00民合作社 64 百万四、大興公司 4 百万四となっており、貝l農合作社の満洲中銀
依存が明瞭である(表I・9・C) 0 9 
次にその使途別内訳のよ{立は次去の剣lくである(表V・4・b)。
農業金政 (転貸} ・生活資金等 62百万四 43.6% 
普通作物緋作 45百万聞 31.7% 
煉J;t，井作 5百万国 3.5% 
家古購入 4百万四 2.9% 
4章子配給 4百万開 2.9% 
農地勝入 3百万国 2.0% 

































統制の開始によって農産物流通の後併は大きく変化したが、金融の)jl[1Iから凡るならl;r， m 1 )切に徐々 に
進展した制度変更が第2J割にー応完成した、と与えることができる。







とする。計画作物として (1)先銭供与の 11碩(大豆、大麻子、小麻チ、 U-f-、高梁、包米、梨、大点、指






百万圏、農務4本間H右1，027百万聞となってよ五り、 農楽関i!li鉱工察の四分のー であった (m2.ぷI-8-b)。底糸資金の鋼連1;1臼;本から
が740百万四、関*州を含む国内が287a万国であった。







































徳 10年 10J)に作成された満洲伺JH世間験合会 fiiC許lQ建金基金ノ現状jというパンフレ トがあるが(瓜飽江省図書館で!!o覚}、日付と
嘗式が~なる ものの内容は第ー句のtð~餓分と同じであった。この節分だけが別に印刷されたようである.
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のを全満一律とした(風間 [1992j，146・8頁) 0 43年度の特別配給が早期出傍若 (11月15日までに出荷した
者・)に有利であったため凶仰が殺到して輯械が深刻となり、また乾燥不十分の農産物が出仰されるなどの問











































































この興農会の~!lを前後として興A合作t土I!43年7月に政H干の基本開F巨大綱に基づきとt叙Bt簡を決定している ζ 礼 r!興&l金庫の股
立に伴う ものであるという。その内容は合作径の.lI1位を県自民からt野村に移行させることにあった。これにより合作祉の組簸1:徐々に次の
ように変更されることになった。
中央 守f 県 1野村 屯
現在 中央会 聯合会 合作1 支社 1r-rl'処・輿農会
改本後 中央会 中央会支部聯合会 合作社 興，Q会
ただし、急速な移行1:図震とされ、十ヶ年&t~で勾うとされた。この要綱に溢づいて同年 8 月に合作千土省総合会とゆ央会が改組されてい



























された。 大jれま 45百万闘を、 二三菱lま15百万削のみを国外調達することになった。(日本銀行金融関係資科
1570・1，.102・3J'io ) 
i締洲'IJ鋭の満洲興銀、 1・金銀行、 興良金wへの貸出は当初それぞれ800百万問、 500百万国、 600百万四
の枠が段3にされていた。しかるに特産収只の~fJ'fを反映して 10H 26日に輿良金即 100百万四、 11月2日
にi締洲lJI!.銀200百万回、興良金版 100百万四、 11月25日に正金銀行 130百万回、 12月 1日に満洲興銀 100
百万聞と、合計630百)JUの械皮i併紙が行われた。 12月 1臼現花の各行の満洲中鋭からの借入残高はi拘洲JX.l
銀 957 百万聞、正金銀行 512 百万四、lJI!.良企JoI~638 百万四の合計 2 ，207 百万四であり、これは 9 月末の残高
と校ぺて 920百万閣のm加であった。(日本銀行金融関係資科 1570・1，431・2頁。 )
16431f.・l.fの特約収賢人I之、
(1)終節物及.fI鮫 (除綿A&琵麻仁)の収Jt・.. ~ J~物JÈ (~)、三~Þi" .l (徐) 、大矢級 (~) 、 S童相順 {縁)、
(札)高木1盲目;、合資会社i'l!.I6 ì下行、総口減(~)、 三~商事(-!i)、占主先合 (t~) 、 J(隆洋行、合名会社佐賀高l苫、 B
i骨災11!01-)、合資会社1向島高f6
(2) M:;たのu買・.i省tll車花 {徐}




個に拡張され、融資残高は 44'If' 1 }j末時点で992e.i万回に達した。この伐向は前年同JQJ比で874百万別も
の膨張であった。各行別の内訳は次のとおりである。(日本銀行金融l則係資料 1570・1，442・3μ、 1570・2，23・
4頁。)
1m極度 新筏m: 残高(1月末) 利!t，l日』長)
il'4洲9I!~ 150百万側 210百万冊 1998"万倒 12/;[ 5 
正金銀行 150百万聞 240百万側 221百万叩 ftiJ.l: 
興J:l金L)( 80百万関 120百万閣 118e万闇 r~l.J二
共同高生資 100百万回 160百万関 160百万関 一低限;迄12座5、 低ー冊以..L1O厘5
大連日:本側八行 200百万関 270百万回 293百万四 1肥 S









大連日本側八行 200百万関 270百万個 293百JJO 11座5
この結果、 43年末の通貨発行高は 3，079百万国と 42年末の 1，728百万聞から一挙に78%も附加した。 16
通貨地発の原因となる資金供給~を見ると、政府関係は預金僧加によ，てム 154 百万四であるが、それ以
外の国内向け資金供給増が1，138百万四あり、また日本田資金が367百..J冊の受入超過となっている。すな
わち第 1，2去をで見たように通貨期発の原因は、 41-2年の日本国資金流入から 43年以降同内資金供給に変
化したのである。 43年度の伺内資金供給の内容は、
16これに伴って 33i手平均を 100とした訴京卸売物価指数は42年ぷの288.7から 315，9 と上昇した。 間相渇の1CIi1l1:t次のように公
定価絡よりも怠訟であった。
43年12月 42 ~手 12 月 ltft'l! 
公定価裕 (A) 間相場 (B) Jl/A 間相場 ぷmu
新五I 白米 (20斤10JiJ;) 4.70凶 40.00聞 8.!i il'f 17.00倒 2.4倍
精白~梁(~) 1.85関 18.00側 9. iia 8.00即 2.2 il1 
小麦粉 (1斤500瓦) 0.23即 3.∞四 13.0 if 1.60圃 1.9i音
平均 10.1 fli 2.2倍
現普天 白米 (20斤10延) 4.20関 61.00聞 14.5 if 24.00聞 2.5倍
:問自高梁(~ ) 2.00関 37.00四 18 'j * 15.00 i& 2.5倍
小麦粉 (1斤500瓦) 0.23関 5.70閲 24 8 if 1.70聞 3.4 i告
平均 19.3 ff 2.8f告
170 i肴洲屈の金融
鉱工業資金~ 467百万卿 34.6% 
農業資金刷 466百万四 34.5% 
関妬資金糊 51百万国 3.7% 
JJt!1t 367百万個 27.2% 
























て収H人・ 稽桟組合の資金n~[lは小さくなっていたが、 44 年度には特産資金の全てが農産公社から一元的に
流れることとなった。
44年度農産公社の収n予定量lま8，045千トンであり、その所要資金は総額 1，281百万聞と見られ、組桟組







第3章 i絹洲国の農業関係金融 1;1 
金融r.t関名 31当初t度額 ((i万関) 利引 (l~) 
本年度 昨年度 本1j:瓜 昨年度
iE金銀行 396 240 12 [Ii~ 1HH 
i均洲興i!! 322 210 12lYt. 12 I.! 5 
9唱農金r.!i 248 120 12原 12原5
共同級f 200 160 12π 12侃5
大;1八行 434 270 11 UI( 5 11 f.i:s 5 
1l"，lr 1，600 1，000 
また、大述人行の内訳は次のようになっている。
匁行名 ;刊 ~ít~l変額 (百万関)
本年度 昨年度
朝鮮銀行 157 100 
正念銀行 157 90 
帝国銀行 40 33 
三菱銀行 30 20 
台湾銀行 20 15 
三和銀行 10 5 
安田銀行 10 4 
住友銀行 10 3 


















この計両の必要事業費は約267I可万四と見積ら札、そのうち繰りとげ施工地区 110千 阿 と新焼若手













金融関係資料 1570・3，502・3f~ ，534-5 貞，624-5 頁。) 17 
特pr'資金については、 43年度の如き早期出符の集中が回避されたため、その膨張は 43年度より緩慢であっ
た。 11月末の良慌公社のil入金は 1，102百万四であったが、このうち 202百万聞は前年度からの絞鎗で新期
収J1資金は 900白万闘である。 44年度の枠にはまだiOO百万別の余裕があるが、この時点では収H目標量










正金銀行 (大速) li百万関 心 73否万四











{阿当'J;v~} -t-ー聞ト J甲へ金額四四百万側}ニ i童シ臼 1車六百万両(昨年度so:待実績回七六万両}ノ六六%ヲ終了セル由
ニテ収良資金トシテ興~興農金hliノ阿片納入総合ニHスル政資ハ月末三一百万個ニ上リM レリ。 (B本銀行金敵関係資科
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図 I・D 第5期 (1943年-1945 if:. 6月)の資金の流れ
























図 II・1 ストックより凡た満洲国金融関係 (40年G月ぷ時点)
図 11・2 ストックより凡た満洲国金融関係 (45年6月末時点)
図 II・3・a 満洲囚金融関係の概念図(32年-36年)
図 II・3・b 満洲間金融関係の概念図 (37年-42年)
図 II・3・c 満洲同金融関係の槻念図 (43年-45:if'.) 
表 11・1・a 満洲中央銀h発券準備内容(32年 7月 1fl-45年 7月末)
表 H・1-b 満洲中火銀行発券準備内容~滅表(第 1J切~第5則)
表 11・2・a 満洲rjl央銀行貸借対照表(継承時点、 32年ぷ-44年末、 45年3月末、 6月末、 7月末)
表 II・2・b i怖洲中央銀行貸借対照表地滅表(第1}tIJ-第5J師、 45年7月)
表 II・2・c 満洲中央銀行貸借対照表(継承時点、 32年下期.....45年上期)
表 II・3・a 満洲興業銀行貸借対照表(37年末-44年末、 45年3月末、 6月末)




長 II・4・b 興良企bl{来務内容(43年 10月、 12月、 44年3月、 6月、 9月、 12月、 45年6月)
表 II・4・c 興良金W第一JUl(43年9月-3月)予想段高資産負債額
表 II・5・a 貯金総資金迎m状況表(40年末.....44年末、 45年6月)
表 11・5・b 貯金flS資金辿川状況点地減量長(411'-1月...42年末、 43年1月-45年6月末)
表 II・6・a 投資特別会計資産負債表(40年6月求、 42年ぶ、 45年6月末)
表 II・6・b 投資特別会計資産負債表(1942年 12月末)
表 II・6・c 投資特別会計投資残高表(1945年6月ぷ)
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表 II・6・e 満洲戸l政府特殊及び権特殊会社出資状況m滅必 単位百万国
表 II・7・a 金融介作札業況(34年度-39年度)




表 II・8・c 第二次席;巣地政五ヶ年計画資金計珂実絹(42年度、 43年度)
11 
表 II・9・a i緒洲中央銀行資金供給内容 (3i年6月末.....39年末)
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表 11・15・a 満洲国内銀行貸出金の使途別内沢 (満洲中央銀行を合む)41年末-44王手ぷ、 45ir: 3月末)
表 11・15・b i締洲国内銀行貸出金の使途別内成(満洲中央銀行を合まない) 41 ~年末- 431ドぷ、 44年2月
米)
表 11・15・c 満洲中央銀行貸出金の使途別内沢推定表 (411ドぷ、 421f.ぷ)
表 II-15-d 銀行貸出金用途別高 (36年末、 37年末、 39年末-41年末、 42年6月末)
表 11・15・e 使途別金融機関別貸出残高一覧表 (1945年3月末)
表 11・M・a 国籍別預金貸金残高点(1944年6月30日現在)
表 II・16-b 国籍別預金貸金残，\':j~長 (1944:if. 12月31日現在)
1¥・
表 11・16・c 尚洲中央銀行国語別預金貸金残高表(1944年 12月31日現在)
表 11・16・d 満洲興業銀行国籍別預金貸金残高表(19441'.12月31日現在)
表 11-16・e 国内詳述銀行国籍別預金貸金残高去 (1944~・ 12 月 31 日現在)
表 11・16-f 繍i貰正金銀行国籍別預金貸金残高表 (1944年 12月318現症)
表 11・16-g :!kfio拓般国籍別罰金貸金残高表(1944年 12月31日現在)
表 11・16-h !N);合作社中央会国籍別預金貸金残高衣 (19441f.12月31日現在)
表 11・16・i 興民金/JF出旅別頭金残高表 (1944年 12月31日現在)
表 11・16-j 商工金融合作社国籍別預金貸金残高表 (1944~F 12月31日現在)
表 11・16-k rlJlkl銀行同籍別頭金貸金残高表(1944年 12月31円現在)
表 11・16・l 無l式会社国籍別預金貸金残高表 (1944年 12月31日現在)
表 11・16・m 大~l公 1司国籍別預金貸金残高表 (1944 年 12 月 31 日現在)
表 11-16・n 例人頂金民放別分布表(金燥機関・部便貯金) (1944年12月31日現在)
表 11・17 J~rrll融資勘定残高と運用内訳 (40 年- 45年6月)
表 II・18・a 1î':~純主~金融償問預金貸出荷 (32 年- 41年)
表 II・18・b 1?:i締主賞金融機関預金貸出高僧減点 (第1JU1-m 3 JUl)
表 11・19・a 全渦主要金融犠閲預金貸出年末現在高累年比較点 (37~手- 45年6月末)



























表 111-3・b 満洲重工業開発貸付金噌減 (391f.上期-43年上期)
表 111-3・c 満洲重工業開発貸付金JW減 (第1J閉~第4J腕+般終期)
表 III-4・a 満洲重工業開発投資推定残高 (39~J: 5 J-43年5月、 45年8月)
表 111-4・b 満洲重工業開発投資m減 (39年上JU1-43年上期)
表 111-4・c 満洲重工業開発投資僧減 (第1Wl-第4期+最終期)
表 111-5 満洲重工業開発へのi持洲同政府の1制定株式 (1938年3月2日)
表 111-6・a 満洲重工業開発及関係会社資金一覧ぷ (1945年8JJぷ)






表 111-10 満洲重工業開発資金運用益 (38年上期-45年上JUJ)
表 111-11 日本の対満洲重工業開発関係実際投資歴年比絞 (32年-44年)
第4章満鉄の資金調達と資金投入
図 IV・1 満洲国の鉄道 (1945年現在)
表 IV・1 南満洲鉄道満洲国j明以前の資金調達 ・運用実績
表 IV-2-a j有満洲鉄道 貸借対照表細目 (29年3月~停戦時)
表 IV-2-b 南満洲鉄道貸借対照表絢児1m減法 (291手3月~停戦時)
表 IV・3・a 術満洲鉄道貸借対照表 (291，~ 3月~停戦時)
表 IV・3・b ji街満洲鉄道資金調達・迎用実紛 (291f.度-45年度)
表 IV・3・c 南満洲鉄道 資金調達 ・運用実納(第 1JUJ-第5期)
表 IV・4・a 南満洲鉄道営業収支 (29年度-44年度、 45年度予算)
表 IV・4・b 南満洲鉄道鉄道営業収支 (29年度-44年度、 45年度予算)
表 IV・4・c 南満洲鉄道鉱山営業収支 (29年度-44年度、 45年度予算)
表 IV・4・d r街満洲鉄道利子 ・配当金収支 (29年度-44年度、 45年度予算)
表 IV・4・e 南満洲鉄道本線およびi前洲国イf鉄道合算営業収支 (33年度-44年度、 45年度予算)
表 IV・4・f 南満洲鉄道調達投入利率 (29年度-44年度)
表 IV・5・a 南満洲鉄道社債引受先推移 (29#o度- 44 年度、 45~3 月 -8 月)
¥'1 
表 IV-5-b 南満洲鉄道社債引受先推移(第1期~第5期)
表 IV-6・a 南満洲鉄道1If.JllJ株金払込 (30年度-44年度)
表 IV・6・b 南満洲鉄道毎期株金払込(第 1期~第5期)
表 IV・7 南満洲鉄道社債の日本社債市湯におけるシェア (28年末-45年末)
表 IV・8 南満洲鉄道貸金明細 (30年9月-43年3月)
表 IV・9 満洲国鉄道11'款未整理額一覧 (1937年3月現主)
表 rv・10・a 満洲国国有鉄道事業費累計額 (35年3月、 36年3月、 38年3月-43年3月)
表 IV・10・b 満洲回凶イf鉄道営業収支 (33年度-39年度)
表 IV・11・a r#満洲鉄道社内事業費内訳 (291tS 3月-45年8月)
表 IV・11・b 南満洲鉄道社内事業費増減内訳 (29年度-45年度)
表 rv・11・c 南満洲鉄道札内事業費増減内j~ (第1期~第5Jll) 
表 IV・12・a J有満洲鉄道有価証券投資評価額 (29年3月-45年3月)
表 IV-12・b 南満洲鉄道イf価証券投資J(')減 (29年度-42年度、 43-4年度)
表 IV・12・c r新締洲鉄道イf価証券投資m減(第1)明~第5Jon 
表 IV・13 南満洲鉄道所イI徐式主要銘柄m減(評価額) (30年-44年)
表 IV・14 南満洲鉄道投資一覧表 (36年9月-45年3月)
表 IV・15・a 南満洲鉄道迎愉関連および鉱工業関連投資額推移 (29年3月-45年3月)
表 IV・15・b 南満洲鉄道連絡関連および鉱工業関連投資額推移 (29年度-42年度、 43-4年度)
表 IV・15・c 南満洲鉄道週給関連および鉱工業関連投資額推移(第1期~第5期)
表 IV・16 南満洲鉄道 'J~業投資計商 (41 年度- 45年度)
表 IV・A J釘満洲鉄道 45il三運賃改正による!W収額(満鉄業・ 11{案)
表rv・B・1 南満洲鉄道 45年 1月運賃改訂による噌収額 (45年 1-3月、 45年度)






表 V-1 i.錆洲国各銀行の大豆取引金属生概況(各月貸付額) (38年7月-39年3月)
表 V・2 関東州からの特産資金流入の特産年度累計額 (41年度、 42年度)
¥'11 
表 V・3 特産税穀Jl1也収n資金貸付総tt'iA ('121;' 9月末、 12 J ./ミ)
表 V・4・a r~通農業資金貸付総t，~ぷ (42 年 9JJ ぶ、 12月ぷ)
表 V・4・b 普通農業資金使途別貸付総括次 (421;. 9月末、 12 jJ米)
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33年 34年 35年 36年
3o 10 75 45 










255 110 20 




345 360 377 
265 250 270 
80 110 107 
149 170 45 








101 176 246 116 
40 140 210 80 
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000 0 20 32 
。 20 30 10 
2o 3⑪ 10 
433 427 363 
1.424 1.299 990 
o 0 10 18 
1o 18 
3o 66 41 62 


















32""'33 34""'37 38"'40 41 "'42 43""'44 
50 213 412 365 20 
166 754 卯 I 705 737 
o 0 300 319 45 
o 33 111 77 37 
42 351 1.102 1.258 1.072 
























































39上 39下 40上 40下 41上 41下 42上
政府 19 172 241 162 197 149 30 
その他 -145 135 102 158 -127 -110 -92 
小針。 -126 307 344 320 71 38 -61 
借入金 -162 13 -209 260 
預託金及地金銀 -47 93 -101 13 12 90 -57 
小計② -48 94 -263 26 -197 349 -57 





3811-12 39/1・12 40/1-12 41/1-12 421・12 43/1・12 44/1・12 45/1-6 
貸出金合計 209 450 -114 -66 1.495 4.399 3.551 
政府 73 280 -292 87 -31 67 23 。
開業 53 83 186 -78 110 1.509 3.775 2.371 
その他 83 87 107 ー123 -145 -81 601 1.180 
国内公社債合計 82 94 432 215 272 -191 -124 -218 
内情 83 86 381 166 207 -67 -320 -276 
その他 8 51 49 65 -124 196 58 
預金合計 111 348 -215 81 351 18 702 -502 
政府 32 290 -310 65 202 156 64 -448 
同業 -4 。 17 17 118 -64 569 -2 
その他 83 58 78 31 -74 59 -42 






















紙幣 日系銀行 日貨{氏 公債 ⑪ ⑪ 
4.6 
7.1 















































6現大作(硬貨) 7.242 16.336 
7.1J.!小洋(硬貨) 107 106 
8上海規鍛 7.989 9.388 
9市銀 183 187 
10天Nt奴 150 2.400 
1鎖4'-m 1.674 994 2.106 
12その他銀総 1.509 1.509 1.834 7.710 7.701 
小計 27.210 41.864 38.146 37.815 50.230 58.180 74.202 23.373 13.481 847 3.080 10.241 6.391 
小計/総吻備(%) 191 27.6 29.5 22.5 28.1 22.9 24 1 5.5 2.2 01 02 0.6 0.2 
13金凶(金集) 30.916 24.061 24.000 31.045 42.似犯 19.似ぬ 92.0∞ 7.∞o 4.α)() 11.0∞ 39.5∞ 8.500 3.αm 
14鈴媒 22.361 11.923 5.421 5.958 0 0 
小針 53.277 35.984 29.421 37.003 42.0∞ 19.∞o 92，0∞ 7，∞o 4.∞o 1，0∞ 39.5∞ 8.500 3，∞o 
小計/総僧俗(%) 0，4 23.7 22.8 22，0 23.5 46.8 29.9 1.6 0.6 1.2 3.1 0.5 0.1 
15日本公慣 れ.895 101.693 102.883 102.883 102.763 444.440 600.824 711∞o 661.∞o 661.∞0 
16日本虫色貨公債 3.895 1.868 1.868 1.868 1.868 
17日本米貨公債 2.435 2.030 2030 2.030 2.014 
小計 41.895 108，023 106.781 106.781 106.661 448.322 
小計/書記織備(%) 13.6 25.4 17.1 11.3 8.5 26.9 











小計 15.1∞ 47，9∞ 50.1鈎 72.069 86.425 1.062 99.393 209.428 227，932 371.143 661.722 720.776 624.382 
小針/書記憎偏向) 106 31 5 38.8 428 484 30.3 32.3 492 36.5 392 525 432 20.7 
24il育英字形 46.645 26.116 1，465 21.445 71.701 201417 158.304 234.111 1.175.397 3.727.454 4瓦五5.342 5.031.042 
25その他花券 107.721 170.∞o 260，∞o 260，∞o 260，∞0 
26低抑証券 o 0 200∞o 200，000 200.∞o 
1I、E十 46.645 26.116 1，465 21.445 71.701 207.417 158.304 341，832 1.345397 U87454 5.115.342 5，491.042 
小計/総憎備{制 32.8 17.2 8.9 12.7 11.5 21.9 125 20.5 44，7 71.3 66.4 679 
保証発行会計 61 745 74.016 61.655 93.514 86.425 77郎2 99.393 209.428 299.633 578..560 82!‘026 1.062.6ω けti9.7!1 4.187.454 5.115.342 5.491.042 
保証発行比思(%) 43.4 48.7 477 55.6 48.4 30.3 32.3 49.2 48.0 61.1 65.0 63.6 65ι 71.3 664 67.9 
総計 142.235 151，865 129.222 168，332 178，655 254，242 307.490 425.737 623況 I 947.049 1.261.532 1，669.632 3，011.188 5，876，854 7，709，342 8.085，042 






33年末 34年末 35年末 36年末 37年末 38年来 初年末 40{ド求 例年末 42年末 43年末 44 {I'_.t; 45(6Â~ 
7.794 13.001 28，376 40，607 54，166 23，373 2，695 847 3，080 10，241 6.391 15.4∞ 










































































































































































































32n-3J112 34/1・37112 381-401lZ 411ト42-12 431ト45/6 45/6・45n































































































































































































第I.WI 第2期 第3期 第4期第5期
旧四行 32年末 33年末 34年末 35年末 36年末 37年末 38年末 39年末 40年末 41年末 42年末 43年末 44年末 45/3米 45/6米 4517末
23 23 15 15 15 15 15 15 15 15 15 75 75 75 75 75 75 
234 124 104 165 171 197 213 420 871 872 758 692 2.187 6.586 7.519 10.137 10.998 
234 124 103 163 169 192 203 399 723 486 347 281 813 2.657 4.879 5.447 
o 0 1 2 2 5 10 21 149 386 410 410 1.374 3.929 5.258 5.551 
17 12 50 59 60 89 194 324 417 851 1.222 1.7 49 1.758 1.620 1.407 1.393 1.534 
81 75 73 95 137 215 200 115 163 76 185 391 303 279 352 391 811 
20 20 22 21 21 19 21 20 21 20 19 26 17 19 16 16 16 
46 58 28 14 8 23 26 21 22 19 20 30 31 29 49 145 77 



















旧四行 32年末 33年末 34年末 35年末 36年末 37年末 38年末 39年末 40年末 41年末 42年末 43年末 44年末 45/3永 45/6末 4517末
30 30 31 32 33 34 35 37 44 63 77 135 150 172 167 227 240 
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 100 100 100 100 100 100 
142 152 129 168 179 254 308 426 624 947 1.262 1.670 3.011 5.806 6.224 7.709 8.085 
148 50 72 101 152 226 266 387 752 525 675 967 954 1.646 1.240 1.177 1.311 
100 78 60 67 49 45 61 65 90 318 206 190 256 985 1.787 3044 3.875 
721 18 21 18 16 14 12 10 157 104 32 17 730 2.891 3.719 

































































































































































32プ7-33112 34/1・37112 38/1-40112 41/1・42112



















































1 15 -68 
9.195 1.354 
32/7-33/12 34/1-37/12 38/1-40112 41/1-42112 43山-45/6 45/6-45/7 
1 4 28 72 92 13 




























































































































IA四行 32下 33上 33下 34上 34下 35上 35下 36上 36下 37上 37下 38上 38下 39上 39下 40上 40下
81 75 70 73 100 94 89 137 138 215 173 200 93 115 69 163 62 76 
16 12 48 50 57 59 59 60 53 89 99194270324315 417 417 851 
1 1 1 2 4 2 2 5 4 10 10 21 10 149 275 386 
234 124 108 103 109 163 142 169 155 192 176 203 236 399 448 723 754 486 
O 一一ー一一 000- 0- 0 0- 000 
13 26 17 5 2 4 6 12 21 19 20 19 18 13 17 2 4 
44211 1000000 - 0- 000 
























































































30 27 31 29 40 
20 20 21 22 19 21 19 21 19 19 19 21 19 20 19 21 19 20 19 19 18 26 21 17 
23 23 23 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 75 75 75 
419311306292323369342412397558509669669914893 1.510 1.551 1.853 1.8832.219 1.9832.9623.0684.371 
|日四fi32下 33上 33下 34上 34下 35上 35下 36上 36下 37上 37下 38上 38下 39上
148 50 97 72 127 101 137 152 188 226 249 266 304 387 392 
7 21 20 18 18 21 17 18 16 16 14 14 12 12 I1 
1 1 1 2 2 2 1 2 2 2 3 9 6 9 10
90000000000 1 173 
442111000000- 0 
80 52 42 39 42 45 40 29 24 26 30 37 36 7 48 
142 152 112 129 101 168 114 179 134 254 179 307 275 426 388 
39下 40上 40下
752 568 525 
10 170 157 
14 8 14 
3 27 58 
000 
56 81 82 







41上 41下 42上 42下 43上 43下 44上
471 675 559 963 723 954 
364 104 103 32 225 17 
I1 25 25 26 16 36 
63 13 5 58 82 42 






86 58 91 
811 1.262 1.106 1.670 1.800 3.011 










19 18 93 
?
? ?


















303031 31 31 32323333343435353741 4 58 63 71 77 84 135 142 149 



























































43~米 44年末 45/3末 45/6末
45 10 10 
1.885 3.016 3.120 
1 093 2.260 2.434 
183 213 126 
1 2 4 
862 2.006 2.261 
41 39 31 
106 169 161 
3.129 5.515 5.131 
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~I1-4-b 興厳金!，I( 業務内容 単位百万四 ドJ
事i~項目 43/10 43112 44/3 44/6 4419 44112 45/6 




有価笹券 233 248 274 302 339 383 449 
{田町) 65 65 75 75 叩 100 100 
(社{政) 183 189 218 247 278 342 
(満洲拓9oM十債) 168 






主要業務合計 918 744 812 1.174 1.368 2.140 2.849 
負債項目 43110 43/12 44/3 44/6 44/9 44/12 45/6 
資本勘定
62 
fl金 231 335 459 461 618 867 942 
儲備債券発行額 20 20 25 45 





主要業務合計 857 755 757 1.154 1.312 2.124 2.827 




災1ふa 貯金鮒資金運用状況表 単位丙ノ7阿 }<Ilふb 貯金部資金運用状況熔減表 単位丙万回
第4WJ 第5WJ 第4WJ 第5Wl
資産項目 40~手求 41年末 42年末 43年暑 44年末 45/6米 資資項目 4111-42112 4311・45/6
国債 72 96 197 358 789 1.034 国債 125 837 
社債 JO 15 19 24 37 87 社俄 10 67 
係式 51 68 81 76 77 75 妹式 29 -6 
貸出金 57 80 63 76 77 90 貸出金 6 27 
(地方団体貸出金) 37 53 62 76 77 85 (地方団体貸出金) 25 23 
(その他貸出金) 20 27 2 。。5 (その他貸出金) -19 3 
flけ金 9 1 10 15 56 33 踊け金 24 
仮払金 。。。。 仮払金 。
未収利息 。。 2 4 4 未収利息 3 
貯金書官支出金 貯金部支出金 。
前期綴失金 。 前期損失金
当知lt!員失金 5 6 8 世iJUJ損失金 7 
合計 200 271 374 555 1.047 1.331 合計 174 957 
負債項目 40年末 41年末 42年末 43年暑 44年末 45/6末 負債項目 4111-42112 43/1-45/6 
重事政儲金預入金 160 193 268 415 731 1.038 郵政貯金預入金 108 770 
郵政娠替預入金 12 20 28 31 31 31 郵政顕替預入金 16 3 
重事政生命保険特別会計領入金 6 8 16 25 40 43 郵政生命保険特別会計千百入金 10 27 
政府聡民共済特別会計預入金 6 2 5 18 21 25 政府臓民共済特別会計fi入金 。 20 
思給特別会計額入金 6 2 4 8 16 19 思給特別会計預入金 -2 15 
官吏義務儲金預入金 34 45 55 76 87 官~~護務儲金預入金 45 42 
漬江省地方焚 7 7 2 漬江省地方費 -5 -2 
倣産管理特別会計 5 。 敵産管理特別会計 5 -5 
特殊財産資金部 。 特殊財産資金都 。 。
興JJ:!合作社告余総金預金 130 59 興級合作社在宗総金預金 。 59 
国債整理基金特別会計預入金 25 国債整理基金特別会計傾入金 。 25 
仮受金 。。 。。 仮受金 。 。
未払利息 4 6 2 2 未払利息 -4 
貯金部収入金 2 貯金郷収入金 。 2 
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表11・6・d 満制国政府特殊及び~特係会社出資状況暦年比較表 単位百万聞
38年末 39年末 40年末 41年末 42年米 43年末 44年末 45年6月末
t潟支 225 225 225 225 225 225 225 225 
鉱工業関係 213 283 340 366 392 340 705 595 
交通過{J業関係 21 40 60 61 76 90 104 188 
開発関係 20 23 29 33 35 97 69 140 
合成保険関係 23 31 31 31 41 101 101 92 
農務林業関係 58 82 102 103 104 73 146 214 
物品分配関係 33 38 38 39 41 105 64 78 
文化及住吉関係 12 22 25 26 27 18 28 25 
其の他 47 





満業 。 。 。
鉱工業関係 127 52 203 
交通過{.i~関係 39 16 112 
開発関係 9 7 105 
金融保険|剥i系 8 10 51 
段畜林業関係 44 2 110 
物品分配関係 6 2 37 
文化及住宅l則{系 13 2 -2 
Jtの{也 。 。 47 
合計 245 91 664 
資料友1(6・dより作成.
表1I-7-a 金融合作社業況 各年末 単位百万四 表1I-7-c 興段合作社44年度貸出愚前期の残高額別 単位千四
年度 34 35 36 37 38 39 長期貸出 短期貸出
字上数 13 82 103 107 126 145 金額 比率 金額 比ヰ;
社員数(千人) 15.3 87.0 142.8 234.3 514.5 874.6 普通作物耕作資金 360.484 79.0 
t1綬耕作資金 29.154 6.4 
年度 34 35 36 37 38 39 野菜栽治資金 8.376 1.8 
出資金 0.2 0.5 0.8 1.2 2.0 3.5 果樹殺治資金 1.500 0.3 
政府貸下基本金 0.2 1.7 2.1 2.2 2.5 2.9 特用作物耕作資金 28.642 6.3 
借入金 1.4 6.3 7.3 12.4 23.4 57.3 員長耕地購入資金 3.152 21.4 1.851 0.4 
預金及定期積金 0.5 2.1 5.7 II.J 19.8 39.8 漁業資金 4.185 0.9 
(内社員預金) 。 0.1 0.2 0.4 1.3 3.8 家務購入資金 6.782 46.0 9.775 2.1 
合計 2.2 10.5 15.9 27.0 47.8 103.5 対興政会の貸出 715 4.8 1.241 0.3 
対村合作社の貸出 438 3.0 1.384 0.3 
年度 34 35 36 37 38 39 その他資金 3.624 24.6 10.067 2.2 
貸付金及割引手形 1.7 6.3 8.9 15.1 27.2 60.1 合計 14.756 100.0 456.423 100.0 
預け金・現金 0.4 35 5.4 8.3 15.0 26.6 




年度 40 41 42 43 44 45 
長期貸出 1.723 1.838 12.121 125.788 
% 0.83% 0.57% 2.59% 12.50% 
短期貸出 186.392 183.0∞ 204.889 319.594 456.423 880.882 
% 100.00% 100.00% 99.17% 99.43% 97.41% 87.50% 


























































































総計第1年度第2年度第3if- tlf 第 4年度第 5i手 I~
2，110 120 280 579 634 497 
463 64 30 73 157 139 
126 34 16 42 8 26 
2699 218 326 694 799 662 
403 29 152 85 137 
910 29 120 213 251 297 
404 45 110 85 164 
1.717 29 194 475 421 598 
1，148 72 145 229 366 336 
30 88 -26 37 -5 .64 
375 37 71 112 138 17 
1，553 197 190 378 499 289 
465 34 132 57 111 131 
318 36 51 106 69 55 
164 39 44 42 39 
946 70 222 207 222 225 
4，126 226 586 1.017 1，196 1 101 
1.720 217 175 429 472 427 
1.069 71 171 308 273 246 
6.915 514 932 1.754 1.941 1.774 




























総計抗 1年度第2年度飢:3"1~1.ll:.第 41:度第5"FI.l:. 
5，103 197 598 1.165 1.400 1，743 
4，126 226 586 1.017 1.196 1.101 
896 146 151 203 206 190 
1，720 217 175 429 472 427 
588 76 109 120 138 145 
1.069 71 171 308 273 246 
6.587 419 858 1.488 1.744 2.078 
6，915 514 932 1.754 1.941 1.774 
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flsI"l t1:.1 :R 交通過日 農街中本側妬 Li:: ~l! 主主計 爪法律除~~i
予定 1.183.273 548.118 423.437 20.131 2.174.959 
;I!納 1.128.340 489.851 346，447 23.970 1，988.608 1.942，740 
比本 95 89 82 119 91 
fi当'/Ir:1性体数 124 19 22 166 
(政府 ~Jr~) 4 4 9 
(2)偶必資金制述1t¥!峻別部門別内快'J<.
鉱~r~ 交通過日 成型密林関妬 氏当: 総計 if篠宮浜燈除:た績(註ー )
国内(1拠点州合む) 785.037 114.516 251.495 20，489 1.171.537 
同外(n本..:kJs) 343.303 375，335 94.952 3，481 817，071 




政附 (1則的 興銀(社債) 渦~(社債) J十















鉱工業 交通過は J;:l密林開拓 民生 総3十 m~Mt空除実績(註ー}
係金徴収 308，961 160，247 18.750 3.α)() 490.958 
~U夜 168.944 257 180 134.412 560.536 
m入金 331，622 2.573 105，302 20.970 460.467 
['J己資金 318，813 69.851 87，983 476，647 
総.n 1.128，340 489.851 346.447 23，970 1.988，608 1.942.740 
(4)所法資金使途別邸門別内訳淡
































二 、 1~lñ~4ltJ折ノ対満洲瓦}既u、込… 4 ，050千回
三 、 'rl!~ノ k・1111化払込…5.470í 聞
問、量t~ノ刻泌が<<ボーリング払込…4.9∞千四






部門 鉱工業 交通過信 S聖子野林側妬 民生 総B~ 筑波書目俊除~純(51ー)
予定 1.454.162 586.275 302，817 17，∞1 2.360.255 
ヌi繍 1.164.418 585，507 285.046 39.805 2.074.776 2，倒6，791
比~ 80 100 94 234 88 
期当司~;義体数 93 9 7 110 
(2)測述資金消述j也減目IH'ls門別内訳点
鉱工業 交通過信 J1l務林開U; 民生 総~I' õn綾富良鐙除~縦(n-.)
国内(関東州会む) 990.530 280.374 189.392 33.552 1.493，848 
凶外{日本、支Js) 173.888 305.133 95.654 6，253 580，928 




政府(国債) 興銀(社債) 満業(社債) 計 償還費目 先行絡主(仏込&m入) 総百十





















3716米 37ハ2末 38/6末 38/12末 39/6末 39/12末
有価証券 99 194 270 324 315 417 
内国債 45 117 145 200 193 286 
徐式 I 1 10 10 10 18 
その他(1) 44 66 115 114 112 113 
貸出 180 213 246 420 458 871 
政府 43 37 33 109 109 390 
同業者(2) 30 30 89 107 189 228 
(内満洲興銀) 18 159 
特殊会社(3) 16 33 69 54 124 





滋拓 46 64 
縫鍛 38 
満洲石油
満洲綿花 10 15 
国際連愉 2 2 
合計 68 124 
資料 南満洲鉄道調査部(19411.45・6頁より作成.





表lト9-b満洲中央銀行 1939年2月時1L大口貸出 単位百万四 1<11-9・c満洲中央銀行 大口貸出先 単位千間
公共団体 140.7 39/12 40/12 41112 42/12 43/8 
金融機関 101.7 政府 390 98 185 154 145 
紛出娠拠資金 40 公共同体 55 48 21 18 30 
金融公作社 17.9 .It!}jW 36 23 20 18 10 
金融会 2.5 その他 19 24 20 
満洲興銀 14.7 金融機関 228 434 371 377 1.149 
~天尚 E銀行 2.3 f}l!銀 139 326 252 260 522 
な天尚業銀行 1.1 iF.金 302 
営I111Ì1業銭~h 2.9 興出合{HI: 40 70 7.1 G.! '280 
-*拓 9.2 尚_[金倣合作社 5 
。 14 7 
中国 ・交通銀行 7.4 大興公司 17 19 18 4 6 
その他 3.6 その他 27 19 26 35 31 
商工段業者 1854 特殊会社 124 233 82 64 66 
満洲拓殖 54.3 満洲拓鮪(1) 64 53 33 26 32 
国際連給 17 政pi公社(2) 38 136 2 3 1 
満洲決宿高 3 満鉄 12 14 13 13 
大興公司 153 満洲綿花 15 19 18 12 3 
満洲綿花 8 満洲麻袋 5 
種子配給協会 14.1 満洲石口
。3 2 3 
鎚紡 10.4 満洲口業
。 2 2 
三井物産 36 その他 7 9 12 2 8 
特定資金 31.7 般 75 59 99 78 15 
その他 433 錨紡 17 19 19 20 
竺井物産 2 10 17 14 4 
資料 集団(19811.哀れ =三菱商事 2 3 
原資料満洲中銀「総分文行ぢ1金貸出 =泰産業 21 5 
一覧表J ( r中銀&.満酬~銀 ロロロ 4 7 
ニ附スル資料J) • 鈴木酪応 3 
1椅酬製糸 2 2 2 
その他 53 26 33 29 1 
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ぷlトlO-c 満洲興業銀行火fl貸出先 '1!.f¥L 13万U
42/3 42/6 43/3 43/6 43/9 43112 .14/3 14/6 4419 44112 満洲重工業 149 169 184 164 164 163 165 253 307 327 日満i商事 37 43 48 66 95 113 102 115 133 126 満洲房f(; 115 61 58 56 56 57 55 53 52 53 ぷ110-b 満洲興業銀行主要貸出金比較 単位千四 満洲林業. 69 37 49 40 33 
満洲鉱業1)>>発 15 15 14 15 23 51 64 68 76 91 貸出先 39112末 40112末 43/6* 43/9末 泌洲鴨緑江水電 40 35 33 35 35 25 35 26 28 23 特殊会社 満桝重工業 200.000 488.938 163.737 163.637 満洲若手応 13 12 
日満商事 3.477 23.924 66.063 95.161 満洲出産公社 31 15 28 19 1 59 71 83 47 287 満洲房産 57.680 95.483 56.128 56.471 満洲屯/;;*話 14 35 16 24 満洲林業 21.099 64.431 40.463 32.899 満洲屯々il物
1 満洲鉱業開発 3.445 10.873 14.725 22.621 満洲電業 5 42 27 52 75 109 18 70 f!}緑江水地 3.499 10.100 34.987 34.987 満洲生活必1信品 44 41 54 55 65 76 81 84 110 105 戯産公社 93 4.745 19.018 10.856 成徳鉱業
51 61 満洲電業 9.479 19.744 41.937 26.603 ¥'f;山炭日高 17 22 26 39 満洲生活必織品 13.980 52.602 54.665 64.叩7 満洲興業証券
20 24 26 満洲航空 1.380 1.380 錨淵紡絹(錨淵工業) 20 20 20 20 20 吉林人造石油 。 。 。 関-*沼酒~ 29 26 18 13 13 満洲屯気化学工業 4.500 5.0∞ .1}・ß'J~~~ 3 
満洲自動車製造 16.236 16.231 策総公司 10 1 10 10 10 
ヨド天造兵所 6.918 8.606 満洲紙業統制協会
19 27 満洲口口口口口 。 4.514 繊維聯合会(満洲繊維公社) 9 13 17 1 25 51 昭和盟鋼所 5.914 1.518 満洲豆符パルプ 1 12 1 1 12 14 18 満洲合成燃料 。 。 i均洲電化
18 40 その他 61.307 73.903 満洲大豆化学
14 25 (小計) 374.059 844.744 526.671 545.391 満洲林産化学
12 18 tVl特殊会社 泌洲畜産 1.648 3.662 。12.701 国際運紛
47 87 満洲枠蚕 6.130 9.572 5.398 6.196 満洲m気化学 14 
*山炭繊 。 9.105 問手~J 白!lìIJJ lr 17 16 
満洲豆科パルプ 11.582 11.395 満洲自動車型造 16 16 16 16 16 17 16 15 満洲工作機械 1.500 1.500 満洲工廠
29 28 満洲薬煙I立 1.760 6.175 3.326 7.262 満洲興拓 i3 13 13 12 12 12 29 33 本決糊煤鉄 31.501 41.351 51.675 65.847 三和l興業 1 13 12 12 12 15 16 16 その他 6.611 6.976 奉天造兵所 13 7 12 12 (小計) 47.650 67.736 73.481 114.006 満SKモ織
19 特殊鍛特殊会社，l十 421.709 912.480 600.152 659.397 満洲住友金属 10 8 1 13 15 18 20 20 その他 368.664 382.094 772.830 841.366 満洲飛行線製造
16 25 合，f十 790.373 1.294.574 1.372.982 1.500.763 満洲m線
1 13 議洲製結 1 9 
阪n 興銀ノ対満業貸山金ヲいl社社債ヘ振付タル傾 昭和l型鋼所 。 6 ~~仔決済年月日 振替金額千四 本渓糊煤鉄 12 28 29 52 66 82 114 
成徳8112120 460.000 満洲担鉄(元本洩湖燦鉄分) 109 119 124 9/12110 60.000 本部tNl洋灰 1 13 14 17 15 12 12 14 14 16 10/6/28 20.000 満洲開発 1 1 
10/6128 120.0∞ 満洲Jj，{業 14 17 
10/9/30 110.000 吉林人造石油 15 15 
ノE、~，lt 770.000 その他 503 477 688 721 812 1.056 1.113 1.llS 991 1.226 


























































































































































































88 16.4 550 35.5 
95 177 400 25.8 






























































































































21.770 15.884 237.431 
















新京 稔ヲミ B合爾浜 常口
特殊l畿術関係 34.115 5.782 1.284 1.375 42.556 
円本大筒祉関係 8.686 46.691 719 2.893 58.989 
洋fJ防関係 451 13.867 8.222 400 22.940 
!!み役l喝行関係 2.17 ;>1 ?1~ 16 IS nr.9 
満洲・般会社|則係 5.495 35.390 34.569 3.798 79.252 
地l崎商人|剥係 329 3.192 3.109 880 7.510 
滋系|対係 810 1 707 12.991 543 16.051 
~ 41 1.103 1.902 54 3.100 





貸出にして大口のもの次の如し 臼満商事930万 生必740万 織崎将
240万 麻袋390万等
(2)河本大商社関係三井 二三菱 大fr 鎖紡以下日本大商社の支応又
は:ltの保証による子会社に対する貸出にして特に大口と回すへきも
の次の旬し三井650万三益機器490万等





















































lり幣公的 32年 33f手 34年 35f手 36年 37年 38年 39年 40年 41年 42句i
43fl~ 




残l~~jm減 51 8 30 106 150 106 537 220 5.16 367 
発行銭高 51 55 63 93 198 348 454 992 1.212 1.757 2.12.1 
U本田公{此 32年 33i手 34年 35年 36年 37年 38年 39年 40年 41 f. 42{f. 43f. 
発行額 35 10 60 60 45 50 200 200 220 115 20 
償還額 。 。 。 2 4 6 9 1 2 2 3 5 
残高増減 35 。 10 58 56 39 41 189 198 218 112 15 
発行残高 35 34 44 102 158 197 238 427 624 842 954 969 
資料槻承!頃い9481.54頁.
t<U-13・b 歴年公依発行政償還統計友 単位百万四
第IJOI 第2JOI ~3JOI 第4J羽 第5)01 
[i!l幣公的 32-33 34-37 38-40 41-42 43・45 合計
発行額 51 147 793 776 1.258 3.025 
償還額 10 47 57 
残高削減 51 147 793 766 1.211 2.968 
lJ本側公的 32-33 31・37 38-40 41-42 43・45 合計
'jt行初 35 175 1"0 335 35 1030 
償迎額 12 23 6 45 86 
銭高削減 34 163 428 329 1ー0 944 
資料 lW-13aよりft-l&o
1<1・13・c 満制国国債1受売却状況表 単位百万四
年次 満中銀づl受額 先出額 交付或 純購入額 満中銀
A 合計 貯金部 金融綴関その他 買入額 B A+B 保有残高
1933 36.484 36.484 36.484 36.484 
1934 12.754 12.754 12.754 49.238 
1935 1.144 1.120 24 1.342 198 198 49.436 
1936 30.000 9.386 8.200 1.186 996 -8.390 21.610 71.046 
1937 100.000 49.252 47.800 1.452 179 -49.073 50.927 121.973 
小計 130.000 59.782 。57.120 2.662 15.271 -44.511 85.489 
1938 150.000 94.299 88.400 5.899 30.763 -63.536 86.464 208.437 
1939 100.0∞ 11.567 6.442 5.125 1.165 -10.402 89.598 298.035 
1940 505.000 109.933 74.000 19.984 15.949 3.515 -106.418 398.582 696.617 
小計 755.000 215.799 74.000 114.826 26.973 35.443 -180.356 574.644 
1941 230.000 64.214 25.∞o 17.809 21.405 5.633 -58.581 171.419 868.036 
1942 415.000 220.563 77.700 91.215 51.648 21.904 -198.659 216.341 1.084.377 
小計 645.000 284.777 102.700 109.024 73.053 27.537 -257.240 387.760 
1943 345.0∞ 438.814 190.000 163.299 85.515 24.723 -414.091 -69.091 1.015.286 
1944 472.000 815.034 440.000 294.819 80.215 10.335 -804.699 -332.699 682.587 
1945/1・5 398.155 268.410 71.895 57.850 146.530 -251.625 -251.625 430.962 
1945/6-8.15 380.000 。 。380.0∞ 810.962 
小計 1.197.000 1.652.003 898.410 530.013 223.580 181.588 1ー.470.415 -273.415 
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安"・16・a 副館別傾金低金銭高2<. 194 416130~ ([ 口数千1.1・金額!II.{立百万凶
fl金 借入
[J数 金額 % 口敏
7.393.776 756.667 34 1 16.9 2.582.680 
1.700.862 1.432.226 64.5 32.0 108.354 
24713 15.871 0.7 0.4 447 
59 1.255 0.1 0.0 
44 1.045 0.0 0.0 



























2.221.71 100.0 49.6 
839.519 37.8 18.7 
0.0 
0.0 
341.870 15.4 7.6 
248.468 11.2 55 
669.635 30.1 14.9 
122.304 5.5 2.7 
2.221.796 100.0 49.6 
38.021 0.8 
4.481.529 100.0 








































































~<11 ・ 16 ・ t 同時別 ffi金貸金残高1<(満洲中銀) 1944112131現在 単位千凶
fi金 借入





















793.522 22.8 11.6 
304.725 8.8 4.5 
898.697 25.9 13.2 
155.983 4.5 2.3 





































































































230.411 14.9 1.1.1 
674.057 43.6 41 3 
5.092 0.3 0.3 
1.343 0.1 0.1 
2.420 0.2 01 
















































































































































15.378 5.1 1.1 
148.715 49.6 11.1 
299.967 100.0 22.4 
1.342.377 100.0 
96 7138 0.1 
2.1 . 5.592.515 94.7 
7 59.794 1.0 
5 95 00 
7 235 0.0 








































































































&11・16・e 国籍別問金貸金残高表(国内普通銀行) 1944112131現任 単位千四
b'i令 市入























































































































ぷ1-16・h 国Jlli別限金貸金残尚表(!Wl浪合作社中央会) 1944/12131現在 単位千四
制金 借入
























342.553 44.2 43.0 
432.508 55.8 54.2 








25.122 69.6 25.3 
10.530 29.2 10.6 
466 1.3 0.5 
36.118 100.0 36.4 
24.649 39.0 24.8 










































表1・16・k 国鰭日IJ預金貸出残高表(中国銀行) 1944112131現住 単位下問
頒金 借入



































































588.712 100 90 
41.363 63.8 6.3 
3.461 5.3 0.5 
1.532 2.4 0.2 
18.442 28.5 2.8 


































208.082 60.1 24.0 
138.156 39.9 15.9 
172 0.0 0.0 
3 0.0 0.0 
0.0 
12 0.0 0.0 
346.425 100.0 40 
214.506 43.7 24.7 
119.464 24.4 13.8 
38.961 7.9 4.5 
63.256 12.9 7.3 
54.184 11.0 6.3 





546.637 淡1-16・l 国籍別預金貸出残高表(無尽会社) 1944112131現在 単位千四
預金 借入
口数 金額 % 口数
日本国人(含朝鮮人) 8.634 24.613 97 96.8 3.923 
満洲国人 1.010 785 3 3.1 3.356 









224.186 100 99 
38 1.095 45.2 0.5 
1.330 54.8 0.6 














102 2 1.7 
4.768 95 79.1 
56 1 0.9 
o 0 0.9 
4 0 0.1 
106 2 1.8 








表1-16・m 国第別預金貸出残高表(大同公司) 1944112/31現在 単位千四
預金 借入
























































3.462 90 52.0 





199 5 3.0 
3.811 100 58 
2810 42.2 








o 0.0 15 
36.329 100 16 
278 25 1 
846 75 0.4 


































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 、 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
?





? ? ? ?















































32~33 34~37 38~40 
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2.374 3.183 4.315 
642 940 933 
840 981 1.150 
335 
304 462 826 
99 117 153 




























? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???
??????
????? ?? ? ?























818 1.103 1.261 
553 
272 299 296 
405 576 658 104 



















47 92 96 






















































































































? ? ? ?



































































































































? ? ? ? ? ?
849 1.215 1.540 1.642 
5 0 0 
116 146 211 254 












































































.25 ・24 3 
.51 ・65 .99 
o .2 .1 












20 20 20 28 
33 4 5 7 8 13 
774 1.205 2.398 3.343 3.297 3.914 7.141 15.521 21.452 
.4 .7 .20 
・3 .5 .5 


























































































































































60 88 129 198 
-5 .7 -8 -3 











































































-151 ・168 -53 
4 6 1 
26 43 72 
-208 -251 .188 
4 3 4 
5 I 0 
2 4 6 
24 29 47 





































































































受取勘定 長手段 1933 1934 1935 1936 1937 34""37 
貿向易・受{織取出超)過 210 219 217 286 322 1.044 
-130 -190 -239 -249 -345 -1.023 
貿易経外常務 458 421 595 716 748 2.480 
134 101 142 172 221 636 
利子及配当 I 5 8 8 10 31 
事業 ・労務利縫 。。 2 
t毎週・保健 12 14 21 20 30 85 
旅行者消費 10 12 18 22 23 75 
政府経費 98 67 91 117 151 426 
(政府経費 ・8託行者消貨計) 108 79 109 139 174 501 
其他 3 3 4 4 7 18 
臨時都 324 320 453 544 527 1.844 
対外投資 292 283 400 477 468 1.628 
対外投資回収 33 37 53 66 59 215 
災他
!日l受取超過 142 256 372 225 329 1.182 
貿同受易及取超貿過易外計 668 640 812 1.002 1.070 3.524 
1 66 133 2ー4 1ー6 159 
支払刷定 年度 1933 1934 1935 1936 1937 34~37 
貿易(敏人) 340 409 457 535 666 2.067 
貿易経外常部 317 165 222 491 420 1.298 
105 109 139 200 234 682 
利子及配当 55 54 75 88 104 321 
事業 ・労務利益 21 23 27 28 30 108 
海運 ・保健 12 14 16 21 25 76 
旅行者消費 I1 12 13 28 27 80 
政府経費 2 2 2 7 
(政府経費・ 旅行者消費計) 12 13 15 30 29 87 
其{也 5 6 5 34 46 91 
臨時部 212 56 83 291 186 616 
対外投資 40 50 66 57 98 271 
対外投資回収 172 6 18 234 88 346 
其他
n坊決)，1紡外計 657 574 678 1.026 1.086 3.364 
.. -ー・貸料山本[199忌I.~父ム
表1・21 日本満洲îIi~ .tt!位百万閲
年 -JVl 同II~金送金 正金貸上 合計
39・上 211 211 
ド 319 319 
40・上 258 258 
ド 123 423 
41'上 379 379 
ド 744 744 
42・上 579 579 
ド 763 763 
43'上 713 713 
下 1.079 1.079 
44'上 998 998 
下 479 600 1.079 
45.上 1.500 1.5∞ 
下 1.300 1.3∞ 




1938 1939 1940 38""40 1941 
417 521 469 1.407 485 
-577・1.019・1.391 -2.987 -1.024 
1.208 2.049 2.380 5.637 3.024 
393 541 895 1.829 1.429 
8 9 1I 28 13 
25 44 47 116 27 
64 62 60 186 61 
80 80 63 
697 697 1.265 
291 418 777 1.486 1.328 
5 7 12 
815 1.508 1.485 3.808 1.595 
727 1.447 1.448 3.622 1.562 
88 61 25 174 14 
I I 19 
556 1.205 1.140 2.901 1.621 
1.625 2.570 2.848 7.043 3.509 
2ー1 185 -251 -87 597 
1938 1939 1940 38""40 1941 
993 1.541 1.860 4.394 1.509 
652 844 1.240 2.736 1.403 
344 516 889 1.749 1.041 
151 207 255 613 301 
66 101 394 561 104 
41 45 49 135 57 
144 144 123 
47 47 457 
47 134 191 372 580 
40 30 70 
308 328 351 987 362 
92 169 169 430 101 
215 159 152 526 206 
30 30 55 
1.645 2.385 3.100 7.130 2.912 
1942 41""42 1943 
593 1.078 694 
-933 1ー.957 -818 
2.766 5.790 2.781 
1.613 3.042 2.029 
6 19 2 
81 108 77 
12 73 1 
65 128 90 
1.445 2.710 1.842 
1.510 2.838 1.932 
3 3 6 
1.153 2.748 752 
1.046 2.608 699 
107 121 54 
19 
1.421 3.042 1.270 
3.359 6.868 3.474 
488 1.085 453 
1942 41""42 1943 
1.526 3.035 1.511 
1.345 2.748 1.511 
1.180 2.221 1.238 
157 458 142 
144 248 168 
29 86 30 
168 291 213 
666 1.123 671 
834 1.414 884 
16 16 14 
164 526 273 
68 169 131 
97 303 142 
55 












































































'l<1l 22 1940iJ!6月時点総合貸出対照次 単位百万四 .&11 23 19451'6月時点総合rtlr対照ぷ '11.位百万lAl
政府投資 貯金fl 満洲中鋭 泌洲興銀 百十
1足 特別会計
特殊tl'特 投資 668 36 8 12 724 
政府投資 貯金部 満洲"t鋭 満洲J(!鋭 例l政金w :?t 
1~ 1] 特別会計
殊会社 補給金 40 40 
社債 10 41 51 
貸付金 10 145 603 758 
特殊削特 投資 1.277 75 10 43 7 1.412 
殊会~I: ~Ij給金 328 328 
社債 87 302 2.701 342 3.432 mり金 -126 一126 貸付金 5 163 2.015 1.536 3.719 
.1t 708 56 194 489 1.447 
政府 貸付金 73 340 413 
fiり金 -5 -341 4ー2 ー388
J十 1.605 167 470 4.418 1.843 8.503 mけ金 69 6 8 83 政府 貸付金 244 244 
所有内凶公{伐 67 254 83 404 mけ~ 33 33 
借入金 153 -8 65 -226 所イi内IJil公的 1.034 377 126 100 1.637 
預り金 -135 -135 I:~入金 -229 -229 
.1十 -11 73 451 26 539 Jfiり金 ー25 ー184 .89 -298 
公共団体 貸付金 25 32 27 47 131 ，H 。1.042 437 -192 100 1.387 
lJlり金 -134 -23 -157 公共同体 貸付金 85 20 422 527 
，n 25 32 -107 24 -26 'fiり金 ー264 -208 -233 -705 
内1!iJ銀行 投資 。 。-179 ー188 。 189 -1 78
貸付金 272 272 内国銀行 投資 。
1ftり金 -12 -51 -63 貸付金 5.372 5.372 
?員け金 38 2 40 頼り金 -677 -130 -807 
借入金 -259 -259 fiけ金 290 .67 357 
.H 。 。 298 -308 -10 借入金 -3.516 -1.839 -5.355 
一般 貸付金 232 362 594 。 。4.985 -3.449 ー1.970 -433 
fIiり金 ・債券 -158 -171 -420 -749 般ー 貸付金 1.589 442 2.032 
.1十 。ー158 61 58 -155 預り金 ・債券 -1.038 -1 1 -1.925 -549 -3.523 
その他 不動庄 19 12 31 J~ 。-1.038 -10 3ー36 -107 1.491 
現金地金外貨 14 8 22 その他 貸付金 1.677 1.677 
{也J.li -33 13 -52 預金 -92 -33 -125 
その{也 18 18 動産不動lE 16 .17 37 70 
18 。 。 19 現金地金外貨 。 -39 51 90 
対内!H氏 資本助il: 76 3 -49 21 -149 i也民 103 .-38 2 62 
その他負債項目 -74 15 -89 その他 4 41 22 390 457 
J十 -76 -3 -123 36 -238 JI・ 。 4 1.745 40 443 2.231 
紙幣&. 紙幣 -632 -632 対内負債 資本勘定 -5 8 -152 ヘ125 69 3ー42
1"'1 Llilf(i 内i同公債 -410 -410 その他負債項U -4 -52 -86 -429 -571 
外l叫公的 8 -8 J~ -5 4 ー203 -211 -498 -913 
-410 。 -632 8 ー1.050 紙幣及 紙幣 -7.709 7.709 
111主的 fl1'{公債 -254 -254 内国債 内向公債 -1.100 1.100 
日貨社附 59 59 外I同公{此 。
資本金 5 15 3十 -1.100 。-7.709 。 。-8.809 
lit入金 -1 58 158 円貨償 日貨公Ut -500 -500 
所イifl本公債 113 8 121 日貨社債 -202 2ー02
，i~ -254 。 45 66 -365 資本金 -1 5 -15 
外凶銀行 日系銀行 58 -59 借入金 -2.891 55 -2.946 
聞界銀 -100 100 所イi日本公的 704 2 706 
治労:1銀行 4 4 -500 。-2.187 -270 。-2.957 
外銀 6 -6 外国銀行 日系銀行 2.660 2.660 。 。 -97 64 -161 戦銀 。
総3r 。 。 。 。 。 家煩銀行 。
外銀 。
資料 l精泌洲鉄道事(rJ;C文字j:訓1:宅11941.第3炎より作成. J~ 。 。2.660 。 0 ・2.6ω


























第lJOI 第2期 第3期 第4期 段終J~I
38/5 38/11 39/5 39/11 40/5 40/11 41/5 41/11 42/5 42111 43/5 43111 44/5 44111 45/5 
430 515 651 840 1.033 1.228 1.251 1.215 1255 1.335 1.735 1735 1.892 1.916 2.033 
35 61 65 120 188 217 408 514 456 497 437 629 695 1.343 2.141 
169 169 167 
49 69 87 89 94 92 107 83 153 
i69 169 169 169 169 169 169 
1.966 2.090 2.435 2.625 3.032 3.679 4.664 
226 202 244 301 371 417 334 
???? ?? ? ? ?? ?
?? ?
97 50 58 65 

















39/5 39/11 40/5 40/11 
30 130 170 210 
190 369 479 664 
13 13 64 64 
4 544 







4215 42ハ1 43/5 43111 44/5 44/11 45/5 
903 966 1.089 1.424 1.774 2.273 2.672 
196 240 319 293 353 522 1.131 
30 34 174 53 49 15 1 
18 27 26 24 24 35 24 








77 91 104 112 122 136 144 146 152 156 157 160 161 
764 1.057 1.272 1.504 1.724 1.798 1.966 2.090 2.435 2.625 3.032 3.679 4.664 
226 202 244 301 371 417 334 
38/1 39/5 39111 
250 384 638 
247 374 572 
310 66 
325 331 322 
267 276 268 
58 55 54 
40/5 40/11 4115 41111 4215 42/11 43/5 43111 44/5 44111 45/5 
902 1.123 1.358 1.498 1.609 1.782 2.155 2.364 2.587 3.258 4.175 
766 954 994 1.027 1.177 1.286 1.717 1.735 1.892 1.916 2.033 
136 170 364 471 433 495 437 629 695 1.3432.141 
320 319 298 231 101 51 17 
267 271 251 188 78 49 17 




~III-1 ・b 満洲重工業開発貸借対照l~m減表 単位百万四 表11・1・c 満洲重工業開発貸借対照友m減表 単位丙万四









221 601 84 580 118 
29 343 89 846 798 
第l期第2.101 第3.101
38下 39上 39下 40上 40F 41上 41下 42上
85 136 190 193 195 23 ・36 40 
25 4 55 68 29 190 106 -58 
第4)締 結終期
42下 43上 43下 44上 44F 45上
81 399 0 157 23 118 
41 ・59 191 66 648 798 



















-55 19 48 -46 7 7 
・53
55 105 293 215 232 220 
-2 15 -24 70 16 3ー7
-53 
160 19o 407 647 985 
57 70 46 -84 
169 -2 
24 -6 70 
169 
366 1.590 985 
202 215 -84 
第1.101第2.101第3期第4.101劫終期
30 310 626 1.307 399 
109 563 -512 282 609 
13 41 -20 ・19 ・14
・13 1 23 7 -10 
38下 39上 39下 40上 40下 41上 41下 42上 42下 43上 43下村上 44下 45上
30 100 40 40 130 60 503 63 123 335 350 499 399 
36 73 179 110 185 89 5 -561 44 78 -25 60 169 609 
24 ・1 0 52 0 ・10 -5 ・19 4 140 -121 -4 -34 -14 
・1 -2 1 0 0 1 1 2 9 ・1 ・2 0 10 ・10
225 
615 14 14 7 1 14 8 3 5 
55 105 293 215 232 220 74 168 123 345 
226 -24 42 
225 
4222 
19o 407 647 985 
57 70 46 -84 
21 45 24 13 2 
160 960 366 1.590 985 
202 215 -84 
38下 39上 39下 40上 40下 41上 41下 42上 42下 43上 43下 44上 H下 4S上
134254263222234140111172 373209223671916 
127 198 193 188 40 33 150 110 431 18 157 23 118 
756 70 34 194 108 -39 63 -58 191 66 648 798 
6 9 -2 ・1 ・21 ・67 ・129 -51 -33 -17 
9 -9 ・1 4 -17 -66 ・110 -29 -32 -17 
・3 ・1 ・1 -5 ・4 ・1 ・19 -22 -1 
第 1M 第2期第3期第4期 Ja終期
973 424 1.477 916 
620 292 629 118 
354 131 848 798 








42/5 4211 43/5 4311 44/5 4411 45/5 
169 169 169 169 169 169 169 
1.255 1.335 1.735 1.735 1.892 1.916 2.033 
7 6 6 7 8 8 1
456 497 437 629 695 1.343 2.141 
169 169 167 
34 43 44 









































































































39/5 391 1 40/5 40/1 41/5 41/1 42/5 42111 43/5 4311 1 44/5 44/1 45/5 
30 130 170 210 340 400 903 966 1.089 1.424 1.774 2.273 2.672 
190 369 479 664 753 757 196 240 319 293 353 522 1.131 
13 13 64 64 54 49 30 34 174 53 49 15 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 
1 2 3 3 3 5 1 17 14 10 9 1 7 
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? ? ? ?
? ?
， ， 、 ? ， 、
?
単位百万冊
費¥1則 首~ 2期 気:1朔 ;s4則 lft終1044/11. 431ι 
38F 39上 39下 40上 40下 41.1: 41下 42上 42下 43上 43下 44上 44下 45上 45/8 4518 
湖洲興鉄{例:) 503 .28 41 
{係)昭和割鋼所 25 25 25 25 1∞ .283 
東辺道開発{線) 7 7 29 22 28 23 10 14 .139 
(例，)本ili制t量鉄公司 40 40 .80 
本f克1制符鉱鉄鋼(鉱) 10 
満洲炭鉱(腕;) 16 46 ω 56 75 .199 。 2ー
阜新炭鉱(線} 155 。 22 22 22 22 
宣車問炭鉱(鉱} 98 。 24 24 24 24 
西安後鉱(線} 59 。 1 
釜山総鉱(腕:) 50 13 13 13 13 
~tJIIWl鉱 (併:) 46 。.46 
M座決鉱(綜} 13 。 13 
i費減自足)1;(綜} 7 7 24 7 
営滅子炭鉱(線) 6 。
E・0炭鉱{除) 15 
織票炭鉱{係) 7 3 
制炭坑木{係) 5 5 
副司掛i石炭工業{線) 3 
満洲事正金属~;量(悦;) 6 6 13 30 59 
制静H1f~シ?b(係) 15 
'PJ駐車宅金属{係) 13 13 13 
満洲量豊土鉱業
制掛1縫合金工業(除} 6 
満洲鉱山{係) 13 13 13 30 20 25 25 
満洲鉛鉱{綜) 18 8 51 .7 






満洲飛行機興逸(鉱} 5 5 10 20 20 20 10 10 25 5( 50 
制洲白動車製造(隊} 25 25 25 
同和自動車工業{際) 2 1 1 .25 
糊洲Jflll(傍:) 42 .3 6 
渦洲工作II~(鉱} 19 。 。 。 。 。
満洲ボーリング(妹}













。 。 .5 
満洲事電気 } 
満州関係合計 73 127 198 193 188 40 33 150 110 431 18 157 -3 Ilf 44 21 
尚洲~鎖 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 27 
日f.汽船(鉱) 24 [ 
日本鉱業(株) 12 .2 。 。 -6 -10 -27 .32 .17 
(腕:)臼立製作所 。 7 7 3 17 .10 .26 40 
BK化学工業(除} 。 。 。 。-15 。 .6 .42 
8本水.8:(1*) 。 。 15 。 。 .6 .6 .18 
fjB:白血hl恒(悦:) 。 。 。 。 。 。.14 。
日本8lJS 111 (1*) 。 。 6 
臼Ifl亀林工業(1*) 8 .2 。 。 .5 。
日立tItカ(妹) 。 。 。 。 .3 。 。
中央土木{紙) 。 。 。
自4'ilt脂(1*)
{鉱}日1f:
日本関係合計 12 8 7 4 .17 .66 110 .29 .32 .17 。 24 
日本I理由 。 .2 。 。 。 。 。 。 .3 3 。.24 
公IU正・ 。 。 。 。 3 。 .3 。 。 。 。 。 。
その他 。 。 -2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 
有価証券f骨減合計 85 136 189 193 195 23 36 40 81 399 。157 23 I1 






1(11・3a ..洲重工張問Jt 貸付金擁~妓高 単位百万個
調~ 1 M 買~2M 1'!3則 郷4M
38，15 38111 39/5 39/11 4015 40111 4115 41111 4215 
42111 4315 43111 
蝿ーS刊Ie鉱(t:l、}
{綜}昭拘Ie鯛同時 10 40 51 
70 98 155 
.:辺iII開発(t:I.) 6 1 7 
7 23 26 37 56 
(t:I.)~I.MØ鉄公開 54 S4 75 I∞ 43 ‘8 48 
~i貫糊純除鉄鋼(t:I.)





















備制鉱山{綜} 14 1I 25 25 











.-ot飛行償興jfi(瓜} 10 12 6 6 17 1 1 1 
崎ーd司自量hll'Us(t:;.) 9 17 
2 B 




















a局側関係合計 62 132 166 366 476 435 ぬ9 464 
画調洲，;，.1 3 2 




















54 53 48 44 43 43 43 41 
壬のkl
貸付金合計 62 132 166 366 476 
43s 鈎9 464 
貸付金>>制 58 58 57 51 41 38 




1(111 3 b 満州if工護側充 貸付金増b( !d位百万rlI:
~.冬期 言1IJQ1 冒12期 割 :IJQI 冒，.，JQI .U~ JQ! 
H危 44111 4S/5 4518 
1.280 
38下 391: 39下 40上 ‘0下 411: ‘tド 12土 42ド 43上 43l' H!' 44ド tS L 43/5・4518
a調州J鉄{旅} 1.2ω 
(1.)町HIIJJ問所 10 前1 1 初 21也 56 .155 
嘩!ilJ必問先(t'l.) 6 s .4 16 2 12 11 .56 
(tl.)+i提t鯛IJ骸公明 54 22 2S 。57 s .48 
みf買I制約係鉄鋼{篠} 3 
49 。埼洲綴t:;(綜} ;ー 13 23 13 118 31 .17 8 一1鈎 19 
61 li¥l!ilJll:(綜} 3 58 
81 u同級怠(鉱} 2 79 
8 l!i'lef.足鉱{綜} 7 
省LlIJlt!;(鉱} 34 33 
18 jtMf.時鉱(依} 16 
8 ILJ時総量~(締:) 3 2 
6 i買械炭鉱(綜} 4 2 .2 
19 常総向調舷{依) 4 15 
7 ~(f品t鉱(鉱} 5 2 
12 F何'同級鉱(係} 12 
51 満悦lil木(係} 51 
6 渦掛!l3~貫工業{鉱) 6 
37 満掛{純金h‘~ifI(係} 13 .1 14 13 6 4 3 9 .14 
35 満洲1f*シゥι{綜} 35 
163 'leJ1(t1金属{綜) 163 
22 事蝿掛1"上量!. 22 
20 満洲崎合金工集{篠} 20 
271 調6i!佐山(綜} 14 但3 .3 18 3 .18 2&6 
調dtfllr.(傍;) 9 7 15 
E埼dtf将軍L鉄鉱{綜} s 1 15 -30 
54 満州金量: 51 
21 t何織{ヒ良工蔓{紘} 21 
.k~豊{ヒ"'f.工業{綜} 。
s 1高級工業{綜} 2 7 
IIIlI火fi工.(1:主} 。
103 111 6i!飛行Il~ifí(総} 10 2 6 10 .6 92 
36 16i!0 .".lIifi(録} 9 s 1ー6 6 28 
同拘臼動車工業{味} 10 .10 
62 IIdtfJlIl(鉱} 62 
55 前dtf工作III嘘{隊} s 5 11 
満dtfポーリング{篠} 。
301 (t;.)満洲ヱ廠 30 













2.535 E肩dtf関係貸付金t曹dl合計 7 55 69 35 E∞ 110 イl 74 .46 。 。 。 c c 2.071 




BR:化学工業{綜} .7 .2 







(t;) 86 .7 .13 
日本関係貸付金IIb盛合計 。 。 。 。 。 。 .19 22 。 。 。 。
【f 
日ふi'UI .3 .4 4 。 。 。 。 。
公fUI・
その他
貸付金t胃滋合計 7 55 69 35 2∞ 110 .ω 52 .46 。 。 。 ( [
貸付金1t!/'.o(?，I額 3 。 .5 10 .3 2 .11 .14 。 。 。
資料 尚dtf~車工業側~各問営来線倍.及びlWI6より作成.




1'(11-3 c 証明洲.工業開発 貸付金.ltlTi 単位百万即 1<11 4 a 満州政工察側発 俗資1I1i:"高 1¥(生百万w
第1)明書~ 2M 貫~3M ;s4期 11ft終期 ;sIM 胃~<! M 第五期 買14糊 1ft悦朗-崎洲~依{伺よ) 1.280 38/5 38111 39/5 39111 4015 40111 41/5 ‘11 42/5 4VII 43/5 43/11 44IS 44/11 4νs 4Y8 {徐)IIB卯蟹綱同時 40 59 98 尚洲興鉄{綜} 1.755 lI!辺道開発(鉱} 7 30 .37 {綜}附11潤鋼所 133 158 183 193 223 234 254 282 338 {供}本波情1:J鉄公開 75 .27 .48 東辺ilil綱~(IIt.) 14 48 75 99 122 149 165 176 195 .j.~""持続I鉄鋼{線} 3 (録}本I買糊煤鍛公冒1 40 94 94 115 140 123 128 128 -崎洲倹11;(線) 167 6 .131 本渓j制t.t際鉄鋼(係} 13 1).肝炭鉱{侠} 61 制洲f，)!鉱(徐) 116 189 268 356 474 505 488 480 3∞ 149 ..問炭鉱(際} 81 0.1括主将鉱(銃) 158 281 F可安炭鉱(徐) s 鶴岡I，)I~(徐) 101 251 ~山S質量t(綜} 34 .33 価安保~(除} ω 78 北東炭鉱(係} 18 I+i山総鉱{隊) 50 97 109 101 ILJ匪線量.(侠} 3 6 ~tJH昆鉱(掠) 47 18 f買械t時鉱(続，) 6 。 礼貨車超低{篠} 13 13 15 17 33 常総子決鉱(e:;.) 19 波誠伐鉱(隊} 1 19 42 50 "o炭鉱{綜} 7 1雪純子銀鉱{依} 10 26 1伺11炭鉱{線} 12 "lJ静t ・~(悌:) ぬ 22 .lU足抗4、{係) 51 I制1Ilf，)!鉱(線} 22 
湖掛{石倹工集(臥) 6 満後続本{綜} 5 61 
ilQl1!i健金属型建泡{徐} 29 13 .5 満洲石炭工業{保) 3 1 
..efi7'・4シ1)&(除} 35 満洲事E金属製造(線} 37 62 ω 94 107 113 118 120 129 174 
安束事E金属{鉱} 163 画蝿掛t7f事シqι(倒、) 50 
銅剣11よ量~~ 22 'i<J担純金風{係) 188 
満洲僚会金工~(除} 2Q 園町miWよ鉱策 22 
首崎測量Z山{隊) 25 21 266 満洲縫合金工業(係) 26 
.dit鉛k(鉱} 9 .9 満洲鉱山{係} 38 64 91 107 125 150 172 154 154 421 満dit純n鉄量~(臥} 15 .15 満洲鉛ti:(依} 26 33 
前dit金鉱 54 満洲特妹鉄鉱(徐) 14 45 ω 
南俗化成工.(tI;) 21 園高洲金鉱 54 
.k後{ヒ"t工業{係) l帽満化成工業(1;¥) 21 
川俊工業{除} 6 太俊化学工業{初、) 3 
満洲火事E工業{隊) 1高段工業{綜} 3 5 13 
純抑1飛行自直創造{除} 6 5 92 満洲火娘工業(線} 。
尚掛l自動車製造{係} 2 34 測洲飛行慣製造(際} 10 30 52 “ 8G 97 101 111 11 278 I司利自動車工業(併;) 10 。 .10 湖掛in動車製泡(係} 25 25 25 25 25 34 42 52 58 111 .-4刊lfl畳(!牢} 62 同和自動車工業{嫁) 4 15 25 36 36 10 10 10 10 。
悦洲エf1t1餓{飾、) 8 46 訓話fl.tI(係} 42 39 45 ‘s 45 45 107 ~ditポーリング{綜) 満洲工作機~(線) 28 33 71 
(昧}満ditエ.fIl 30 尚洲ポーリング{係}
h島如鉱山(除} 4 {係}測dH工廠 42 











由理dit電気修理{際l 満洲It金{綜} 5 
尚洲関係合計 359 143 2.025 織掛i電気修E唱(悦)
S高milJ飯 満洲関係合計 381 635 8ゆ7 1.120 1.3ω 1.503 1.612 1.796 2.181 4，467 
rJAi'¥紛(依) ‘縄洲~領 3 4 4 4 2 5 3 14 26 
n本量H~(憐} ロ互i!i'{~l(除}
(綜}目立製作所 日本1::礎(係} 94 92 91 91 91 85 76 49 17 
1Il'l:1ヒヤ工業{悦} .9 (綜)目立製作所 49 56 59 76 66 ‘。 。 。 。
[J本水I{(際} .8 臼8i化学工農(1*) 63 63 63 48 48 42 7 9 9 
IlK自動1[(鉱) 日本水1f(除} 44 30 30 30 24 18 6 8 -8 
臼 ~KJ黛縄線(t1.) 日産自動$(腕;) 15 15 15 15 15 。 。
08:.林ヱ集{隊} 8本K.煩繍{除} 6 。 。 。 。 。 。 。 。
11U電力(妹) 臼B.~j工業{保} 。 s 6 6 6 。 。
'1'央土.f，;(除} 日立亀)J(綜} 3 3 3 3 3 。 。 。
rl本油I1j(砿} -5 ゆ炎上本{線} 。 。 。 。 。
(1;¥) B8: 20 日本油脂{綜} 。 。 。 。 。 。 。 5 -5 
日本関係合計 41 i除l日R' 。 。 。 。 。 ，7 .20 20 
臼本差額 日本関係合計 275 268 267 271 254 188 59 8 24 
公債II・ 日本3字紙 56 54 53 48 44 43 43 43 38 
壬の他 公債Z正・
貸付金網泌合計 359 102 その他
¥.l(・1金.It!/I(iHD 役貨合計 656 ω2 1.164 1.394 1.618 1.691 1.6∞ 1.845 2.198 





tell 4・b 泌洲重工夜開発 12資ItIcli '1位百万個 }(1I1 .1 c li南側線工費開発 段賞t曹滋 Ilt主訂IifIC
第 IJII ;sZ矧 ;s:I矧 ;s4JQ! I終期
38下 391: 39下 40上 40下 41上 41下 42よ 42下 43上 43下村上 44下 45上 4315.4518 気 l 則冒~2 JQI 寄¥:I)QI ~4 則 IJII終期
画崎d+I'唱鉄(紛~) 1.755 満洲~II.(除) ).755 
(鉱)OB拘製鋼所 25 25 10 30 1 zo 28 56 338 {腕~)II{I f日~鋼所 90 59 守282
東辺道関l!(綜} 34 27 24 23 26 16 12 18 195 東辺道DII~(ft) 108 54 .176 
{係}本i買t鍋If.鉄公明 40 54 。 22 25 .17 5 。 .128 {除)"'1貫湖If.II.公司 115 13 128 
本渓1錦将鉱量1鯛(続~) 13 本漢詩崎将~依鯛{鉱} 13 
満州倹li:(徐} 73 79 88 118 31 ー17 .8 .1鈎 .152 続掛l/，il鉱(除) 358 6 332 
Ot育自超低{綜} 158 122 。lit足鉱{鉱} 281 
筒岡高超低{綜} 101 151 筒同tUt(依) 251 
的安線量!(侠} ω 19 西安政~(n) 78 
?};山炭鉱{綜) 50 47 13 .8 密山線~(tt) 97 4 
~t照炭鉱{係} 47 .29 jt.~提t:(臥} 18 
礼JH足量~(~) 13 。 3 2 16 礼貨侠鉱(依) 15 18 
i貫械t足量i:(瓜) 1 8 23 8 1貫減伐量!(I'I'.) 19 31 
常減子炭鉱(隊} 10 16 営戚rm鉱{係) 26 
瑚(1炭鉱{鉱} 20 2 
1輔lIH定量i:(係.) 22 
目場後続本(線) 5 56 
-地洲石炭工業(鉱} 3 s 





.，.I/II鉱山{鉱} 26 27 17 18 25 22 一18 。 266 
尚d+I民}鉱{悦} 26 7 33 











必1II!t:山{依) 88 29 2ω 
t縄開鉛Si:(紘} 26 .26 









品調洲飛行樋側海(紘} zo 22 15 ぬ 10 4 10 。 167 
ぬ6司自動車剣洛{紘} 9 8 9 6 53 
問自11)動車工集(m 1 1 10 。 25 。 。 。 .10 
-拘dillIlI(鉱} 42 .3 6 。 。 。 62 
横ðìI工作II~(鉱} 28 5 41 
洲洲火.lIi工業(紘)
満洲飛行自慢製造(鉱} 76 25 167 
湖洲nJl;Jtt賢治{綜} 27 59 
何事1臼動1I(エ.l(綜) 32 .25 .10 
ぬ!I!I1fl1l(鉱) 39 6 62 
ぬd+I工作自民健{係} 28 46 
満州ポーリング{鉱} 。 。 。 。
{鉱}満州工脳 42 
~f口鉄山{係} 4 。 。 。 。 。 。 。 4 
総鋼鉄鉱(ft)
鞍LlJ高級b・H


















~ðìI関係合計 254 262 223 240 143 109 184 385 2.287 
満洲差額 6 2 2 .1 .12 
満州t:金{綜}
制diI需E気修用{綜1 。
調掛i関係会lt 979 436 2.672 
続Iitl月額 .S .12 
UK汽車l(紘)
[I，j..鉱業{係} 今2 。 。 6 .10 .27 32 
{係)目立製作所 7 3 17 10 .26 .40 
口鶴化学工業(紘} 。 。.15 。 ゐ6 .48 .2 
' []本-"'8'(悦) 15 。 。 6 6 .24 2 
日夜[111"[(桃} 。 。 。 。.14 。
日....11:実縄&Q(休} 6 
日lau工高是(筏} 8 .2 。 。 .5 。
目立命力{除} 。 。 。 .3 。 。
日産汽船{腕:)
日本位農(~) 3 42 
{紘) n \l~れ所 17 66 
臼81ヒヤヱ娘{機) 15 57 
日本本~(臥) .20 32 
日1.臼動I輯(鉱} 15 
日本1/業縄級(鉱} .6 
日夜風林工.ll(備:) 6 .6 
目立勉カ(tt) 。 .3 
中央土木{鉱} 。 。 。 。 。
日本組問(n) 。 。 。 。 。 。 .5 
(ft) Oll 。 。 。 .7 .13 





日本~額 町2 .5 4 。 。 4 
公債H・ 公日本fR2ZEg・ .12 
その他
担t資合計 247 262 230 223 73 155 353 
担2資>>領 2 9 10 。 1ー7 33 .17 
その他
投資合計 958 I!泌
続賞ZlI .18 .13 











1.1 00.000 44.50 70.00 
275.236 50.00 52.55 
1.280.000 12 50 13.14 
480.000 25 00 25.00 
58.000 25.00 25.00 
4.000 50.00 50.00 






漁業 その他 tlll 事唱-
，6tl91tl. 電量山 575.1α)( 165.α)() 740.飢却 475.α)() 
本横綱締妹鯛 本総湖 10.000 10.α)() 20.αm 10.000 
，6tlt貴司E 新J:( 10.以)() 10.飢)() l∞.α)() 
~新侠l\ 。新 220.αm 220.000 220.αm 
.側炭砿 東a同総省 170.αm 170.αm 170.αm 
西宮c&!tl¥ 四平省 70.はね 70.αm 70.ぽ悶
笹山政砿 策調時総省 l∞.似)() 10.似)() 200.αm l∞.α)() 
~t照4見直E 錦州省 ω.似)() ω.000 
礼輿炭鉱 札)IUli碩 50.αm 50.ぽ)() 25.α)() 
漠.~提唱E 司事ヲミ雪量 44.031 5.969 50瓜)() 44.031 
営繊守4措置E 録者F 6.6ω 1.340 8.α)() 6.6ω 
.W~貨l\ 来週・2草省 15.αm 15.似苅 30.αm 15.000 
蘭圏直炭鉱 錫州省 10.αm 10.αm 20:αm 10.000 
綱案伏木 Att 10.飢渇 10.000 10.000 
・ー洲'5'貫工司E 長{J 5.α)() 5.α)() 10.ぽ狗 5.α)() 
・ー剃事基金属工業 担E順 197.5∞ 2.5∞ 2∞.α)() 137.筑)()
・ー洲1f*シ?!. 営ロ 15.α)() 5.似)() 20.ぽ泊 15.000 
安:t:ft金属 雪量:t: 50.000 150.ぽ)() 2∞.α)() 25.α)() 
満洲"土値;t¥ 本演湖 10.αm 10.α)() 
前洲事E合金 25.似国O 25.000 50.ぽ淘 6.250 
閣ー制鉱山 長春 150.αm 150.αm 150.αm 
満洲金量Z A理F 民)() 以)() 3∞ 
剛例化成工業 富ー山 2.5∞ 7.5∞ 10.αm 625 
大限化学工業 E主司E 2.5∞ 7.5∞ 10.000 2.筑)()
綱決エt¥ -告E町浜 5.飢E日 5.飢)() 5.α)() 
ー洲飛行"興造 司酔ヲミ 200.似)() 2∞.飢)() 175.αm 
1IJ1I司自動車工建 ヲーミ 10.α)() 1∞α)() 75.似)()
測調." 長司F 45.は)() 5α)() 50.α)() 45.似)()
ーー洲工作，， ~費 Z瞬天 19.231 769 20.000 19.231 
満洲工廠 事天 30.1∞ 29.割)() ωα)() 11.3∞ 
凶和鉄山 長春 4.000 6.α)() 10.αm 4.000 
'宮山高級炉M 鞍山 15.α)() 15.α)() 
皐新製作所 J;\~時 4.α)() 4.は)()
測lJ製作所 長(J 1.似)() 1.は)()
情官I工業 -天 10.飢)() 10.000 
日制限工 事実 2.α)() 2.瓜)()
l!i.洲鉄道 鱒州fi 3.α)() 3.α)() 
錦西鉄道 鱒州省 3飢悶 3α)() 
iltm!.ヲ1-製倉 司酔ヲミ 10.000 10α)() 
合計 2.232.122 669.478 2.901脱却 1932.397 
iltm!電工t¥開発 斬J:( 675償却 675.α)() 
政府 225.，α)() 
民間 450 . αm 






























































2.965α)() 661.605 3.626.605 
2.965政均 862.605 3.827ω5 
借款
調同業 興銀 その他 合計
1.279.712 50.000 1.329.712 
2.669 5∞ 鉱ぬ 3.169 
48.726 2.000 50.726 
ω.5∞ 5.α)() 65.5∞ 
81.460 4.α)() 85.460 
o 8.164 2.0∞ 10.164 
1.022 74.6∞ 75.622 
17.628 2.はね 19.628 
8.429 5∞ 8.929 
5.584 1.5∞ 7.084 
19.380 縦)() 19.980 
6.807 13.639 20.H6 
11.695 11.695 
50.737 20.ぽ殉 70.737 
5.865 5.865 
36.522 5.瓜M日 41.522 









103.1ω 20αm 123.1ω 
36.220 28ぽ)() 64.220 
62019 5.α)() 67.019 
54.566 反焔 5.飴6
30.310 16.α)() 46.310 
3.847 3.847 
不得







2.534.774 267双加 14239 2.816.313 
609.237 1α)() 614.237 
{日本興銀}


















































係数 1係ノ金額 金額 H朱ー付 金額 持掠数 持係同区
会社名 (千株) (間) (千四) (個) (千回) (千棟) (%) 
昭和製鋼 4.000 50.00 200.000 50.00 200.0∞ 3.100 77 50 
満洲炭層高 6.0∞ 50.∞ 300.0∞ 50.00 300.0∞ 5.978 99.64 
泌洲軽金属 1.600 50.00 80.000 50.00 80.∞o 1.574 98.38 
満洲鉱山 3.0∞ 50.∞ 150.0∞ 50.00 150.0∞ 3.000 100.00 
東辺道開発 2.8∞ 50.∞ 140.0∞ 50.∞ 140.0∞ 2.780 99.29 
I，;J和自動車 600 50.00 30.000 50.00 30.000 0.00 
満洲自動』転 2.000 50.00 100.000 12.50 25.∞o 2.0∞ 100.00 
満洲飛行自慢 400 50.∞ 100.0∞ 50.00 20.∞o 400 100.00 
新 1.600 50.00 43.75 70.000 1.600 100.00 
本渓湖煤鉄 4.0∞ 50.00 200.000 50.00 200.000 1.600 40.0 
協和鉄山 200 50.∞ 10.∞o 50.∞ 10.∞o 80 40.0 
満洲重機 1.000 50.00 50.000 50.∞ 50.000 900 90.00 
満洲本.ー リンf 40 50.00 2.000 50.00 2.000 30 74.00 
満洲特殊鉄鉱 600 50.00 30.∞o 43.00 25.800 190 31.67 
問炭工業 100 50.00 5.000 12.50 1.250 100 100.00 
礼賛炭宿直 1.000 50.00・ 50.000 12.50 12.500 1.000 100.00 
*山炭荷車 2.0∞ 50.00 100.0∞ 50.00 100.0∞ 1.000 50.00 
決城炭積(現金繰) 530 50.00 50.000 12.50 6.628 530 53.03 
(現物線) 470 50.00 50.00 23.488 
満洲仮IJ合計 31.940 1.597.000 1.446.666 25.862 
日本側計 17.817 890.825 668.669 2.908 
総計 49.757 2.487.825 2.115.334 28.771 
資料 日本銀行金融関係資料521.r満業投資現在高一覧表J• 
表11・7・a満洲電工業開発社{府発行額推移単位千間
U本四il 累計 満洲国幣述以計 合計 ~~.十 満炭社f(e
設立知! 継承分
凱1JUJ 30.000 30.000 30.000 30.000 
第2JUJ 310.000 340.000 310.000 340.000 
第3.10) 174.560 514.560 460.0∞ 460.000 634.560 974.560 
第4WJ 135.000 649.560 855.000 1.315.000 990.000 1.964.560 48.500 
h主終WI 5.000 654.560 1.315.000 5.000 1.969.560 
資料 ぷ11-7・b.cよりihle.
表I7，c 満洲Tf(工業|別売 満洲凶通貨油社債明細司祭 単位千四
発行元徹 46.12末残既償還領発行価格利率 発行阿 引受会社
満洲帝国政府保証 l次 460.000 460.000 。 100 4.9 41.12.20 満洲興銀
満洲'帝国政府保証 2次 60.000 60.∞o 。 100 49 42.1210 向上
減洲??i国政府保証 3次 20.∞o 20.000 。 100 4.9 436.28 向上
満洲帝国政府保証 4次 120.000 120.000 。 100 4.5 向上 向上
満洲常国政府保証 5次 110.000 110.0∞ 。 100 45 9.30 向上
満洲惰国政府保証 6次 160.000 160.0∞ 。 100 4.5 43.1226 同 t
満洲帝国政府保M7次 180.000 180.000 。 100 4.5 44.3.25 向上
満洲帝同政府保証 8次 205.000 205.0∞ 。 100 45 626 向上
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百~ 1 J羽 首¥2剣 宮~:1則 曹3・1期
38下 391: 39下 401: 40下 41上 41 f 421: 42f ‘3上
満洲7:1依{鉱}
{体}附卯唄鋼所 7.94 818 9.61 975 944 930 9.57 995 9.98 887 
東辺iI1開発{嫁) 。∞ 0.01 0.02 ，0.91 0.86 .1ω 394 4ω .421 .571 
(綜}本1貫I1Ml鉄公司 2.32 517 355 122 2昨日 0，10 073 
本t聾i例制~量~rM(休)
満洲A足k(栂;l 2.24 224 320 385 0.75 7 14 1491 2085 O~O 331 。tlimk(徐}
n凋~tt(，*l
西安~~(t乱}















満洲lt山(除} 0.93 .132 1ー.42 .1.0‘ 014 093 1ω 104 125 002 
前洲~tt(綜} 142 






満洲飛行fl製海{抹) 0.01 023 .0.95 1 18 心98 081 l鈎 003 B3 322 
満洲自動Ilt製造(依} 0.02 。01 0ー.02 0.01 O.∞ 0.01 0.91 。18
伺fOOlJlIt工業{綜) 0.69 0.74 0.43 1.07 1.34 1.20 097 0.96 


















前洲関係合計 992 955 12.76 1106 1358 384 1074 1303 218 010 
日夜汽船{線)
日本自民集{隊) 11.95 11.52 13.58 13.59 1452 13.52 
(係}自立償作所 12.18 14.95 17.82 20.51 35.29 25.87 
8&化乍工業(傍} 5.88 5.98 6.46 6.83 696 709 
8...水車{際} 7.04 114 7.31 912 671 604 
臼&自動車{綜} 181 186 1.81 186 187 1.43 
日本8!集積綴{隊} 0.71 0.77 
日81興u工集(l*l 0.92 1.14 1.57 153 
目立亀力(除} 0.47 047 043 043 046 
中炎上水{綜)
{日隊本lA油g脂{綜} 146 187 
203 216 224 287 
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本渓1甥 f ・ 』 は~興期変更の18儀式よし.IUU提It r"Jは欠頁のため不明.
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&II1-9 満洲市工業開発鍋益計算書 単位百万国 ? ?
設立期 第 i期 第2期 第3期 第4期 &終期
tn益計算書 381: 38下 39上 39下 40上 40下 41上 41下 42上 42下 43上 43下 44上 44下 451: 
総益金の部
配当金 15.0 19.1 17.4 21.2 23.8 19.3 17.3 13.8 8.5 6.5 5.1 9.5 12.0 12.3 17.0 
受取利子 1.7 2.2 2.2 2.7 3.9 44 8.2 11.8 10.9 12.1 12.0 1L3 150 21 8 35.6 
管理法第13条に依る受入金 4.0 3.8 8.1 11.1 1.4 17.5 19.5 19.9 20.3 28.4 33.4 33.4 34.2 40.8 42.2 
有価証券売却益金 2.5 11.4 10.8 101 4.5 8.7 9.6 7.9 5.2 4.4 1.9 
主主益金 0.0 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 1.1 0.1 0.8 0.2 0.2 01 01 01 0.4 
合計 23.2 25.2 39.3 45.9 49.4 45.9 54.8 55.2 48.3 52.4 5.1 56.2 61.2 75.0 95.2 
総領金の部
営業費 1.2 1.4 2.1 3.2 2.1 2.2 1.6 2.0 2.9 2.0 2.0 25 20 3.0 4.1 
支払利子 2.2 2.9 3.6 9.0 13.4 17.5 19.6 24.6 16.3 25.7 274 31 4 39.0 503 67.9 
社債関係資 1.7 0.0 2.0 1.0 1.0 12 0.9 1.2 0.9 
3者税 3.4 2.8 3.4 3.3 3.2 1.8 4.1 1.3 5.8 2.1 3.3 1.4 1.7 2.4 4.4 
後摘金 0.2 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 。 。 0.0 0.0 0.1 0.3 
合計 6.7 7.4 9.0 15.4 18.8 21.6 27.1 27.9 27.0 30.9 33.7 36.5 45.6 569 7.6 
差引当期純益金 16.5 17.9 30.3 30.5 30.6 24.3 27.8 27.3 21.3 21.4 21.4 19.7 17.6 18.1 17.6 
利益金処分 38上 38下 39上 39下 40上 40下 41上 41下 42上 42下 43上 43下 44上 44下 451: 
当期純益金 16.5 17.9 30.3 30.5 30.6 24.3 27.8 27.3 21.3 21.4 214 19.7 17.6 18.1 17.6 
前期線経金 2.5 2.8 4.7 5.5 7.5 9.5 11.6 12.3 14.6 6.0 5.5 6.0 6.8 7.7 9.0 
合計 18.9 20.6 35.0 36.0 38.1 33.8 39.3 39.6 35.8 27.4 26.9 25.6 24.4 25.8 26.7 
法定積立金 0.8 0.9 1.5 1.5 1.5 1.2 1.4 1.4 1.1 11 11 10 09 0.9 0.9 
別途積立金 3.0 11.0 10.0 10.0 4.0 12.0 10.0 10.0 5.0 4.0 2.0 
(積立金合計) 3.8 0.9 12.5 11.5 1.5 5.2 13.4 11.4 1.1 6.1 5.1 30 09 0.9 0.9 
政府待係(甲種)配当 2.3 5.0 5.6 5.6 5.6 5.6 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 
-般持抹(乙種)配当 9.9 9.9 11.3 1.3 1.3 11.3 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 
-般t寺徐{丙種)配当 1.4 2.3 2.3 23 2.3 2.3 2.3 
(一般配当合計) 9.9 9.9 11.3 1.3 1.3 11.3 9.0 9.0 14.1 11.3 11.3 1.3 1.3 11.3 11.3 
特別配当金 3.7 
役員賞与金 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
後期繰越金 2.8 4.7 5.5 7.5 9.5 11.6 12.3 14.6 6.0 5.5 6.0 6.8 7.7 9.0 10.0 
合計 18.9 20.6 35.0 36.0 38.1 33.8 39.3 39.6 35.8 27.4 26.9 25.6 24.4 25.8 26.7 
政府~給金累計
38/5 38/11 39/5 39/11 40/5 40111 41/5 41/11 4215 42/11 43/5 43/11 44/5 44111 45/5 
4.0 7.9 15.9 27.0 38.4 56.0 75.5 95.4 115.7 144.1 17.5 210.9 245.1 285.9 328.1 
資料 満洲rR工業側発各期営業報告書より作成。
表1・10 1椅洲虫工業開発 資金運JH益単位百万間
設立Jl11部 1Jl11 第2WI 第3JUI 第4JUI M終JUI
38上 38下 39上 39下 40上 40下 41Jニ 41下 42上 42下 43上 43下 441ニ 44下 45上
受Jt)(利息+配当金 16.7 21.3 19.5 23.9 27.6 23.7 25.5 25.6 19.3 18.5 17.1 20.7 27.0 34.1 52.6 
支払利息+一般配、均金合計 12.1 12.8 14.8 20.2 24.6 28.8 28.6 33.6 30.4 37.0 38.7 42.6 50.3 61.5 79.1 
7.f額a 4.6 8.5 4.7 3.7 3.0 -5.0 -3.1 -8.0 ー11.1 -18.4 -21 5 ー21.9 -23.3 -27.4 -26.5 
管理法第13条に依る受入金 4.0 3.8 8.1 11.1 1.4 17.5 19.5 19.9 20.3 28.4 33.4 33.4 34.2 40.8 42.2 
政府持妹(申傾)配当 2.3 5.0 5.6 5.6 5.6 5.6 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 
X頚b 17 ー11 25 55 5.8 11.9 15.0 15.4 15.8 239 289 289 29.7 363 377 
i左官rt0計 6.3 7.3 7.2 9.2 8.8 6.9 11.9 7.4 4.7 5.5 7.4 7.0 6.4 8.9 11.2 
政府補給金累計
38/5 38/11 39/5 39/11 40/5 40/11 41/5 41/11 4215 42111 43/5 43/11 44/5 44/11 45/5 





32年 33年 34年 35年 36年 37年 38if.・ 39年
社{政 20 18 10 50 285 
省洲盈[業開発(株) 30 150 
事均洲炭積(徐) 10 (0 20 40 
本渓湖煤鉄公司 25 




















105 175 165 
90 145 115 
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瓦~4 444 314 184 
936 1030 1.102 1，206 1，298 1651 1，775 
2 18 20 20 21 2:' 30 
91 103 119 1$0 200 
294 333 366 41; 419 
o 0 0 1 115 
H 2 52 35 8 20 165 
902 1.053 1，311 1 451 1必o 1913 2.62& 
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研 10410JIll;l15;l246I61318111叩 2.109 2ω24472mi;51::いれれ;36脱
1595 17唱5 1.868 2.157 2.371 
24 24 24 24__ ~2_4 




















































































4513 仰嶋崎一14∞ M∞ 1 4∞ 1，650 
69 73 78 83 
286 
??
fI料 .+.尚dliJU![19771.~I し ・ 41(1'31 1 の受託W!>i: I.1，+t尚州鉄道 1 1 986J1~UllI6(I I&86il. 正た・停戦的1・t尚鉄会J19731.778 9fi (b;l r!H1.1in 山崎メモ)・
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宮11期 買12捌 言13期首H )Qj j1'15問
2911';_{ 301手段 31 1n凌 32年度 33何度 34年度 3~1111lt 36年度 37年度3.8年度 39句rl40年度制旬:r 42年度 431'ぽ Hifo:，t' H!I:;~ 
・l5 2ω.36 .36 -36 ・56 初 40 48ゆ l∞ 130 130 .184 
41 26 1 0 20 40 25 31 19 39 44 95 72 10.1 92 353 
5 ・1 -5 3 1 0 1 ・i ・2 0 15 2 ・1 1 5 
・2 0 3 1 4 21 8 36 6 0 5 12 16ω 
6 1 45 27 40 1 .49 5 57 判 36 38 34 49 
o 0 0 0 000 0 0 0 0 0 0 0 
o 45 .31 ・1 6 5 H .34 l ~ 42 50 -17 27 12 
o 1 89 ・1 59 125 122 161 137 140 151 290 113 193 263 
o 0 0 0 0 000 0 2 ・1 0 ・1 ・1 0 
2 .2 0 1 1 1 -6 1 ・1 ・1 4 3 4 3 3 
o 1 ・1000000000000 ・1
1 ・3 24 .24 0 0 1 .6 1 0 0 0 0 0 0 0 .1
000 0 001 1 2 ・2 1 -1 -1 1 1， 0 0 
・5 11 2 ・25 10 42 14 22 22 1 25 48 13 30 14 ・20 ・64
5 7 36 107 72 2 .18 .17 43 97 52 63 144 218 108 .332 
・1 .1 ，1 1 .4 1 7 0 0 0 0 3 3 2 .7 0 0 
t~I 0 1 
42 28 39 91 367 198 172 126 134 204 334 847 310 2S9 406 650 769 
110 163 289 214 
110 163 289 214 
0000 
419 462 6渇6 864 
第 1~ j1'1 2~ j1'13賊軍14期 柄 5期
291f tr 30年度 311!'1l: 32年度 3311，1.度 34年度 35ft.l.!: 36年度 37年度 38骨・tr391f:tr 4ゆ年度 411f:1.!: 42(下浸 431f・r.!: 441(1[浸 451f.t.Jt 
o 0 0 0 3ω000 0 0 0 刷 o 0 0 0 250 
2 2 I 0 3 8 2 2 3 4 4 4 10 4 4 5 6 



























































































29/3 30/3 3113 
53 53 53 
672 716 742 
58 94 93 
73 7も 77
50 50 51 
86 78 84 
104 70 66 
32/3 33/3 34/3 35/3 
53 28 288 252 
759 758 738 778 
87 88 133 160 
76 165 166 227 
51 140 140 197 
93 104 221 335 
86 102 67 59 
36/3 37/3 3813 39/3 40/3 41/3 
800 800 800 8ゆo 800 1.400 
291 305 340 369 402 432 
652 777 798 952 1.167 1.404 
42 53 59 74 124 132 
198 175 247 251 288 260 

















184 0 0 
1.298 1，651 1.775 
366 415 479 
1.667 1.933 2.628 
1.626 1 890 2 531 
979 1066 670 
150 228 510 
4.644 5.293 6，062 
2.181 2.395 
8.450 9.577 
合計 1.045 1.087 1.116 1.155 1.246 1.613 1.811 
4213 43/3 44/3 45β 停戦時
1.400 1.400 1.400 1.400 1 650 
452 479 507 548 466 
1.675 1.911 2.167 2.552 2.810 
132 146 210 324 350 
278 300 360 469 786 
3.938 4.237 4.644 5.293 6.062 
1.729 1.891 2.181 2.395 
5.666 6.129 6.824 7，688 
?
??
??， ， ， ???? 31/3 3213 33/334/3 35/3 36/3 37/3 38/3 39/3 40/3 41/3 42/3 43/3 44/3 















291/3 30/3 31/3 3213 33β34/3 35/3 
440 440 440 440 440 800 800 
212 230 221 194 241 259 276 
278 277 297 316 390 378 538 
27 63 65 16 25 41 60 
88 77 93 188 150 135 138 
1.045 1.087 1.1 16 1.155 1.246 1.613 1.811 
総Jt
1<IV 3・b ，刻尚洲鉄道 資金調述 ・迎問実制 単位百万間
総 1JQJ 第2JOJ 
29年度 30~1~ 31年・l.!t 32{~I.!t 33f下位 34年l.!t
44 26 17 0 20 40 
37 -1 -6 1 45 27 
3 1 -1 89 1 61 













ro 3 JQJ 第4JOl 肌:;JQJ 
35年度 36年出 37i手段 38年度 39iドl主 40if.lJt 41 if.1弘 42年度 43年度 ".j f.・1主 45年度
25 31 19 39 44 95 72 10・I 92 353 125 
40 1 ・49 5 57 44 36 38 34 49 64 
126 116 162 137 141 154 293 117 195 266 694 
137 123 157 293 1.' 172 263 642 
















































29年度 30f.・度 31作・皮 32年度 33苦手段 34年度 35年度 36年度 37年度 38.f手段 39ff.ls. 40f宇佐 41f宇佐 42年住 43年度 44千f.1.:!r45fド1良
o 0 0 25 100 36 36 36 56 20 40 120 100 130 130 184 250 
18 ・9 27 47 18 16 16 14 35 30 32 30 21 27 28 41 82 
・1 19 19 73 12 160 115 125 21 154 215 237 271 236 256 385 258 
36 2 ・48 9 15 19 ・19 1 6 16 ，19 8 0 14 64 114 26 
・11 16 95 ・38 -15 3 60 ・23 72 4 37 ・28 19 22 59 110 317 








29年度 30年度 31作tl:' 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39f.J.!t 40年Is.41年度 42年伎 43年~ 44年度 45il'J.!t 
o 37 89 96 39 4 -63 43 98 32 98 152 141 ・71
.5 7 8 100 117 175 138 121 167 181 263 253 244 290 428 353 





第 l期 第2期 第3期 第4期 第 5期
運用 30-31 32 33-35 
36-37 38-42 43-44 45/3-8fJ 
事業費 42 
。 45 50 353 445 125 
有価証券 -7 112 -48 
181 83 64 
貸金等 。 89 187 278 841 461 694 
(満洲国鉄道借款) 89 194 
435 642 
仮払金等 15 1 243 9 390 
320 -396 
その他(資産側) 17 15 -37 63 39 
61 282 
合計 67 116 549 352 1.804 1.370 
769 
調達 30-31 32 33-35 36--37 
38--42 43-44 45/3--8月
抹金徴収 。 25 172 92 410 314 250 
その他資本 -36 47 51 48 139 
69 -82 
社償金 39 73 263 146 
1.113 641 258 
未払金+仮受金 -47 9 16 17 88 
177 26 
その他(負債側) I1I -38 48 49 53 
169 317 
合計 67 116 549 352 1.804 1.370 
769 
参:号 30--31 32 33--35 36-37 38--42 
43--44 45/3--8JJ 
その他投資 37 224 .59 227 
70 
i1金等+仮払金等 15 100 430 287 1.231 781 
妹金調達付上償金 39 98 435 238 1.523 955 
資料 表IVふaより作成。
表lV・4-a 南満洲鉄道蛍業収支単位百万闘
第 1期 第2期 第3期 第4期 第5期 予知:
<全体〉 29年度 初年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 45年度
収入 241.0 188.1 187.1 245.9 248.0 270.7 302.2 299.0 355.0 387.4 440.9 799.2 937.7 1.106.3 1.296.4 1.567.0 1.558.1 
支出 178.4 157.5 164.4 174.1 185.6 201.0 225.6 233.5 263.1 286.4 330.9 698.3 828.3 958.2 1，140.0 1.385.5 1.741.3 
損益 62.6 30.6 22.7 71.9 62.4 69.6 76.5 65.6 92.0 101.0 110.0 100.9 109.4 148.1 156.4 181.5 -183.2 
償却及除却 17.1 8.9 10.1 10.6 19.5 23.2 26.9 15.4 18.1 28.2 32.1 24.2 37.2 63.2 63.5 67.7 
純扱益 45.5 21.7 12.6 61.3 42.9 46.5 49.6 50.2 73.9 72.9 77.8 76.7 72.1 84.9 93.0 113.8 ー183.2
(積立金戻入俊除損益) 3ー.4
30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度136年度 37年度138年度 39年度 40年度 41年度 42年度I43年度 44年度 45年度
支出/収入(%) 74.0 83.7 87.9 70.8 74.8 74.3 74.71 78.1 74.1 73.9 75.1 87.4 88.3 86.61 87.9 88.4 11.8 
償却/収入(%) 7.1 4.7 5.4 4.3 7.9 8.6 8.91 5.2 5.1 7.3 7.3 3.0 4.0 5.71 4.9 4.3 

















第 1期 第2期 第 3期 第4期 第5期 予算
30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 45年度
95.3 85.5 103.8 19.7 126.5 134.7 133.5 151.1 192.7 229.8 610.0 723.4 863.9 1.022.3 1.242.5 1.197.0 
34.3 31.5 33.4 38.1 43.3 44.7 48.2 54.0 82.9 110.4 445.8 547.4 667.7 792.6 944.3 1.101.6 
61.1 54.0 70.4 81.6 83.2 90.0 85.3 97.1 109.8 119.4 164.1 176.0 196.3 229.6 298.2 95.5 
2.5 5.8 5.4 5.8 9.9 5.9 5.7 7.4 12.7 13.5 19.2 25.4 
58.6 48.2 65.1 75.8 73.2 84.0 79.6 89.7 97.1 105.9 144.9 150.6 196.3 229.6 298.2 95.5 
36年度 37年度138年度 39年度 40年度 41年度 42年度I43年度 44年度 45年度
32.21 31.8 34.3 33.21 36.1 35.71 43.0 48.0 73.1 75.7 77.31 77.5 76.0 92.0 
2.6 6.8 5.21 4.9 7.9 4.1 4.3 4.91 6.6 5.9 3.1 3.5 






第 l期 第2期 第3期 第4JQl 第5期 予算
<鉱業〉 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 45年度
収入 844 62.4 52.7 5.1 71.0 85.5 92.6 87.9 91.2 105.8 91 4 81.6 94.3 1116 118.3 130.0 147.3 
支出 68.5 57，8 52.7 549 65.9 750 79.8 75.7 80.1 89.2 80.1 68.2 80.3 97.2 113.2 144，1 167.8 
煩益 15.8 4.6 。 0.1 5.1 10.5 12.7 12.3 10.5 16.6 11.3 13.5 14.0 14.4 5.1 -14 1 -20.6 
償却及控除 3.6 2.8 0.0 。 0.1 0.1 0.0 0.0 
純tn益 12.3 1.8 。 0.1 5.0 10.4 12.7 12.3 10.5 16.6 11.3 13.5 14.0 14.4 5.1 -14J -206 




92.6 100.0 9.71 92.8 87.7 86.3 86.1 88叶 84.3 87.1 83.5 85.1 87.lj 95.7 110.9 114.0 
4.5 0.0 0.01 0.1 0.2 0.0 O.。
2.9 0.0 0.21 7.1 12.2 13.7 13.9 11.51 15.7 123 16.5 14.9 12.9 4.3 -10.9 ・14.0
表IV-4d i粍満洲鉄道線式会社利子 ・配当金収支 単位百万国
第 l期 第2期 第 3JQl 第4期 第 5期 予算
<利子> 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44{ド度 45年度
収入 7.1 5.4 5.0 52.2 16.4 26.1 34.3 31.5 33.7 45.0 58.8 18.5 191 24.9 30.1 447 18.9 
支出 22.2 23.9 25.4 32.5 28.6 31.2 40.7 43.8 47.8 50.8 61.1 72.1 83.3 95.6 107.5 124.2 150.5 
鍋益 -15.1 -18.5 -20.4 19.1 -12.1 -5.1 -6.4 -12.3 -14.1 -5.8 -2.2 -53.6 -64.3 -70.6 -7.5 795 -131.6 
政府配当金 11.5 9.3 4.3 9.3 10.8 10.4 10.4 10.4 10.9 12.9 14.5 16.9 18.9 21.7 24.8 29.6 
満洲同政府配当金 0.2 0.7 1.1 1.6 2.0 
民間配当金 18.7 13.6 10.2 13.9 18.9 21.9 24.8 27.7 30.6 32.0 32.0 34.0 38.0 42.0 46.0 50.0 
純煩益 -45.3 -41.4 -35.0 -3.6 -41.8 -37.4 -41.6 -50.3 -55.6 -50.7 -487 -104.7 ー121.1 -1343 -148.2 .159.1 




第2期 第3期 第4JQl 第5W1 予算
<鉄道> 33年度 34fH~ 35年度 36年度 37i~)~ 38年度 39~皮 40f手度 41 年度 42年度 43年度 4iド度 45年度
収入 179.9 204.9 2553 2746 317.9 421.4 5622 6100 723iJ 8639 1.022.3 1.2425 1 1970 
Jえ出 98.3 120.2 150.9 173.8 199.2 277.2 400.2 445.8 5474 6617 792.6 94113 1.101.6 
m益 81.6 84.6 104.4 1008 118.7 144.2 162.0 164.1 176.0 196.3 229.6 298.2 95.5 




第 1期 第2期 第 3期 第4期 第5期
29年度 30年度 31年度 32{fミ度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39{(:度 40年度 41~I.!t 42il・度 43年度 44年度
運用利得1 2.9 2.1 1.9 14.6 3.2 3.6 3.8 3.1 3.0 3.4 3.6 1.0 0.9 1.0 1.0 1.3 
調述利率 6.1 6.1 6.5 6.4 5.3 6.1 6.0 5.1 5.0 4.9 51 50 50 49 4.9 49 
政府関係自己当取 5.3 4.3 2.0 4.3 5.0 4.0 4.0 4.0 4.3 4.7 4.9 5.1 48 50 4.9 5.1 
一般徐配当市 11.0 8.0 6.0 82 9.7 8.6 8.5 8.4 84 8.0 8.0 8.5 8.4 8.4 8.4 8.3 
資料 衣IV4 d. 衣IVふaおよび南満洲鉄道[1977)~年度版より作成.
註 運用.fIJ不は、利子収入-:-(貸金等+有価証券+仮払金等の年度末残高). 
開述.fIJホは、利子支出-:- (祉償金+rその他(負債側)Jの年度末段高)。








第 lWl 第2期 第3期 第41羽 第5期
29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 44年度 ぬ/38
日本シ団 。 20 30 80 145 130 90 215 50 210 230 255 265 235 230 250 220 
簡易保険局 30 15 10 6 10 10 20 25 25 
h湾中銀 80 210 80 
証券会社 10 
合計 。 20 30 80 145 170 105 225 56 220 240 275 290 260 310 460 300 
所金部所有地減 。 。 。 5 -3 。 。 15 。 29 1 54 19 9 。 。
.nN 日本興業銀行[19891、Jfi尚洲鉄道[19761.2696・715氏、大蔵省昭和財政史編集室[19621統計第l表より作成.
表IV-5・b J翁満洲鉄道 社{貨引受先推移 Il~位百万四
第 1期 第2期 第3期第4期 第5期
30~3 1 32 33~35 36~37 38...42 43~44 45/3...8月
日本シ団 50 80 365 265 1.195 480 220 
簡易保険防 45 16 90 。 。
I街中銀 290 80 
証券会社 10 。 。 。。
50 80 47.0 281 1.285 770 300 
fA金$mイo旬以 5 -4 14 122 。
百H 表IV5 aより作成.
表IV-6・a I匂満洲鉄道 1il期妹金払込 単位百万回
第 lWl 第2期 第3期 第4期 第5期初年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度 40年度 41年度 42年度 43年度 441j:度払込総額 25 100 36 36 36 56 20 40 120 100 130 130 184 日本政府持徐 39 20 20 40 60 40 70 70 124 (財.ilt出資)
(引受徐式)
39 20 20 40 60 40 70 70 124 一般~UH本{満洲悶政府号!受)





表IV-6・b 南満洲鉄道 毎期係金払込 単位百万圏
第l期 第2期 第3期第4期第5期
30...31 32 33...35 36...37 38...42 43...4 払込総額
25 172 92 410 314 日本政府持徐
39 20 230 194 (財庁出資)
(号l受係式)
39 20 230 194 一般必然徐(満洲同政府引受)


















228 277 297 
第2期
31年末 32年末 33年末
316 380 348 
316 380 348 
第3期 第4期 第5知1
34年末 35年末 36年末 37年末 38年来 39年末 40年末 41年末 42年末
478 622 777 798 912 1.119 1.357 1.628 1.865 
478 622 777 798 912 1.119 1.357 1.628 1.865 
43年末 44年末 45年末
2.167 2.552 2.810 
2.087 2.262 2.440 
80 290 370 




2.623 2.823 2.939 3.067 3.045 2.989 3.198 3.369 3.479 3.461 3.943 5.010 6.110 7.953 9.93011.94715.13710.726 




ぷIV・8 南満洲鉄道 貸金~月縦 単位百万側






































































50.9 53.9 133.7 
9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 9.7 
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50.9 1686 225.0 296.9 
0.2 0.2 










1.2 1.3 0.4 
9.7 9.7 
52.4 52.4 































































































































































? ? ? ? ?? ? ぉ ?
t<IV・10-b
?????? ?? ?，??《??? ? ???? ? ?? ? ??，?? ? ???
33年度 34年度 35iFl主 36年度 37年度 38iFl直 39{FI.l:' 40fl:.}広
収入 60.2 78.3 120.6 141.1 166.8 228.6 332.4 
鉄道 54.0 72.0 110.2 130.0 154.9 212.4 298.4 
港湾 0.0 0.1 0.2 0.4 
JI<連 1.3 1.6 1.5 2.3 1.9 2.5 7.8 6.1 
自動車 0.6 1.3 1.6 1.9 3.5 7.5 12.4 20.0 
附j瓜業務 0.2 0.3 2.2 4.8 5.5 4.9 13.1 
利息 0.2 0.2 1.8 0.2 0.3 0.2 0.3 
全世 3.9 2.9 3.4 2.0 0.6 1.1 
総収支
33年度 34iド度 35{1'度 36年度 37年度 38f手度 39年度
立ILI 60.2 76.9 106.2 125.6 145.3 194.3 289.8 
鉄道 50.4 55.8 89.4 107.6 126.2 169.1 250.2 1691 
港湾 。。 0.1 0.1 0.5 
/1<浬 1.6 1.2 1.4 1.4 1.6 8.6 8.2 92 
n動11 1.4 1.9 2.6 3.0 4.2 8.6 16.7 24.1 
附!瓜業務 0.6 1.6 5.1 8.0 85 4.2 11.7 
手1f，Q. 5.7 15.4 5.4 4.7 3.1 1.8 2.5 
総 0.6 0.9 2.2 0.9 1.5 2.0 
(満鉄借款利，む) 12.7 
33年度 34年度 35f手度136年度 37年度138{ド度 39iド度
93.2 7.5 81.21 82.8 81.51 79.6 83.9 
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年度 29/3 30/3 31/3 32/3 33/3 34/3 35/3 36/3 37/3 38/3 39/3 40/3 41/3 42/3 43/3 44/3 45/3 45/8 
鉄道(旅館を含む) 250 262 270 277 279 279 295 310 325 323 377 401 444 585 628 684 923 1.024 
港湾 69 78 83 85 88 90 97 100 101 10 112 118 125 132 137 140 142 152 
鉱工業 133 148 154 154 146 117 129 130 140 156 186 207 257 313 367 397 504 544 
滋奇貨 107 112 118 116 109 109 118 120 129 137 148 158 188 229 250 
型泊工場 5 9 9 9 8 8 1 1 10 13 23 28 31 32 32 
第二型泊工場 3 18 30 60 
石炭液化工場 5 12 14 15 15 16 
型鉄工場 21 27 28 29 29 。3 5 6 8 8 
肥科工泊 。。。。。
地方 167 173 176 184 180 186 189 193 193 190 
その他 53 55 58 59 66 66 68 69 73 74 217 209 204 72 73 77 82 59 
合計 672 716 742 759 758 738 778 803 834 853 892 936 1.030 1.102 1206 1.298 1.651 1.779 
資料 満鉄会[19861.565ft及び南満洲鉄道[19771各年度版より作成.
1<IV-11-b 樹満洲鉄道社内*業1~m減内訳 t1i-fli百万回
努¥1 )01 第 2)01 第 3)01 釦4)01 首¥5 JUI
年度 29;ドJJ[ 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年:J広 37f下位 38;ド1Jl: 39f手段 40年度 41年1Jl: 42iドJ主 43年以 44iJそI.Q 45if/.Q 
鉄道(旅館を合む) 12 8 6 2 16 15 15 -3 54 24 43 141 43 56 239 101 
港湾 9 5 2 3 2 7 3 9 2 6 6 8 5 2 2 10 
鉱_[業 16 6 -8 -30 12 2 10 15 30 21 50 56 54 29 107 41 
i英~ 6 6 -2 -7 。 9 2 9 8 1 10 30 41 21 
g!，Uilh 1:場 4 。 。 。 4 o 3 10 5 3 。
守3: う~i1h r .li~ 3 15 12 31 
石炭液化L札j 4 7 
製鉄工J!.} 6 2 。-29 。 3 2 2 
肥料工期 。 。 。
地方 5 4 8 -4 6 3 4 。 -3 -190 
その他 2 3 7 。 2 。 5 。143 -8 -5 ー133 2 3 5 24 
合計 4 26 17 。-20 40 25 31 19 39 44 95 72 104 92 353 128 
資料表IV-II.aより作成.
l{IV・11-c 南満洲鉄道 社内JJC業1~m誠内決 単位百万四
第 1JUI 第 2JU 第 3期第4期 第 5期
年度 30-31 32 33-35 36-37 38-42 43-44 45/3-8 
鉄道(旅館を含む) 15 2 32 12 305 295 101 
港湾 7 3 13 10 27 5 10 
鉱工業 5 .8 .16 25 212 136 41 
i炭宿高 4 .7 1 17 113 
製油工土緑 。 3 2 19 
第二製i由仁J!.} 。 。 。 。60 
石炭討を化 Ii¥.} 。 。 。 5 1 
製鉄工犠 2 。.29 。 8 
肥料工期 。 。 。 。 。
地方 12 4 13 .3 ー190
その他 3 7 3 5 。 9 .24 




































































































































第 1JOl 第2期 努~3 JIl ~HJ羽 m5期
29~皮 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35i手皮 36年度 37/3- 38/9 39/9. 40年度 41年度 42年度 43 -4年度
38/9 39/9 40/3 
~~I氏 2 2ー 。 。 。 。 -2 。 。 。 。 。 。
社(貨 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
係式 36 -4 45 27 40 4 -30 17 26 43 35 38 141 
鉱工業 27 。 。 。 43 29 31 13 -49 4 -4 -5 。 60 
選紛倉folt制週 4 -4 3 4 -15 10 28 19 45 41 38 76 
興業妬勉 5 。 。 。 -3 5 5 10 -10 2 2 -2 4 
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1.151 1.157 1.157 
125 125 125 
15.802 14.311 16.211 1.1.21 11.71 
1.000 1.α)() 1.000 1.αlO 1.000 
3∞ 3∞ 1.2∞ 1.2∞ 1.200 
2.000 2.000 Z.αm 
2αJO 2，000 2.000 
6.310 5.αJO S.αlO 5，ぼJO 5，000 
3.5∞ 3.5∞ 2，筑泊 2，5∞ 2.5∞ 
5∞ 
3∞ 
2.切9 2.ぬ9 2.切9 2.鉛9 2，鈎9






































































































4.425 6飢渇 14525 19.525 13765 
2.5∞ 
5.似)() 7.5∞ zω 
4ω4ω4ω1ω1.999 
570 570 695 695 6!J5 
5目αJO 7.5∞ 10飢沿 10ぽ加
625 625 625 625 625 
~5 ~5 ~5 ~5 ~5 
25 
1.275 4.401 4.401 13.161 18.161 
3∞o 3.α)() 3.は)() 10.0∞ 15.償却
氏)() 5∞ 
10 10 
151 151 151 151 
1.250 1，250 1.250 2.5∞ 2.5∞ 
2S 
1.250 1.2ぬ 2.415 3.291 4 062 
3∞ 3∞ 
119 222 
1.125 1，125 1.938 2.688 3.188 
IS 15 15 15 15 

























































284'~ 29年度 30年民→ 31~手段 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37幸子・度 384'出 39年広 40年~ 41ir広 12fg山 43年度 44{f.J.u: 〈コ
事業費 鉄道 250 262 270 277 279 279 295 310 325 323 377 401 444 585 628 923 
'J~業1空 港湾 69 78 83 85 88 90 97 100 101 110 112 118 125 132 137 142 
妹式見E繍関係 42 46 46 43 43 46 47 51 36 46 7・1 93 138 180 218 295 
鉄道借款 50 50 51 51 140 140 197 334 457 6¥01 7-17 891 1.048 1.310 1.154 1.890 
仮払金等 86 78 8.1 93 104 221 335 347 352 357 401 523 622 573 747 1.066 
~崎関係合1J 198 514 535 5.19 654 776 971 1.143 1272 1.胸150 1.71 2.027 2.377 2.810 3.184 .1315 
鉱£業 133 148 151 154 146 117 129 130 140 156 186 207 257 313 367 504 
徐式鉱・t:業 8 35 35 35 35 78 107 138 152 102 101 106 102 98 97 158 
鉱工業関係合1l 141 183 189 189 181 195 236 268 292 258 288 313 359 411 .165 661 
徐金徴収 53 53 53 53 28 288 252 216 180 12-1 104 64 544 441 314 184 。
その他資本 440 440 440 410 440 800 800 800 800 800 800 800 1.400 1.400 1.400 1.400 1.400 
社{賞金 212 230 221 194 241 259 276 291 305 340 369 402 432 452 479 507 548 




第 1WJ 第2Wl 第3JOJ 第4JOI 見5JOJ 
年度 29年度 30年度 31年伎 32千f.Jl: 33f.・1主 34年度 35{f.Jl: 36年度 37年度 38年度 39~下段 40年度 41年度 42作:Jt43 44年度
'j{業:l'( 鉄道 12 8 6 2 16 15 15 ー3 54 24 43 141 43 295 
'J ~業~ 港湾 9 5 2 3 2 7 3 9 2 6 6 8 5 5 
隊式運給関係 4 4 3 4 ー15 10 28 19 45 41 38 76 
鉄道借款 。 。 。89 。 57 137 123 157 133 144 157 293 114 .135 
民tI、金て5. 8 L 9 1 116 115 12 5 .1 122 100 50 17.1 :120 
.i!K楠l刻係合1i 17 21 14 106 122 195 172 129 178 261 316 350 432 374 1 131 
鉱工業 16 6 7 ー29 12 2 10 15 30 21 50 56 5.1 136 
株式鉱[業 27 。 。 。43 29 31 13 -49 4 -4 ー5 。 60 
鉱 E業関係?iP' 43 6 7 14 41 32 24 -34 30 25 46 52 54 196 
株金徴収 。 。 。 25 100 36 36 36 56 20 40 120 100 130 314 
その他資本 18 -9 -27 47 18 16 16 14 35 30 32 30 21 27 69 
社償金 19 19 73 -12 160 15 125 21 154 215 237 271 236 641 
調i主?;P: 17 10 7 145 107 212 167 174 111 204 288 387 391 393 1.023 
資料 JtiV・i5・aよりiht. 
表IV-15-c 南満洲鉄道 連絡関連および鉱工業関辿投資額別減 単位百万四
第 lWl 第2期第3W1第4Jl11第5期
年度 30-31 32 33-35 3637 38-42 43-44 
事業費 鉄道 15 2 32 12 305 295 
事業費 港湾 7 3 13 10 27 5 
株式運給関係 3ー 8 5 172 76 
鉄道借款 89 194 280 840 435 
仮払金等 15 1 243 9 390 320 
運輸関係合算 34 106 489 306 1.734 1.131 
鉱工業 5 -7 -16 25 212 136 
係式 鉱工業 。 。103 -36 -5 60 
鉱工業関係合算 5 -7 87 -10 207 196 
係金徴収 。 25 172 92 410 314 
その他資本 -36 47 51 48 139 69 
社償金 39 73 263 146 1.113 641 






1<IV・16 i剥満洲鉄道 事業段資百十両 単位ピiiJ凶 表IV-A南満洲鉄道 45年運賃改正によるm収額{満鉄~・稿集) 単位千凶
41年度 42{l・J~ 43{IZJ.u: 44"手度 45年度 TfH3 .151・3 45{ド1主
交通:m門1i'ci.i'，l:t~ 263 366 380 499 615 tJ):，鉄来 JIl~ 満鉄;袋 jl' ~た
新線&脱線建造~ 96 155 160 229 233 鉄道 28.970 137.129 342.640 548.521 
安ノ長懇話 6 64 56 24 客11収入 14.970 130.137 213.340 520.551 
先取綴以外 149 96 173 210 旅客員E~t 。117，053 150.000 168.211 
施ぷ改良 1~ 167 211 220 270 382 手荷物足li1l 。 。 11.000 。
輸送施設 59 55 67 73 89 急行料金 14.000 7.500 30.000 30.000 
"'-制M!i.没 48 100 95 89 123 小仰物料金 900 542 2.170 2.170 
仁場施設 13 10 14 30 47 運賃お1，指数処理 。5.000 20.000 20.000 
港湾施，没 9 7 5 4 3 荷物配達料 70 42 170 170 
JK迎}(t!i.没 4 貨Jli.収入 14.000 5.342 129.300 21.370 
!'I1iIJlILR伝説 8 6 4 3 13 小口敏 9.500 5.342 21.370 21.370 
共通施設 29 33 33 41 44 発着手数料 2.000 1.125 4.500 1.500 
防'全施ぷ 29 61 貨不 7.500 4.217 16.870 16.870 
既設第~補修 関東州特定及口税特定 920 500 2.000 2.00 
生活必;来品に対する;l.1Jヲ| -920 -500 -2.000 .2.000 
41年度 42"FJ~ 43"1'広 44"1:度 45if.度 .il1扱 。 。 94.430 。
鉱[業部1111)施設~ 71 85 86 130 200 発若手数料 。 。 35.000 。
fZi長総ぷ 37 33 38 56 94 一般・li級U;t! 。 。 34.310 。
~Å~t施設 6 5 2 13 26 品目 i~J引i主'名 。 。 28.420 。
坑内峨施設 24 21 23 27 39 最低ドン数 。 。 3.000 。
共通施設 7 7 13 16 29 関来'1i発お特定 。 。 2.700 。
c震勉.iQ: 34 52 48 74 106 口被特定 。 。 1.000 。
州担割1It:1M施設 2 5 2 2 2 重要産業原料品に対する;切引 。 。 ー10.000 。
*担割1[勾施設 25 42 39 61 77 その他 4.500 。 13.500 。
小塊[Jお施設 10 23 集配料金 4.500 。 10.000 。
~鉄仁j幼施設H他 5 3 5 4 その他料金 。 。 3.500 。
予備 'l~ 2 2 2 Ui口収入 。1.650 。6.600 
車綱佼JH料 。1.650 。6.600 
41 年J~ 42{1:l出 43"1:皮 4.(ドJl 45.(下位
自動JI[Jl他施，世代 62 70 6.550 4.250 16.420 17.000 
制{脱!.没 9 8 旅客収入 8.180 4.250 17.400 17.000 
食休鉄道施，没 33 46 貨物収入 170 
。 1.770 。
!'I ~.fì段以施設 20 16 道路寄付金 1.800 。 -2.750 。
|則係会社役資 49 47 30 55 82 
水運 。 。 4.500 1.700 
41 "Fgr 42{1:1.Q 43年度 44{lol.u: 45年度 旅客収入 。 。 1.7∞ 1.700 
合Jit 382 497 496 746 967 貨車収入 。 。 2.8∞ 。
資料 1判泌洲鉄道経.l!M$主計古来11941).11941aI.I1942)および. 港湾収入 2.590 1.550 6.200 6.2∞ 
I'N満洲鉄道経開局予知[~11944a)より作成.





44~"1.主予恕 45il~J1r ~予羽一 mM 
鉄道
(愉送人Uf-人) 172.000 180.000 8.000 
(紛i羊~数.千九) 88.000 91.000 3.0() 
収入 1.275.308 1.709目656 434.348 
支出 1.010.122 1.337.935 327.813 
制益 265.186 371 721 106.535 
収入 34.504 49781 15.277 
支出 40.018 55，415 15.397 
加益 -5.514 -5.634 -120 
r[運
収入 8.241 11.752 3.511 
支出 13.645 17.562 3.917 
損益 5.404 5.810 -406 
港湾
(愉出入~数:=r二トン) 5.093 5.000 -93 
収入 26.055 34.378 8.323 
支出 37.515 46.211 8.696 
'.!<IV・B・1 I+i尚洲鉄道 45iglJl日t!il改訂による刑収額 単位百万凶
制緩 11. 460 -11.833 -373 
i:.H縦
(山政Iltドン) 6.750 7.100 350 
収入 138.605 147.283 8.678 
支出 130.372 171.893 41.521 
損益 8.233 24.610 -32.843 
終l泊
(生産山:1・~:.-) 280 425 145 
収入 59.751 95.468 35.717 
支出 57.459 109.710 52.251 
損占主 2.292 -14.242 -16.534 
工業関係
収入 29.679 24.738 -4.941 
支出 27.602 26.836 一766
4511-3 4 5{ I~J~ 
鉄道部門 125.65 502.62 
旅筑: 112.83 451.34 
貨物 11.17 44.68 
!i<北(i'JlF輔貸与糾 1.65 6.60 
臼~))'1 :11"1 3.90 15.42 
Ii災杯 3.80 13.70 
l't物 0.10 1.72 
iL迎部門 2.66 
言(('fC 冬JUI{t航中 1.65 
貨物 101 
港湾部1" 1.56 6.23 
総計 131.11 526.93 
凱主主 2.077 2.098 -4.175 
総務関係資料 II~SH行金融関係資料 1 570 -2.676頁。
収入 5.055 6.899 1.844 
支出 65.044 72.561 7.517 
to益 -59.989 65.662 -5.673 
利息
収入 33.230 27.571 -5.659 
支出 123.833 150.513 26.680 
t!H主 -90.603 -122.942 -32.339 
予備1~ 2.000 2.000 。
総計
収入 1.610.128 2.107.526 497.098 
支出 1.505.610 1.988.636 483.026 
加益 104.818 118.890 14.072 
資料 日本銀行金融関係資料15702.677・9.1'i.

































































7月 8月 9月 10月 1月 12月 l月 2月 3F1 
満洲中m 2.9 1.9 1.8 1.7 8.1 18.1 16.2 8.9 1 2 
渦洲興銀 13.3 7.1 6.9 72 26.1 37.3 34.2 27.4 379 
普通銀行 1.7 1.6 12 11 2.3 3.1 4.2 1.6 21 
正金銀行 57 25 2.5 2.6 13.8 27.6 381 23.1 31.8 
合計 23.6 13.1 124 12.5 502 86.2 92.7 61.0 83.1 
資料 辿副大学満洲経済実態研究所[19401101頁.






T:!f(:公社 25.0 0.0 1035 0.0 19.0 147.5 
特約収買人 15 1 545 37，8 2.0 00 109.4 
3十 401 545 141.3 2.0 19.0 256.9 
42fド}主 満洲中鈴t -.)1:銀行 l巨金銀行朝鮮銀行 ~~j洲倶u提訴
政庁公社 133.5 0.0 50 0.0 0.0 138.5 
1-'t約収n人 .15.3 22.0 1330 8.4 。 2087 
1 'l8.8 220 1380 8.4 。 347.2 
資料弧公綴文Jm4・3.189民。





満洲興銀 0.0 0.1 
内同普通銀行 0.2 0.0 0.1 
東洋拓殖 0.9 0.0 1.9 
興農合作社 1.7 0.3 4.0 42.4 
商工金融合作社 0.1 0.1 0.0 0.4 
大興公言l及び私当鮪









興食合作社 1.8 0.8 4.9 
商工金融合作社 0.0 
大興公的及び弘当M























満洲中鋭 352 8.1 .13 3.8 
尚洲興銀 922 21 1 8.7 78 
内国普通銀行 悔'.102 10.1 15.5 10.6 
機浜iE~ 264 5 606 53.3 げ則自
1街工金融合{宇佐 0.4 0.1 0.2 0.2 
tt-計 -136.4 100.0 112.1 1000 
間喫州所在銀行
朝鮮銀行 98.0 42.0 
機浜正金 67.7 290 
二井銀行 18.6 7.9 
三;f銀行 395 16.9 
其の他五行 91 3.9 
!)、;十 2328 99.7 
満洲中fH.満洲興銀 07 0.3 




43{1'12TL!、 tL'キl(%) .13ij'9) 1 A、tU¥(%) 
満訓1中鋒』 0.3 0.2 0.3 0.1 
1持洲興銀 1.2 0.9 5.1 17 
内向普通銀行 25 1.8 2.3 07 
正金銀行 0.0 。
.~a干拓HI 30 2.1 31 10 
興脱会作社 720 50.8 200.1 647 
尚c金融合作社 1.0 0.7 11 0.1 
大野(!公青J&夜、当制 61.6 '13.5 96.9 31.3 




よ果樹栽tg 穐菌類 種子球根 ~J業 ;ttの他 小計
腕入 購入
0.3 0.3 
0.1 0.1 1.2 
0.0 0.0 。 0.9 1.5 
0.0 0.1 3.0 
1.9 59.9 
0.1 0.1 0.1 1.0 
0.3 0.1 1.0 2.4 66.8 
Jt他(生活
特庄糧穀 資金・股 合Uト
其の他 小計 配給資金 業金融等)
0.3 
12 
0.7 0.3 01 2.5 
3.0 
0.5 12.1 720 
0.0 0.0 。 1.0 
61.6 61.6 








38年 39fF 40年 41年 42年 43年 44年 45年
櫛浜正金貸出 61 92 114 108 199 309 390 448 
預金 22 35 40 45 55 55 78 101 
ill-fi金 38 57 74 63 143 254 312 347 
制鮮銀行貸出 80 127 163 130 224 332 454 481 
預金 68 76 81 101 119 144 231 279 
貸/lI-1ft金 1 51 82 29 105 188 223 202 
38年 39年 40年 41年 42年 43年 44年 4504三
台湾銀行貸出 10 17 22 23 28 49 57 48 
制金 2 3 7 6 9 1 16 19 
貸出ー預金 9 14 15 17 19 38 41 29 
ニ菱銀行貸出 28 30 35 36 60 63 76 71 
1fi金 4 9 16 25 26 30 44 42 
貸出-h'i金 23 21 19 I1 34 33 32 29 
ニJt:銀行貸出 45 54 49 61 58 144 136 125 
間金 2 8 17 23 34 71 88 78 
iHH-削金 44 47 32 38 24 72 48 48 
第一銀行貸1¥ 19 24 33 37以降ニ井銀行ト合併
fJi金 7 12 21 27術国銀行トナル
nll~-制金 。12 12 12 10 
住友銀行貸出 9 29 37 45 50 52 48 
預金 4 16 25 30 36 41 45 
貸出.預金 5 12 12 15 14 1 3 
1<11銀ti貸出 8 20 23 36 60 71 
1!i金 5 14 22 26 37 40 
貸出-m金 3 6 IO 24 31 
二平1銀行貸出 3 1 21 29 49 53 
1ft金 2 10 19 19 34 34 
i~ 1¥-h'i金 3 10 15 20 
Jj、1;十 H:U 84 129 169 221 272 369 430 418 
T民金 8 31 76 123 166 193 259 278 
iW¥-問金 76 99 93 98 106 177 171 139 
381ド 39年 40年 41{手 42年 43年 44年 45年
総，1・ UI1¥ 224 349 446 459 694 1.011 1.274 1.347 
1l'i金 98 142 197 269 340 392 568 658 























訳書森嶋通夫 f新しい一般均衡理論J~J文社 1 ， 1994 年。
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ほか。
「満洲国jの金融 ー図表篇ー
1996年1月23日
著者安富歩
所属京都大学人文科学研究所
